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　第一章　美しい辺境伯令嬢









　バランドール帝国北西に位置するラムド辺境伯領は、高い山脈に囲まれてはいるものの豊かな土地が広がっていた。山脈からは雪解け水が川となり、領地を潤す水源に恵まれている。朝晩の寒暖差はあるものの一年を通して過ごしやすい気候だった。

　しかしある年から豊かな土地は徐々に痩せていき、農作物の育ちが悪くなるばかりか、干ばつや洪水など災害に見舞われるようになっていた。それだけではない。山脈から掘り出される魔石に魔力を注いで作られる魔法石は、質がよく高級品として販売できる領地の主な主力商品だったが、今では魔法石を作れる人がいなくなってしまった。

　異変は、辺境伯夫妻が亡くなった翌年から始まった。二人は事故で亡くなったと伝わっているが、二人の遺体は未だに見つかっていない。彼らの忘れ形見である二人の子供はまだ幼かったため、辺境伯の弟にあたるラムド男爵が領主代理を務めることになった。このラムド男爵に領地が渡ってから、辺境伯領は少しずつ力を失っていった。

　今では干上がった土地と日々生き残るのに必死な領民が残っているだけだ。

　ラムド辺境伯の息子、ルドルフは両親が亡くなってすぐに皇立アカデミーの入学試験に受かり、八歳になったばかりだが首都で寮生活をすることになった。娘のメルテンシアは五歳になる頃からほとんど屋敷から出ないで過ごしている。そのため領民たちは愛らしいメルテンシアの姿を見ることはなかった。




　メルテンシアは彼女の部屋から続く秘密の通路を使って、裏庭の温室に向かった。この温室は母親が大切にしていた場所で、男爵一家はそこに温室があることも知らないはずだ。温室ではメルテンシアが日々手をかけて育てた植物が、色とりどりの綺麗な花を咲かせている。中でもバラは種類も豊富で色も鮮やかに咲き誇っていた。バラに埋もれるように置かれた女神の石像は、綺麗な花々に囲まれていつも穏やかな顔をしているように見えた。

　十数年前、両親が亡くなったと知らされた数日後には男爵一家が乗り込んできて、メルテンシアとルドルフの後見人として領地の邸宅に居座った。男爵にも息子と娘がいて、メルテンシアたちとは従兄妹同士だ。兄のジョルジュはルドルフの一つ年下で、妹のビアンカはメルテンシアと同じ年だった。メルテンシアは男爵一家と同じ邸宅の中で過ごしていたが、顔を合わせることもなかった。彼らは食事の席にメルテンシアを呼ぶこともなく、彼らだけで生活しているかのように邸宅を自由に使っていた。メルテンシアの食事は侍女と乳母が毎日彼女の部屋に運んでくれたが、その料理は使用人が食べる物と変わらなかった。湯浴みやトイレもメルテンシアの部屋に用意され、彼女はその部屋の中で生活することが可能だった。

　男爵一家は誰一人メルテンシアの部屋とルドルフの部屋がある邸宅の東側には、一切足を踏み入れることはなかった。というのも、彼らが入れないようにルドルフが結界を張ったせいである。まだ幼い子供だったルドルフの結界は脆いものだったが、アカデミーの長期休みの度にルドルフは結界を少しずつ強化させていた。それでもこの程度なら簡単に破られてもおかしくないものなのに、男爵たちは結界を破ることもなかった。

　メルテンシアの世話は、乳母のマルタとメイドのシェーンの二人がしてくれて、他の使用人たちは執事を除いて男爵がすべて入れ替えてしまった。マルタとシェーンだけは結界を通り抜けられるように、魔法のペンダントをルドルフから預かっていた。この魔法のペンダントはほとんどの魔法の効力を無効にできる魔道具の一つである。無効化できない魔法の種類もあるが、結界の無効化程度であればこのペンダントで十分だった。執事のジョンソンはシェーンと夫婦で、二人の間にはまだ幼い子供が二人いる。

　メルテンシアはつい先日十八になった。質素な暮らしを続けながら、男爵夫妻に世話されることなく、マルタとシェーンの二人によって育てられたが、令嬢としてのマナーや知識は従兄妹の二人よりも身についていると言える。

　メルテンシアは令嬢とは思えないほど服装も質素で地味な生活をしていた。ストロベリーブロンドの髪は腰まで伸び、緩やかなウエーブがかかっている。小さな顔はやや卵型で髪の色と同じ色の瞳は大きく、マルタに言わせると、メルテンシアの母親そっくりの顔らしい。ただ母親はもう少し赤毛に近い髪色をしていたと言われている。メルテンシアの記憶の母親はいつも笑っていて、明るく活発な人だった。少し長くなったメルテンシアの前髪をシェーンが切りそろえてくれていると、マルタが近付いてきて背後から話しかけてきた。

「お嬢様、男爵様が今夜の夕食はダイニングルームで一緒に摂るようにと。大切なお話があるそうです」

　マルタがそう告げ、メルテンシアは大切な話と聞き、縁談だろうと思いつつも小さく頷いた。何よりも男爵がメルテンシアの存在を覚えていたのかと思った程度だった。

（面倒な縁談が舞い込んできて、ビアンカがごねたのかしら？　それで厄介者の私を嫁がせるつもりかも）

　メルテンシアはそう思い直した。

　シェーンがメルテンシアのドレスを用意し、それを着て夕食に向かうことになった。メルテンシアはドレスの一枚も男爵に買ってもらったことがなかった。メルテンシアの服はすべてビアンカのおさがりで、それを体型に合うようにメイドのシェーンが直してくれていた。

　夕食の時間に合わせて、メルテンシアは十数年ぶりにダイニングルームに下りてきた。

（悪趣味だわ）

　ダイニングルームに入ってすぐ、メルテンシアはそう思った。彼女の記憶にある清潔で質素な空間はなく、煌びやかさだけが際立った贅沢品が所狭しと並べられている。調度品に統一感もなく、壁に飾られている絵画さえも調和されていなかった。

「メルテンシア、久しぶりだな」

　上座に座る醜く太った男がごくりと生唾を飲みながら、声をかけてきた。おそらく男爵だろうと雰囲気と声で気付いたが、その風貌は彼女の記憶と一致しなかった。男爵だけではない。男爵夫人もジョルジュもビアンカも醜く太り、まるで豚の一家を見ているような気分だ。

「お久しぶりでございます、男爵」

　メルテンシアは正式な礼を尽くし、一番下座の席に案内された。次々と運び込まれる料理はメルテンシアが今まで食べたことのないものばかりだ。肉料理がほとんどでその量の多さを見ているだけで、食べ慣れていないメルテンシアは気分が悪くなりそうだった。なみなみと大きなグラスに注がれる葡萄酒を男爵がガブガブと飲む姿に嫌悪感を募らせる。

　メルテンシアの食事はここ十数年、使用人とほぼ同じものだった。固くなったパンと野菜たっぷりのスープには、男爵たちに出した料理の残りの肉がほんの少し入っているだけだ。

　ガツガツと食事を頬張るジョルジュは、ちらりちらちとメルテンシアを見てはニヤッと笑みを浮かべる。その笑顔が生理的に受け付けず、メルテンシアは鳥肌が立ちそうだった。

「メルテンシア、あなたの好きなものを取りそろえたのに、食べないの？」

　ビアンカがフォークを持った手を伸ばしてきて、メルテンシアは慌てて彼女に皿ごと明け渡した。

　ジョルジュも男爵もメルテンシアを見ては、下卑た笑みを浮かべる様子を見つめ男爵夫人がぼそりと呟いた。

「まったく母親同様、娘もってところかしら？」

　男爵夫人はもともとメルテンシアとルドルフの父親である先代の辺境伯と、婚約する予定だったらしい。だが、父親が選んだ女性はどこから来たのかわからない赤毛の女性。明るく活発ですぐに領民たちとも打ち解けるのを見て、男爵夫人はメルテンシアの母に嫉妬していた。

　結局、男爵と結婚した夫人だが、その生活は贅沢なものではなかった。

「今夜、メルテンシアも夕食に呼んだのは、デビュタントパーティーについての話があるからだ。ビアンカもメルテンシアも十八になった。来月、皇宮で行われるデビュタントパーティーの招待状が届いている。その準備も兼ねて、来週には首都に向かうことにする。準備をしておくように」

　男爵はもったいぶったようにそう言い、メルテンシアは頷くだけだった。

「首都に到着したらすぐに皇宮に向かう。辺境伯領について話があると皇帝陛下から直々にお招きをいただいたのだ。メルテンシアも一緒に同席するように」

　にやにやと笑みを浮かべる男爵を見つめ、メルテンシアは彼が何を考えているのか手に取るように分かった。

（自分が辺境伯になれると思っているのでしょうけど、あり得ないわ）

　メルテンシアは根拠なく、そう思っていたわけではない。

（男爵からはほんの少しの魔力を感じるけど、夫人からはまったく感じられない。抑えている様子もないわね。ジョルジュやビアンカもそうだわ）

　メルテンシアは自分のマナを制御し、魔力を感じさせないようにしていた。マナとは魔力の源のようなものだ。心臓を囲うようにマナを感じ、そして血液の流れと同様に全身を巡っている。その流れをいかに鎮め、魔力を感じさせないようにするか、メルテンシアは日々訓練してきたつもりだった。

　長い時間をかけて大量の夕食を食べ終わるのを、メルテンシアは注意深く観察していた。男爵一家の食事の様子は、汚いとしか思えなかった。まだ家畜が餌を頬張っている姿の方が愛らしく見ていられるのだが、ガツガツと音を立てて皿に顔を近付けて食べるこの光景は見ているだけで気分が悪くなる。

　それでもメルテンシアは表情一つ変えることなく、全員の食事が終わるのを待っていた。

「メルテンシアもビアンカも美しく育ち、きっといい人がすぐに見つかるだろう。デビュタントが終わったら、お前たちに相応しい伴侶を紹介するつもりだ」

　食事が終わると、男爵がそう言ってメルテンシアとジョルジュを交互に見て頷いていた。

（まさかジョルジュお兄様と結婚させるつもり？）

　メルテンシアは彼らの企みを感じ取ろうとしていたが、酔っ払っている男爵はそれ以上何も言わずにふらふらとダイニングルームを後にした。それに続いて男爵夫人、ジョルジュ、ビアンカと退室してから、メルテンシアは自分の部屋に戻った。

　マルタが寝室の準備を整えてくれたのを見て、メルテンシアはマルタとシェーンに声をかけた。

「夜遅くまでありがとう。もう休んでいいわ」

「お嬢様もゆっくりお休みくださいませ」

　二人はそう言って静かに部屋を出て行った。二人は邸宅の東側、つまりメルテンシアとルドルフの自室の上階に部屋がある。二人が出て行ってしばらくしてからメルテンシアは、静かに自分の魔力を解放した。

　声が響かないように魔法で防音の空間を作った。それから引き出しにしまってある半円形の石のようなものを取り出すと、机の上に置いて指先に青い光を集めてトントンと石をノックする。

『やあ、メル。三日ぶりだな』

　陽気な声と共にメルテンシアそっくりの顔をしたルドルフの姿が空中にぼんやりと浮かび上がった。半円形の石は通信用の魔法石だ。通信し合う者同士の魔力が強ければ、このようにお互いに姿を浮かび上がらせることができる。魔法があまり使えない者でも、声のやり取り程度はできる優れものだ。

「お兄様、お忙しいですか？」

『いや、さっき宿舎に帰ってきたところだ。何かあったのか？』

「今夜、話があると言われて、久しぶりにダイニングルームに行きました。男爵の家族は記憶にある姿とは別人で、用件はデビュタントパーティーのことでした」

『別人、か。メルがそう感じるのも無理もないだろうな。十数年、会っていないんだから。それでデビュタントパーティーのことか、メルも招待されているんだよな。ほかには何か言っていたか？』

　ルドルフがそう言い、メルテンシアは小さく頷いた。

「首都に到着後、パーティーの前に皇宮に呼ばれていると言っていました。辺境伯領の件について、陛下が直々に男爵と話をするらしく……私も謁見するようにと」

『その席には俺も同席するから。それでいつ、そっちを発つんだ？』

　ルドルフの質問にメルテンシアは来週だと答えた。

「お兄様、男爵が私の結婚相手を見つけているらしいのですが」

『気にしなくていい。それにしても男爵は移動用の魔法ゲートは使わない気なのか？』

「使えないんだと思います。先日執事のジョンソンに領地の魔法ゲートを見に行ってもらいましたが、使えるような状態ではないと言われました」

『魔力は感じたか？』

「いえ、まったく。抑えているようにも見えませんでした」

『メルの魔力に気付いたか？』

「魔力を抑えましたが、気付いている様子はありませんでした」

　メルテンシアもルドルフも叔父や叔母とは呼ばずに、男爵と男爵夫人と呼んでいる。幼い頃は叔父さん、叔母さんと呼んでいたのだが、彼らがこの邸宅を占拠してからは呼び名を変え、彼らとは距離を置き始めていた。

『メル、道中くれぐれも気を付けてくれ。男爵夫妻が何を企んでいるかわからないからな。魔法通信具は常に通信状態にして手元に置いておいてほしい』

「わかりました、お兄様」

　メルテンシアが返事をした直後だった。

「おーい！　ルド、入るぞ」

　急に誰かが入ってきたようで、ルドルフが慌てたように立ち上がった。

「エド、勝手に入ってくるなよ。すぐに行くから、外で待っていてくれ」

「悪かった。通信中だったか。外にいるが、気にせずに会話を楽しんで」

　ルドルフとは違う低く艶のある声が聞こえてきた。

『メル、悪いな。また連絡するから』

「はい、お兄様も気を付けて」

　メルテンシアは通信を終わらせると、ベッドに横になった。

　翌日からメルテンシアは乳母のマルタとシェーンを交えてデビュタントパーティの準備を始めた。ビアンカのドレスを仕立て直して持っていくことになったが、到底流行りのドレスに及ばない。荷物を作り、メルテンシアはシェーンに伝えた。

「シェーン、あなたはここに残って。首都にはマルタと二人で十分だわ」

「ですが、お嬢様」

　シェーンが不安そうな顔をしてきたが、メルテンシアは笑顔で首を横に振った。

「子供たちがいるんだから、家に残ってね。私はマルタがいれば大丈夫だから」

　どうにかシェーンを説き伏せ、メルテンシアはマルタと一緒に首都に向かうことにした。男爵夫妻が何かを企み、メルテンシアの命さえも危ういかもしれない。そこにシェーンを巻き込むことだけは避けたいと考えていた。

　メルテンシアもルドルフも両親の死に少なからず、男爵夫妻が関わっていると思っているが、証拠は何一つ見つかっていない。

　メルテンシアの荷物は鞄一つで、マルタも同じようなものだ。それでも首都に向かう馬車は全部で四台必要らしい。

　一台目は一番豪華だと言われたが、ごく普通の馬車でそこにはラムド男爵とその家族、そしてメルテンシアが乗ることになった。

　二台目と三台目にはマルタと男爵が雇ったほかの使用人たちが乗り込み、四台目は全員の荷物をのせるための幌付きの荷馬車だった。

　首都に向かう日の朝は早く、メルテンシアは通信具を服の中に隠して馬車に乗り込んだ。メルテンシアの両脇にビアンカとジョルジュ、目の前には男爵夫妻が座った。なんとも居心地が悪い上に、大きな身体の二人に挟まれたメルテンシアは身体を小さくさせるしかなかった。

　半日ほど馬車が走ると、崖の一本道に出た。この崖路でメルテンシアの両親は馬車ごと転落したと言われている。

（どうして両親は魔法ゲートを使わなかったのかしら？　ゲートを使っていたらこの道を走ることもなかったのに）

　不安定な崖路を馬車は少し速度を落とし、それでも左右に揺られながら走る中でメルテンシアはそんなことを考えていた。馬車が少しでも大きく揺れると、メルテンシアは恐怖心に襲われて気が気ではない。それでもどうにかその危険な道を通り過ぎた。

　メルテンシア以外の男爵一家はいびきをかいて寝ていて、彼らの無神経さに怒りが募る。ここでメルテンシアの両親が亡くなったことを知っているくせに、彼らは眠っているだけで手を合わせることもなかった。

（男爵にとっては兄夫婦なのに。どうして気付きもせずに眠っているのかしら）

　そんなことを思うが、どうしようもないこともわかりきっていた。

　いくつかの町を経由し、夕方には町の宿に泊まる。メルテンシアはビアンカと男爵夫人と一緒の部屋で過ごすことになり、二人のいびきで夜も眠れないほどだ。

　その代わり、こそこそと魔法通信具でルドルフと連絡を取ることができた。その日泊まる町と宿屋の名前を告げ、そして夜も昼間もあまり眠れずにメルテンシアは疲れ始めていた。

　あと三日ほどで首都に入るという夜、メルテンシアは男爵夫人とビアンカが熟睡しているのを確認してから魔法通信具を取り出した。

　ルドルフの姿を映し出すことはせずに、声だけのやり取りである。

『やあ、メル。予定通り、カンバルの町に着いた？』

「はい、お兄様。カンバルに到着しました。宿はガムラというところです」

『部屋から出てこられる？』

　ルドルフの言葉にメルテンシアは小さく頷くと、手早く着替えを済ませて一階に下りた。

「メル、久しぶり」

　ルドルフの声が響き、メルテンシアは驚きながら彼に駆け寄った。ルドルフは騎士団の制服を着用していた。騎士団の制服は、バランドール帝国の国旗と同じスカイブルーと白を基調としている。

「お兄様、ここにいらしたんですか？」

「さっき、到着したんだ。明日の朝、メルとマルタを連れて先にラムド家のタウンハウスに向かうつもりだ」

　メルテンシアはルドルフの言葉を聞き、ホッとした。社交界シーズンになると、領地から首都の屋敷に移動し、三ヶ月から四ヶ月ほどを過ごす。男爵たちも数年前までは、タウンハウスで過ごす時期もあったのだが、メルテンシアは連れて行ってもらえたことはなかった。メルテンシアがタウンハウスで過ごしたのは、両親が健在だった時だけだ。そのため、どんな屋敷だったのか覚えていない。

　ルドルフはアカデミーを卒業後、騎士団に入団。それ以来、討伐や戦争があれば赴いていた。そのたびに功績をあげてきたと聞いている。三年ほど前から約二年間、ルドルフは帝国の南方の港町に駆り出されていた。海から侵略をもくろむ他国から帝国を守るためだった。膠着状態は続いたが、どうにか平和的な解決をしたということはメルテンシアの耳にも入っていた。

「メル、明日の朝、改めて会おう。それからタウンハウスに戻って話を聞くから」

「わかりました」

　メルテンシアは部屋に戻ったが眠りにつけなかった。疲れ切っているのに、ルドルフに話したいことが頭を占領し、その上ビアンカと男爵夫人の大きないびきのせいで眠れない。二人のいびきは地響きがするほど大きく、耳を塞いでも聞こえてくる。

　早く朝になることを願い、メルテンシアは必死に目を閉じていた。

　朝になってメルテンシアは身支度を整えると、ビアンカと男爵夫人と一緒に一階に下りた。

「メル、迎えに来たよ」

　ルドルフがさも今到着したと言わんばかりに声をかけて来て、メルテンシアは驚いたふりをした。

「お兄様、お忙しいのでは？」

「昨夜まで近くにいてね、ついでだからタウンハウスまで送っていこうと思って。男爵はどちらに？」

　ルドルフに訊かれたメルテンシアは、食堂に向かう男爵を見つけて声をかけた。

「おはよう、……あぁ、ルドルフか。久しぶりだな。立派になって」

「おはようございます、男爵。ご無沙汰しております。メルテンシアを連れてタウンハウスに戻ろうと思っているのですが、構いませんか？」

「一緒に行っても同じだとは思うが、ルドルフもメルテンシアと積もる話があるだろう。一緒に行くことを許可しよう」

「魔法ゲートを使って移動しますので、先に到着する予定です。男爵も魔法ゲートを使いますか？」

　ルドルフが訊ねると、男爵は苦い顔を作って笑った。

「これだけの人数でゲートを使うと利用料がかさんで、ビアンカのドレスを新調できなくなってしまうからな」

「首都まではまだあと数日かかるとは思いますが……マルタ、久しぶり。悪いんだけど、メルの荷物を持って一緒に来てほしい」

「かしこまりました。お坊ちゃま」

　ルドルフは男爵に話を付けると、メルテンシアと朝食に向かった。

「お兄様」

「ん？」

「ビアンカがこちらを睨んでいます」

「ビアンカ？　どこにいるんだ？」

　メルテンシアが視線でビアンカの位置を教えると、ルドルフが息をのんだのがわかった。

「男爵もそうだが、あの一家はいったいどうなったんだ？　三年ほど前とは別人のようだが……いや、人ではなくなったのか。まるで豚のようだ」

「三年前からも違うんですか？」

「男爵は昔から恰幅はよかったし、徐々に太った印象はあったけど、夫人や兄妹はそんな兆候はなかったと思う」

　メルテンシアはビアンカの視線を感じながら、彼女が考えていることを推理していた。

（きっとお兄様がビアンカに挨拶をしないことに腹を立てているのよね）

　昔からビアンカは実の兄のジョルジュよりもルドルフのことを慕っていた。それがどのような感情なのかはわかりかねるが、ルドルフがメルテンシアを構うたびに意地悪をされたことを思い出す。といってもその記憶は幼少期のものだ。まだ両親が健在の時で、それ以降はビアンカと一緒にルドルフに会うこともなかった。

「ビアンカに挨拶をするつもりはないよ。メル、朝食を食べたら、すぐに出るけど平気？」

「はい、大丈夫です。タウンハウスまではどれくらいですか？」

「昼前には到着するよ」

　首都の魔法ゲートは二箇所あり、そのうちの一つは皇宮内にある。もう一つは首都の入り口にあたる門の外側にあり、そこからタウンハウスまで馬車で一時間ほどかかるらしい。

　マルタが準備を整え、メルテンシアとルドルフはマルタを連れて出発した。

　宿屋から魔法ゲートまでは女性二人を連れて歩いても、十五分ほどで到着した。ここから首都に行くための代金を支払うのだが、魔法ゲートの利用料は現金で支払う以外の方法がある。一つは魔法石での支払いだ。距離に応じて決まった属性の魔法石をゲートの案内人に渡せば利用できる。もう一つは魔法ゲートで使用している属性の魔法をゲートの魔法石に注入するというものだ。

　ルドルフの利用料はそのどれでもなく、騎士のバッジを見せるだけである。騎士団からは各地の魔法ゲートに魔法石が定期的に配給される。そのため魔法ゲートの利用はいつでも自由に使える。騎士バッジでは騎士本人以外に三人まで同行が許される。もちろん、同行者も利用料が必要なかった。

　魔法ゲートをくぐると、あっという間に首都の入り口の門が見えた。そこからはルドルフが預けていた馬車に乗り込み、タウンハウスに向かうだけだ。

　メルテンシアは馬車に乗ると、ルドルフと話そうと思っていたのに連日の疲れと睡眠不足のせいですぐに眠ってしまった。ルドルフとマルタが小声で話しているのが、心地よい子守歌のようでメルテンシアは久しぶりにゆっくりと眠れた。

　あまりに心地よく眠ってしまったメルテンシアは、タウンハウスに到着してからルドルフが起こしてくれた。

「メル、ここがタウンハウスだ。今はまだラムド男爵が管理している邸宅ではあるが、辺境伯のタウンハウス。幼い頃、年に数ヶ月はここで過ごしていたんだが、覚えているか？」

「ごめんなさい、お兄様。ここだったかどうかまでは覚えていません。首都に来ていたことはなんとなく理解しているのですが」

　メルテンシアは青い屋根と白い壁の立派な邸宅を見つめる。記憶の彼方に両親と一緒に過ごした日々があるはずなのに、思い出せそうになかった。邸宅を見つめても、懐かしいという思いもない。

「そうだな。メルはまだ小さかったから」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアは小さく頷くだけだ。

「とりあえず、中に入ろう。メルの部屋を案内するよ。それから邸宅の中を案内して、使用人たちにも紹介しようと思っているが、疲れているなら明日にするか？　あまり顔色も優れないようだし」

「いいえ、大丈夫です。お兄様もこちらで過ごされるのですか？」

　メルテンシアが答えると、ルドルフがエスコートをしてくれて邸宅の中に入った。

「明日の朝までは一緒にいられるが、午後は一度騎士団の方に顔を出して、それから宿舎の整理もしなければならない。今回の社交シーズンはメルと一緒にこのタウンハウスで過ごすつもりだから」

「男爵たちがここに来る前に、お兄様もこちらで生活するんですか？」

「そのつもりだ。メル、玄関ホールを抜けると、左側に階段がある。この階段を上がった先にメルの部屋を用意してある」

　まずはメルテンシアの部屋に案内された。広い部屋には大きなベッドと調度品があり、カウチソファの前にはローテーブルが置かれていた。

「このドアの向こう側は、メルの衣裳部屋になる予定だ。マルタ、荷物を置いたら一緒に来てくれ」

　今度はダイニングルームに案内され、そこで使用人たちの紹介があった。

「タウンハウスの執事、デンバーだ。それから侍従長の……」

　一人一人を紹介され、料理人も合わせると全部で八人だった。

「デンバー以外は、三ヶ月前に新規採用した人たちだよ。デンバーは昔からこのタウンハウスを任されている人で、両親のこともよく知っている人だ。男爵が採用した使用人たちはみんな解雇したんだ」

「お兄様が信用した人たちしかいないということですね」

「ああ、その通りだ。明日、メルはマルタと侍従を一人連れて、ブティックに行ってくるように」

「え？」

「金は気にしなくていい。普段に着られるようなドレスをいくつかと、デビュタント用のドレスをオーダーしてある。デビュタント用のドレスは仮縫いが終わったところらしい。メルが気に入るといいんだが。数日後には皇宮に呼ばれているんだ。その時に着るドレスを選んできてくれ」

「でも、お兄様」

「可愛い妹の晴れ舞台だ。両親ができなかったことを代わりとまではいかないが、俺に準備をさせて欲しい」

「ありがとうございます。でも、お兄様も成人の儀を執り行っていないでしょう？」

「メルと一緒にデビュタントって感じになるな」

　くっくっと笑いながらルドルフはメルテンシアの頭を優しく撫でる。

「お兄様にばかり負担をかけて申し訳ありません」

「負担だと思ったことはない。メルがいてくれたからこそ、騎士団に入団して頑張ってきたんだ」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは返す言葉もない。

　それから数日、メルテンシアは毎日のように外出して、必要なものを取り揃えなければならなかった。アクセサリーはさすがに手が出せず、デビュタント用のネックレスは唯一メルテンシアの手に渡った母親の形見を使うことにした。深い海の色を思わせる石は時折、金色に光る魔法石でもある。その石と似た青色の石をはめ込んだイヤリングだけ購入した。

　メルテンシアが首都に入って三日後の夕方、ようやく男爵たちが到着した。彼らは疲労感が漂っていたが、ルドルフがデンバーに頼んでおいたように男爵たちの部屋を宛がい、メルテンシアは簡単な挨拶だけを済ませて自分の部屋に戻った。

　翌日は皇帝陛下の謁見が待ち受けていた。謁見の間に行くまで、ルドルフがメルテンシアをエスコートし、ビアンカの鋭い視線を背中に浴びることになった。

　男爵一家とルドルフ、メルテンシアが謁見の間に控えると、すぐに三人の皇子が入ってきた。メルテンシアは三人の皇子が揃っているのをはじめて見た。三人目の皇子はこちらをジッと見ていて、メルテンシアはすぐにその理由がわかった。

（第三皇子はたしか、お兄様と同じ騎士団に所属されていて、団長を務めていたはずだわ。お兄様と顔見知りだからお兄様を見ているのね）

　メルテンシアがそんなことを思っていると、皇帝陛下と皇后が入室し、厳粛な雰囲気が漂う中、皇帝陛下が言葉を発した。

「頭をあげよ。ラムド男爵、久しいな」

　その言葉に男爵は一度上げた頭を再び下げ、恭しく挨拶した。

「お久しぶりでございます、皇帝陛下。辺境領での災害が相次ぎ、なかなか首都まで出向けませんでした」

「そうだったな。災害に見舞われたという報告は受けておる。兵士たちを向かわせたから、きっとすぐに復興するであろう。この度、そなたらを呼び寄せたのは辺境伯領のことだ」

　皇帝陛下の言葉に男爵は大きく頷いた。

「十数年という長い間、辺境伯領の代理人、大変ご苦労だった。此度、その任を解き、男爵には別の領地を任せようと思う」

「別の領地、ですか？」

「あぁ、ルドルフが成人したので、彼に辺境伯を任せるつもりだ」

「ですが、ルドルフは騎士団でも必要な人材でしょう。副団長に任命されたと聞いていますが」

　戸惑うラムド男爵に対し、ルドルフは何も言わない。

「騎士団としての仕事も任せるつもりだ。有事の際は招集をかけて呼び寄せる。ルドルフの力が必要なことも多い。だが、今は辺境領の復興に欠かせないと考えている」

「復興にルドルフが必要とは、どういうことでしょうか？」

「ラムド男爵よ、そなたが辺境伯領の代理人になってから、魔法石の質が落ち、最近では魔石しか売買していないようだ。その理由は何だ？」

　皇帝陛下の質問に、男爵の額からは汗が滲み出ていた。

「上質な魔石が採掘できず……」

　しどろもどろになる男爵の話を遮り、皇帝陛下が何かを命じた。

　側近の一人が何かを皇帝陛下に恭しくそれを見せた後で、ルドルフに渡すように命じられて持ってきた。木製の盆には魔石が三つ、置かれている。

「男爵、ここにある魔石は、ラムド領からの献上品だ。上質なものだと思うのだが……とりあえず、男爵はこの魔石のうち一つを魔法石にかえてみよ」

　皇帝陛下にそう言われ、男爵は魔石を一つ手に取った。そして魔力を解放したのだろうが、魔石は小さくフォンッとなると、黄金色に一瞬変化した。

「息子に渡してみよ」

　皇帝陛下はジョルジュ、それから男爵夫人、ビアンカの順に魔石を渡したが、魔石が僅かな反応を見せたのはジョルジュと男爵の時だけだった。

「ルドルフの妹……メルテンシアと言ったか。そなたも一つ手に取って、やってみよ」

　メルテンシアはルドルフから魔石を受け取ると、魔力を解放した。ブォンッと大きな音を立てる、ピシピシと魔石が反応してメルテンシアの魔力を吸い上げていく。

「メルッ！　魔石をこちらに」

　制御できず、メルテンシアは自分のマナが心臓をぎゅうぎゅうと締め付けてきて、息もできないくらい苦しくなった。どうにかルドルフに魔石を渡そうにも、手から魔石が離れようとしない。七色に光りながら魔石は魔法石へと変化し、メルテンシアの魔力をぐんぐんと吸い上げていく。これほど魔力を使ったことのないメルテンシアの身体には大きな負担となり、彼女は立っていられなくなった。

　ふらっと倒れそうになった彼女を抱き止め、魔石とメルテンシアから流れる魔力を遮断してくれたのは兄ではなく、兄と同じ騎士団の制服を着た第三皇子だった。

「すごい魔法石だ。すべての属性が使える。しかも魔力がこんなにも入るなんて……さすがルドルフの妹だ」

　第三皇子エドワードの声が響き、メルテンシアはその艶のある声に聞き覚えがあったが、呼吸が荒く考える余裕もない。力強く支えてくれるエドワードの腕があるからこそ立てている。

「苦しいだろうな。ちょっと失礼」

　エドワードがメルテンシアの下唇を抑え、人差し指に飴玉ほどの青い光を集めた。飴玉のように転がったその光の玉を、メルテンシアの口に押し込んだ。

（んぐっ……うっ……んっ？　固くない？）

　塊が口の中ですぐに溶け、メルテンシアの体内に入っていくのを感じた。それと同時に暴走しかかっていたマナがゆっくりと落ち着いていくのを感じた。

「うむ、エドワードの魔力とどうやら相性がいいようだ」

　皇帝陛下が感心したように言い、メルテンシアは何が起きているのか理解できずにいた。

「では、ルドルフ。最後の魔石をそなたが魔法石に」

「属性は何がよろしいでしょうか、陛下」

　ルドルフがそう言い、皇帝陛下は唸りながら言葉にした。

「癒しの光を注ぎ込んでほしい」

　ルドルフは頭を下げると、魔石を手に取って黄金色の光で包み込んだ。その瞬間、爆発音が響き、皇宮が大きく揺れたような衝撃があった。魔石は魔法石に変化し、黄金色に光り輝きながらルドルフの手に収まっていた。

「いかがでしょうか？」

　皇帝陛下に献上し、ルドルフはメルテンシアの隣に戻ってきた。

「ルドルフ、メルテンシアの魔法石は見事だ。二人は七色の魔法使いであると判断する。それに比べて、男爵とその家族は誰も魔法が使えないのか」

　皇帝陛下は呆れたように男爵一家を見つめた。

「ラムド辺境伯領では、魔法が必要不可欠。男爵も知っていることであろう。代理人を任せてほしいと言った十数年前、そなたは自分の魔力を鍛えると約束したではないか」

　皇帝陛下に詰め寄られ、男爵は言葉が出ないようだ。

「この結果を見てわかる通り、辺境伯領はルドルフが当主を務めるべきだと判断する。異論はないな？」

　皇帝陛下が念を押すように男爵に伝えると、今度は男爵が口を開いた。

「僭越ながら申し上げます、陛下。ルドルフには騎士の仕事にしっかり励んでほしいと親代わりを務めてきた者として、そう考えております。辺境領にはメルテンシアが残れば、安泰でしょう。彼女もまた七色の魔法使い、つまり魔塔の魔法使いと同じくらい凄腕の魔法使いだということは、陛下も認めてくださいました。そこで息子とメルテンシアを結婚させ、辺境領を治めてもらうというのはいかがですか」

　名案だと言わんばかりに男爵は言葉にした。

「皇帝陛下、発言の許可をいただけますか？」

　肩まで伸びたシルバーブルーの髪を揺らし、第三皇子のエドワードが手を挙げて発言の許可を求める。皇帝陛下は頷いた。エドワードはまだメルテンシアを左腕で抱えるように支えてくれながら秀麗な顔をくしゃりと歪ませ、深い藍色の瞳を鋭く光らせながら男爵を見据えて話し始めた。

「ルドルフには伝えていたのですが、メルテンシア嬢に特別な相手がいないのならプロポーズをするつもりでした。陛下、彼女が頷いてくれるならそうしたいのですが、いかがでしょうか」

　エドワードの言葉に驚いた男爵は、すぐに反論する言葉が出なかったようだ。そんな父親を見兼ねたのか、ビアンカが突然口を開いた。

「メルテンシアの結婚相手は、ジョルジュお兄様と決まっているんです。そのためにメルテンシアをほかの男の目に触れないよう過ごさせ、お父様が準備してきたのです。それなのに横やりを入れてくるなんて……そもそもメルテンシアは十分な教養もありませんし、マナーも教わっていません。そんな人が皇族に入れるわけがないと思います」

　一気にビアンカがまくし立てた直後、低く鋭い声が響いた。

「無礼者！　そなたこそ、マナーがなってないではないか！　皇帝陛下の御前で発言の許可も得ず、ましてや女性が口を開いて皇族の意見に反対するなんて。誰か彼女を捕えよ！　陛下、大変申し訳ありません。わたくしも陛下の許可を得ることなく発言しましたこと、どうぞお許しくださいませ」

　皇帝陛下の前に頭を下げたのは皇后だった。

「もうよい。今回はラムド男爵の娘に対しても不問にしよう。それにしてもいくつか腑に落ちない部分がある……エドワード、何か言いたそうだな。何が言いたいのだ？」

「恐れながら申し上げます、陛下。三年ほど前、ルドルフが成人したのを機に、ラムド男爵には後見人の任を解くという書簡を送ったと聞いております。とすれば、メルテンシア嬢の親代わりはルドルフだと考えておりました。それなのにルドルフが知らない間に婚約者がいることも腑に落ちません」

「後見人の件については三年ほど前に、男爵には書簡にて謁見するよう招集したのだが、首都に来られない事情があったらしい。そのため書簡にて辺境伯の任を解くと通知しようと思ったのだが、重要なことだからと思い保留にしていたのだ。今回デビュタントパーティーで首都に来るだろうということで、正式に任を解く手続きをしようと思ってこの場を設けたのだ」

　皇帝陛下の言葉にラムド男爵は丸い顔を汗で濡らしながら、言葉を考えているようだ。

「恐れながら申し上げます。災害に見舞われ、その対応に追われておりまして……なかなか社交シーズンでもタウンハウスに来ることができず、申し訳ありませんでした」

　震える声でラムド男爵がそう言い、今度はルドルフが発言の許可を得た。

「皇帝陛下の前でこのようなことを申すのはいかがなものかと悩みましたが……申し上げさせていただきます。辺境伯領邸宅の執事からは、書簡にはほぼ目を通さず、領民からの意見書にも目を通す様子がないと聞いております。また妹のための仕送りはすべて男爵一家が使用していて、妹には粗末な食事しか与えていないと報告を受けております。そのため、妹はこんなにも細くマナを十分に引き出すための体力もないものだと判断しました」

　ルドルフが頭を下げてそう言い、男爵はガタガタと震え始めた。

「ラムド辺境伯領から、嘆願書が届いている。どうか男爵を領地から追い出してほしいと。そうか、領民からの意見書に目を通していないのでは、こちらに嘆願書が届くはずだな。無理な税金の取り立てが原因だと書かれていたが……ルドルフ、詳しい領地の被害報告はまとめてあるのだろう？」

「はい、こちらにございます。執事から預かってきた帳簿と領民の意見書でございます」

　ルドルフがそう言い、ラムド男爵はギリギリと歯ぎしりをしながら睨み付けていた。

「ラムド男爵、そなたには荷が重かったようだ。家族ともども今回の社交シーズンが終わってもしばらくは首都に留まるように。その間にルドルフは正式な当主としてラムド辺境伯領に戻ることを命ず。ただし、単に辺境領当主というだけではなく、騎士としての自覚を持ち、召集の際にはその力を帝国のために使うことが条件だ。またエドワード、そなたの希望だけでは結婚はできない。まずはメルテンシアと交流を持ち、お互いの気持ちが寄り添うのならばその時に話を聞こう」

「御意」

　ルドルフは恭しく頭を下げ、その任命を受けた。男爵も渋々頭を下げるしかなかった。その一方でエドワードはメルテンシアに向き直ると、彼女の腰を支えながら言葉にした。

「メルテンシア嬢、デビュタントのエスコートをさせてもらえないだろうか」

「わ、私のエスコートをですか？」

　メルテンシアが戸惑い、ルドルフに視線を送る。メルテンシアのエスコートはルドルフが引き受けてくれるものだと勝手に思っていた。

「申し訳ありませんが、エドワード皇子。メルテンシアのエスコートは息子のジョルジュに任せるつもりでした」

　男爵がゆっくりと言葉にすると、ルドルフが口を挟んだ。

「ビアンカのエスコートが誰もいなくなりますが、彼女はデビュタントのパーティーに出席しないのですか？」

「いや、ビアンカはかねてからルドルフのエスコートでと願っていて」

　男爵がそう言うと、ルドルフが溜息をもらした。

「残念ながら、私にはエスコートすべき令嬢がいます。そのためメルテンシアのエスコートが無理なので、エドワード皇子にお願いしたのです」

　男爵もビアンカも真っ赤な顔をして怒っているのがわかる。

「話はまとまったようだな。では、メルテンシア、エドワードを頼む」

　皇帝陛下はそう言い、先に謁見の間を出ていく。続いて皇后が出ていく際には、ビアンカを一瞥し、エドワード以外の皇子もその後に続いて出て行った。

「ルドルフお兄様、誰をエスコートされるんですか？」

　ビアンカが詰め寄り、ルドルフは鼻で笑った。

「ビアンカに教えるつもりはない。パーティー会場で見ればわかることだろう」

「そ、それなら、皇子様のエスコートは私でもよろしいのでは？　さすがに兄のエスコートでは恥ずかしくて」

「冗談じゃない。メルテンシア嬢以外の令嬢をエスコートするつもりはない。ルド、一緒に行こうか」

「そうですね。メル、一緒に帰るよ」

　メルテンシアはエドワードに支えられながら歩き出し、その覚束ない足元にビアンカの足が伸ばされた。避けなければと思ったのに、足がうまく動かずにビアンカの足にひっかかってしまった。

　転びそうになったメルテンシアを軽々とエドワードが抱き上げた。

「失礼、メルテンシア嬢の体力はまだ回復していないようだ。このまま家に送るよ」

　その様子をビアンカが醜い顔をして睨み付けているのが、メルテンシアの視界に入った。



　エドワードと一緒にタウンハウスに戻ってきた後、三人はリビングで寛ぐことにした。

「男爵家のタウンハウスはあるのか？」

　エドワードの言葉にルドルフは苦笑を浮かべた。

「彼らのタウンハウスもあるはずだ。十数年前まで使っていた邸宅があるはずけど、おそらく理由を付けてここに来るだろうな」

　ルドルフの予想通り、男爵一家は家に帰ってくるかのように邸宅に入ってきた。

「男爵、ここは辺境伯のタウンハウスですよ。あなたのタウンハウスは別のところにあるはずでは？」

　玄関ホールで足止めされた男爵一家にルドルフは、そう伝えた。

「ルドルフ、今までの恩を忘れたのか。十数年使っていなかった邸宅を直す間、ここに居させてもらう」

「いつ、修理が終わるんですか？　その代金は誰が払うんです？」

　ルドルフは矢継ぎ早に質問し、男爵は奥歯をぎりっと噛みしめていた。

「デンバー、悪いが、男爵一家がこちらに泊まるそうだ。来客用の部屋を用意してくれ。男爵、準備が整う間ホールでお待ちください」

「いや、昨夜泊まった部屋で十分ではないか」

「あのお部屋は両親が使っていた部屋です。この邸宅の主人が使う場所、そのような場所にお客様をご案内できません」

　ルドルフは執事に命じ、それからもう一度男爵に向き直った。

「デビュタントパーティーまではいてもいいですが、その後は出て行っていただきます。尚、男爵たちが今まで使ってきた領地の金に不審なものがあればすべて、ご返金いただきます。メル、疲れただろうが、エドが食事をご馳走してくれるらしいから少し部屋で休んでいて。時間が来たら迎えに行くよ」

「かしこまりました」

　メルテンシアはおとなしく自分の部屋に戻り、マルタが付き添ってくれた。

「お嬢様、顔色が悪いようですが……皇宮で何かあったのでしょうか？」

「いろいろあったの。お兄様が辺境伯を正式に継ぐことを陛下がお認めになって」

　メルテンシアはソファに深く座り込むと、ゆっくりと口を開いた。マルタはすぐ傍で紅茶を注ぎ、小さなパイを用意してくれた。

「まあ、ルドルフ坊ちゃまが、ついに跡を継ぐことに……」

　涙をにじませるマルタを見つめ、メルテンシアは少しだけ笑った。

「でも、そうなったら男爵様たちが黙っていないのでは？」

「ええ、そのとおりよ。しばらく騒々しいと思うわ。男爵たちがそう簡単にあきらめるような人たちではないのもわかっているし」

　メルテンシアはそう言い、深く息を吐いた。

「とくにビアンカ様が癇癪を起さないといいのですが。ルドルフ坊ちゃま……とはもう呼べませんわね。ルドルフ様がお嬢様のパーティーをエスコートしてくださるのですか？」

「いいえ、第三皇子のエドワード様がエスコートしてくださることに。ねえ、マルタ、今からパーティーマナーをおさらいしたいんだけど」

　メルテンシアがそう言った瞬間、ドアがノックされてエドワードが入ってきた。

「メルテンシア嬢、すまない……立ち聞きをするつもりはなかったのだが、パーティーマナーが気になると聞こえてしまってね」

「エドワード様、失礼いたしました。ごきげんよう」

　ぱっと立ち上がって、メルテンシアは慌てて最上級の挨拶をしたつもりだ。

「レディーの部屋に立ち入る無礼をお許しください、メルテンシア嬢」

　エドワードの振る舞いにメルテンシアは首を横に振るだけだ。

「さっきの話だけど、ダンスを合わせる練習をしたいのもあって、私がマナーを教えるということでどうかな？」

「エドワード様が教えてくださるんですか？　そんな……」

「パートナーとして、お互いにフォローできるようにしたいからね」

　優しく微笑まれたメルテンシアは、エドワードの言葉に逆らえなかった。

「よろしくお願いします」

　メルテンシアは素直にエドワードの申し出を受け入れることにした。

「メルテンシア嬢、体調が気になって様子を見に来たのだが……えっと、そちらの方は」

「乳母のマルタです。私の世話役というか」

「はじめまして、エドワード・バランドールと申します。母親代わりの方だとルドルフから聞いています。メルテンシア嬢、まずは手を拝借します」

　そっと手を取られ、エドワードが脈を取っているようだ。そのあとで彼女の顔色を窺うと、今度は緑色の光を手に集める。

「うまく魔力が調整できるといいんだが」

　エドワードはそう言いながら、緑色の光でメルテンシアを包み込んだ。光に包まれたメルテンシアは、倦怠感や疲労感が癒されていくのを感じ、そして自分のマナに魔力が溜まっていくのがわかる。

「やっぱりうまくできないな」

　すぐに緑色の光が消え、がっかりしたような声を出すエドワードにメルテンシアは首を横に振った。

「とても楽になりました、エドワード様」

「保護魔法や治癒魔法は苦手分野でね。使いこなせないんだ」

　エドワードが苦笑を浮かべ、メルテンシアは目を丸くした。

「ルドのようにすべての属性を簡単に使いこなせるのは、本当に一部の人だけだよ。中でもルドは天才肌だから。俺の魔法は攻撃魔法に特化しているんだ」

「それだけじゃないだろう。エドは移動魔法が使えるじゃないか」

　ルドルフの声が響き、メルテンシアは二人の会話に入り込めずにいた。

「ルドほどじゃない」

「帝国一の剣士だろ」

　二人の仲の良さを羨ましく思いながら、メルテンシアは二人の顔を見つめるだけだ。エドワードの表情は無邪気に笑ったり、ムッとしたりところころと変わる。皇宮で見た時はクールな雰囲気でどちらかといえば無表情で近寄りがたい印象があった。それでも整った顔立ちにメルテンシアの目は釘付けだった。今も話をちゃんと聞いているつもりだが、エドワードのことばかり気になって見ていた。メルテンシアはルドルフが友人と屈託なく話す姿をはじめて見たから、気になって仕方ないのだと思っていた。

　夕方まで三人はメルテンシアの部屋で過ごし、その間に二人の武勇伝を聞かせてもらった。三人の会話に耳を傾けながら、嬉しそうにしているマルタの瞳には涙が浮かんでいる。

「マルタ、どうしたの？　悲しい話をしているつもりはないんだけど」

　メルテンシアが声をかけると、マルタは首を大きく横に振った。

「いいえ、お嬢様、悲しいのではなく……嬉しいのです。お二人のこのお姿を旦那様も奥様も見たかったでしょうね。本当に立派になられて」

　前掛けのエプロンで涙をぬぐいながら笑うマルタに、どう声をかけていいかわからなかった。

「マルタ、夕食を食べに出かけるよ。何か土産に買って来るけど、何がいい？」

　ルドルフがそう言い、マルタは首を横に振るだけだった。

「楽しいお食事の時間をお過ごしください」

　マルタがそう言ってくれたのもあり、メルテンシアはゆっくりと立ち上がった。三人が玄関ホールに出ると、ビアンカが追いかけてきた。

「ルドルフお兄様、私も連れて行ってもらえませんか？」

　ビアンカはルドルフの腕を取り、そう訴えた。

「悪いが、今回の食事はエドワード皇子が招待してくれたんだ。招待されていない人を連れていくのはマナー違反だと思わないか。マナーと教養がしっかりと身についているビアンカは、それくらいのことはわかるよな？」

　ルドルフはそう言い、ビアンカを引き離した。

　エドワードが連れていってくれたのは、首都の中でも指折りのレストランで、お洒落なのはもちろんだが、値段も手ごろで何と言っても美味しいと評判の店らしい。

「メルはしっかり食べて、体力を付けないとな」

「わかってはいるのですが、受け付けなくて」

　メルテンシアは正直に答えた。食が細くなってしまったのは今までの食生活を考えれば当然だったが、メルテンシアは特に欲しいものや食べたいものもなかった。

「そうだな。すぐには無理だろう。少しずつ改善していくしかない。明日からの予定を話しておく」

　ルドルフはそう言い、エドワードとメルテンシアは頷いた。

「俺は明日から辺境領に行ってくるよ。まずは祈りの塔と魔法ゲートの状態を確認して、領地を視察してくる」

　祈りの塔はラムド辺境伯領の北側にある山の斜面にあり、古くから祈りと魔力を捧げることで領地に加護を与えてくれると言われている。実際、災害や隣国からの襲撃から守られていたのだが、それは領主である者が役目として魔力と祈りをきちんと捧げていればということになる。ラムド男爵が祈りと魔力を捧げなくなり、領地は災害に見舞われることになったと考えられる。

「いつ、お戻りになるんですか？」

　メルテンシアが不安そうな顔をしていると、ルドルフは難しい顔をしながら言葉にした。

「移動用の魔法ゲートは直しておかないと不便だし、遅くてもパーティーの前日には一度戻ってくる。メルはタウンハウスで過ごしながら、エドと一緒に過ごして欲しい。エドには正式に護衛として、うちに常駐できるように手配を済ませてあるから」

「メルテンシア嬢のことは任せて。ちゃんと守るから」

　エドワードがそう言い、ルドルフはにやりと笑った。

「もちろん、期待していますよ。なんといっても皇室騎士団の団長様ですから」

「そういう時だけ、団長って言うんだな」

　ルドルフの言葉にエドワードは苦笑を浮かべていた。楽しい時間を過ごし、メルテンシアは自分の部屋に戻ってきた。心地よい疲労感に包まれ、ベッドに入るとすぐに眠ってしまった。








　第二章　夢のような時間









　翌日の朝、メルテンシアはルドルフとエドワードの三人で朝食を囲んだ。

「男爵たちの朝は随分、遅いんだな。領地でも遅かったのか？」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは首を横に振った。

「男爵たちが何時に起きて、何をしているのか、まったく知ろうともしなくて……申し訳ありません、お兄様」

「いや、メルが謝ることじゃない。あいつらはメルを監禁していたも同然だからな」

「ルド、俺はここで寝泊まりしてメルテンシア嬢と過ごせばいいんだな？」

「そうしてくれるとありがたい。エド、騎士団の仕事もちゃんとしないと怒られるからな」

「わかっている」

「お兄様とエドワード様がとても仲が良いのはわかりますが、お兄様のその態度は不敬罪に当たらないのですか？」

　メルテンシアがそう尋ね、ルドルフは首を横に振った。

「本来なら不敬罪だろうけど、公的な場以外では俺が許していることになっている。ルドは場をわきまえてくれるし、俺にも親友の一人くらいいて気楽に接することができる人が欲しいから」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは頷いた。

「じゃ、行ってくるよ。メル、気をつけて過ごして。なるべく早く戻ってくる」

「お兄様こそ、お気をつけて」

「ああ、わかっている。メル、少しずつでいいから食べる量を増やして、体力をつけないとな」

　ルドルフはそう言い、メルテンシアをぎゅっと抱きしめてから領地に向けて出発した。

「さて、メルテンシア嬢、町を案内しようと思っているんだが、体調はどう？」

「体調は大丈夫です。エドワード様のお仕事は大丈夫ですか？」

「大丈夫だよ。一緒に町を歩いて、メルテンシア嬢の体力を付けなきゃな。午後はティータイムまでダンスの練習をしよう」

　メルテンシアはすぐにマルタを呼ぶと、自分の部屋で支度を始めた。

「マルタ、男爵たちはいつも朝が遅いの？」

「そうですね。ビアンカ様とジョルジュ様はそろそろ起きてくるかと思いますが、男爵はお昼近くまで起きてこないかもしれませんね」

「それで、領地はいつ見回っていたの？」

「私も把握できておりませんわ。お嬢様」

　マルタの言葉を聞き、メルテンシアは頷くしかなかった。

（マルタが把握できないのも当然よね。日中はほとんど、私の部屋で世話をしてくれていたし、週に三回来る家庭教師と勉強している時間以外、私と一緒にいたんだから。辺境領は領地が広く、両親たちは魔法で移動しながら領民の生活を守っていたと聞いているけど）

　男爵の魔力では無理があることに気付いた。

（領地の視察は行かないのに、税の取り立てだけしていたってことよね。そうしなければ、あれだけの食事は用意できないだろうし）

　推測はできるものの証拠はすべてルドルフが手に入れ、皇帝陛下に提出している。一緒の屋敷にいたメルテンシアは、何も知らずにいたことを悔やんでいた。

（お兄様にばかり負担をかけているわ。私も成人したんだから、しっかり自立していかなきゃ）

　領地に戻ってメルテンシアは自分ができることを考えていた。魔力を隠さなくていいのであれば、魔法石を作る手伝いはできる。

　そんなことを考えていると、マルタの手によって外出の準備が整った。

「今日もお嬢様は美しいですわ。楽しんできてくださいね」

「ありがとう。出かけてくるわ」

　この日も新しいドレスを着たメルテンシアはそう言い、すぐにリビングルームに向かった。

「おはよう、メルテンシア。準備はできているようね。お母様と一緒にブティックに行くわよ。メルテンシアの分もデビュタントパーティー用にドレスを作るんですって」

　リビングルームの手前でビアンカが声をかけて来て、メルテンシアは渋々彼女に向き直った。

「ビアンカ、おはよう。朝食は済ませたの？」

「ええ、終わったわ。それよりメルテンシア、そのドレスはどうしたの？　そんなの持っていなかったわよね？」

「お兄様からのプレゼントなの。それにパーティー用のドレスも注文が終わっているから。ビアンカは気にせず買い物をしてきて」

「どうしてメルテンシアのドレスをルドルフお兄様が買うの？　私の分は？」

　ビアンカが詰め寄ってきて、メルテンシアは説明するのも面倒だった。

　リビングルームの扉が内側から開き、エドワードが顔を出した。

「メルテンシア嬢、準備が整ったようだね。では、案内しようか」

「お願いします」

「ちょっと待って、メルテンシア。皇子様とどこに行くつもりなの？　街で男の人と二人きりのところを誰かに見られたら、変な噂が立つじゃないの」

　ビアンカの苦言にメルテンシアは答えるのが面倒だと思っていた。

「今日はルドルフに頼まれて、一緒に行くところがある。メルテンシア嬢一人では、街のどこに何があるのかわからないので、案内役を頼まれている。では失礼」

　エドワードがそう言い、ビアンカを黙らせるとメルテンシアの手を取って出かけることになった。

　街に出ると、メルテンシアは周りからの視線が気になった。

（エドワード様は素敵な方だし、それに皇族の証ともいえるブルーシルバーの髪は目立つから、すぐに皇子様だとわかるのよね）

　そんなことを思っていたメルテンシアだが、どうやらエドワードはあまり評判のいい人ではないらしい。みんながこそこそと話しながらエドワードを避けている様子が目に入る。それでも店員たちは態度が違い、エドワードに対して敬い、より良いものを店の奥から出してきてくれる。

　エドワードとアクセサリーショップを訪れ、彼が少し席を外している時にメルテンシアは噂話を耳にした。

「騎士団長のエドワード皇子よ。女性と一緒だって」

「まあ、その女性がかわいそうだわ」

「いったい何をネタに脅されているのかしら？」

「冷徹で容赦がないって聞くわよね」

　そんな話を耳にしたメルテンシアだが、気に留めることはなかった。ほぼ監禁状態で過ごしてきたメルテンシアだが、週に三回やってくる家庭教師から様々なことを教わっている。この家庭教師はもともとビアンカとジョルジュを教えるために来ていたのだが、二人があまりに不真面目で残りの時間をメルテンシアの教育に割いてもらっていた。

　その家庭教師にも第三皇子エドワードは冷徹、冷酷、無慈悲などと言われていたが、彼の功績は誰よりも群を抜いて優れていることも教えてくれた。

（お兄様は噂よりも自分の目で見て心で感じたことが真実だって言ってくれていたわ。それにお兄様が認めた方が悪い人だとは思えない）

　メルテンシアは結局、他人の言葉よりも何よりもルドルフのことを信じていた。

「メルテンシア嬢、お待たせして申し訳ない」

　騎士の礼をして詫びてくれるエドワードに対し、メルテンシアはどう対応すればいいのかわからなかった。

「あのエドワード皇子が頭を下げるなんて、見たことのない女性だけど相当身分が高いか、隣国の要人なのかもしれないわね」

　そんなひそひそ話が聞こえて来て、メルテンシアは思わず顔を伏せた。

　エドワードはそれを冷たく鋭い視線で黙らせた。

「お待たせしている間、不快なことはありませんでしたか？　こちらはお詫びの品です。ぜひパーティーで使ってください」

　エドワードが差し出したのは、ティアラとそろいのネックレスだ。

「エドワード様、困ります」

　かぼそい声でメルテンシアは断りを入れたが、エドワードが耳打ちをした。

「私のお相手をしていただくので、いやでも人の目に付きます。ですからどうかご遠慮なさらずに受け取っていただけませんか」

　その言葉にメルテンシアはエドワードに恥をかかせるわけにはいかないと気付いた。

「すみません。考えが足りなかったようで」

「そうではありませんよ。さあ、次の店に行きましょうか」

　エドワードがメルテンシアの手を取り、次の店に向かっている時だった。

「メルテンシア！　探したのよ。アクセサリーは決まったの？　ほかに必要なものは？」

　ビアンカが目の前に現れ、肉厚な手でメルテンシアの腕を掴んだ。まるで逃がさないと言わんばかりの力強さに、メルテンシアは一瞬顔を歪めそうになった。

「ご安心ください。ルドルフに頼まれて、メルテンシア嬢に必要なものをすべて準備する予定なので」

　エドワードがそう言い、メルテンシアに微笑んだ。

「次のお店はとっておきのところです」

「皇室御用達とかではないですよね？」

　メルテンシアがびくびくしながら尋ねた。

「ええ、違いますよ。ルドルフがぜひ連れて行って欲しいと言っていた店です」

　そんな会話をしていると、ビアンカがまた割り込んできた。

「ルドルフお兄様が勧めるお店に私も行ってみたいわ。メルテンシア、一緒でもいいわよね？　お母様も一緒に」

　強引に割って入ってきたビアンカは、何を言っても無駄だ。メルテンシアの腕をぎゅっと掴んで離すこともない。

「申し訳ありません、お嬢様。完全予約制のお店でして、本日は私とメルテンシア嬢の分しか予約できていません」

　エドワードが丁重な断りを入れると、ビアンカはいつも通りの癇癪を引き起こした。顔を真っ赤にして地団太を踏み始める。

「どうしていつもメルテンシアばっかりなの？　ルドルフお兄様はいつもそう！　メルテンシアばかりずるいわ」

「ルドルフがメルテンシア嬢を気に掛けるのは当然ですよ。お嬢様にはご両親もお兄様もいらっしゃるでしょう。ですが、メルテンシア嬢にはルドルフしか肉親がいないのですから」

「何よ！　何も知らないくせに」

　エドワードが優しくたしなめるが、その言葉に耳を貸さないビアンカは爪を立ててメルテンシアの腕を掴む。

「そうだわ。メルテンシアがお母様と買い物に行けばいいじゃない。私のことをエスコートしてルドルフお兄様が勧めるお店に連れて行ってください」

　名案だとばかりに詰め寄るビアンカに、ようやく男爵夫人が口を開いた。

「ビアンカ、あなたがいなければドレスが作れないわ。今日、ドレスを決めないと、デビュタントのパーティーに間に合わないの。それでもいいのね？」

「そ、それは困るわ」

　慌ててメルテンシアの手を離すと、ビアンカは男爵夫人の手を取った。

「次は私も招待してくださいね、エドワード様」

　にこやかにそう言い、ビアンカはようやく去ってくれた。

「メルテンシア嬢、腕をこちらに」

「え？」

「跡がついて痛そうですよ」

「大丈夫です……」

「腕を貸してください」

　エドワードはメルテンシアの腕をそっと掴むと、金色の魔法で腕を包み込んだ。次の瞬間、メルテンシアの腕についていた爪痕も内出血のような痕もすべて綺麗に消えた。

「ありがとうございます」

「では、行きましょうか」

　メルテンシアはエドワードに案内されて、ルドルフが予約していた店に向かった。そこは首都で貴族の若い女性たちに人気のケーキショップだった。メルテンシアは一番人気のフルーツタルトと芳醇な香りを楽しめる紅茶を楽しんだ。そして邸宅に戻って、エドワードとダンスをしてみる。

「メルテンシア嬢、ダンスが上手ですね。誰に教えてもらったんですか？」

「兄と家庭教師に教わりました」

「不安そうな顔をしなくても大丈夫です。ただ二曲連続で踊って、疲れてしまっているようですね」

「す、すみませんっ……体力がなくて」

「少しずつ慣れていきましょう。まだ時間はありますから」

　エドワードはそう言ってくれたが、メルテンシアは不安しかなかった。

　その日の夜、エドワードと一緒にリビングにいる時に、男爵が入ってきた。

「メルテンシア！　こんな遅い時間まで男と一緒にいるとはどういうつもりだ」

　男爵はすでに酔っ払っているのだろう。いつもよりも顔を赤らめ、そして怒っているというよりはどこか下卑た笑みを浮かべている。

「こっちに来なさい！」

　メルテンシアを呼び寄せた男爵に対して、エドワードが立ちはだかった。

「情けでこの邸宅に置いてもらっている客人風情に、文句を言われる筋合いはない。これ以上騒ぐのであれば今すぐに邸宅から追い出すぞ」

　低く威厳のあるエドワードの声に、男爵は一気に酔いが醒めたのか今度は蒼褪めていた。

（お兄様が許さなければ、男爵一家はここで寝泊まりもできないはず）

　メルテンシアは冷静に考えを巡らせつつ、通信具を取り出した。

「お兄様に報告させていただきますね」

　すぐに通信が繋がり、ルドルフの姿が映し出された。

「お兄様、お疲れ様でした」

『メル、こんばんは。エド、遅くまでメルの面倒を見てもらって悪いな。それから……男爵は何をしているんですか？　この部屋に客人が招かれることはないと思うのだが』

　ルドルフが顰め面をしているのを見つけ、男爵は言い訳を考えようとしているのだろう。それよりも先にルドルフが口を開いた。

『男爵、領地ではどのような仕事をされていたのです？　エド、移動用の魔法ゲートは使えるようになった。明日の朝一番に救護班を辺境伯領に派遣してもらえないか？　領民が飢餓と伝染病に苦しんでいる』

「わかった。食料も必要だな。ほかには？」

『いや、とりあえずそれだけあれば十分だ。祈りの塔に領主として認めてもらい、魔力を預けてきた。明日も祈りと魔力を捧げてから、領地内の整理をしなければならない』

「お兄様、私も何か手伝えませんか？　癒しの風なら……」

『メル、ありがとう。でも気持ちだけでいい。ここは俺がしっかりと領主として認めてもらうための試練だと思っているから』

「ルド、資金は足りるのか？」

『ああ、大丈夫だ。不要なものをすべて売ったのと、魔石があったから魔法石に変えて売れば当面は賄えるはずだ。ゲートも使えるから戻るのも簡単になった。ただ領民たちの回復を見届けたいし、まだ領地内すべてを見たわけじゃないから、明日以降は他にも問題がないか確認するつもりだ。メル、数日で帰る予定だったが、パーティー直前になってしまいそうだ。その間、エドを頼って過ごしてくれ』

「お兄様、私も何かお手伝いがしたいのですが」

『領地のことは俺に任せてほしい。メルはタウンハウスでゆっくり過ごして。不便はないか？』

「とくにありません。執事のデンバーを始め、使用人の皆さんがよくしてくれますし、それに今日は一日エドワード様に街を案内していただいたので」

『また連絡するよ。メルの力が必要になったら借りるから、体力をつけておくんだぞ』

「わかりました」

「ルド、こっちは俺に任せてくれればいい。災害派遣団を出そうか？」

『いや、救護班だけで十分だ』

「わかったよ。陛下には俺からも伝えておくから」

　ルドルフは用件が終わったようだが、忘れていたとばかりに言葉を続けた。

『男爵、あなた方家族が万が一、メルやエドに迷惑をかけるようなら、すぐに出て行ってもらいます』

「そんな冷たいことを言わないでほしい。ルドルフ、私はメルテンシアのために言っているんだ。私にとってお前たちは可愛い甥と姪だからな。それに後見人だったこともある故、責任があると思っている」

『そんなことよりも早く自分たちの屋敷に、移動していただけませんか？　メルのことはエドに頼んであります。パーティーのエスコートも頼んであることですし、二人が親交を深める時間が必要ですから、邪魔をしないでいただきたい』

　ルドルフは冷たく言い放ち、男爵には退室するように伝えた。男爵はまんまるとした背中を震わせながら、その部屋を出て行った。

『メル、こっちは思っていた以上に深刻だ。こんなところに何年も放置してしまって本当にすまない』

「お兄様のせいではありません。お兄様は戦場に行っていたのですから。それよりも私の方こそ何もしてこなかったのですから、領民には申し訳ないことをしてしまいました。だからこそ、何かお手伝いをさせて欲しいと思っているのですが」

　メルテンシアは目を伏せ、静かな声で言葉にした。

『メルは悪くない。そもそも領地で魔法を使うなと言ったのは俺だから。今はエドに教わって、メルは魔法の使い方やその力加減を覚えてほしい。あとは体力を付けることと、ちゃんと食べて寝ること。近い内にメルの力が必要になる。その時のために今は力を付けておいて』

「わかりました」

　メルテンシアは自分の力不足に気付いた。今のままでは手助けどころか足手まといになる。まずは体力を付けて、ルドルフの助けができるようにならなくてはならない。今までメルテンシアは魔法の使い方や力の配分を誰かに教わったことがない。むしろ、自分の魔力をひた隠し、抑え込むことしかしてこなかった。いざ使おうとすれば暴走してしまうことも、皇宮での一件で気付かされてしまった。

「ルド、こっちのことは任せて。俺がメルテンシア嬢のことも守るし、必要なことは教えるつもりだ」

『二人ともあの一家には気を付けて。特にビアンカの癇癪でメルが傷付かないように気を配ってほしい』

　ルドルフの言葉にエドワードが力強く頷いてくれたが、メルテンシアは何も言えなかった。

　ルドルフとの通信が終わると、メルテンシアは自室に戻ることにした。

「メルテンシア嬢、明日からは魔法の訓練もしようか」

「エドワード様がご迷惑でなければ、お願いします。あの、兄はああ言っていましたが、ビアンカの癇癪については自分で対処できますので」

「私がメルテンシア嬢を守りたいのです。好意を持った女性を守りたいと思うのはいけませんか？」

「エドワード様、あの……私とは昨日、はじめて会ったはずですが」

「はじめて、か。ルドがあなたと通信している時に何度か見ていたことがある。その時から気になっていて、ルドがあなたのことを愛しそうに話すのを見て聞いて、会ってみたいと思っていた。昨日、はじめて会ったあなたは想像以上に愛らしく、そして気になる存在でもっとあなたのことを知りたくなった。一目惚れに近いのかもしれないが」

「エドワード様、あの……私はどうしたらよいのでしょうか」

「メルテンシア嬢が傍にいてほしくないというのなら、そうしますよ。ただお互いにもっと知り合いたいので、あなたのことを教えてほしい」

　メルテンシアはどうしていいかわからず、頷いてしまった。エドワードの真剣な瞳に魅了されてしまったのもある。

　その夜、メルテンシアは自分の部屋のベッドで横になると、なぜかエドワードのことばかり考えていた。

　翌朝、メルテンシアはいつも通りに目覚め、身支度を整えてからリビングに向かった。

「おはよう、メルテンシア嬢」

　エドワードが出迎えてくれて、メルテンシアも挨拶を返した。

「おはようございます。エドワード様、朝食はお済みですか？」

「いや、これからだ。メルテンシア嬢と一緒にと思って」

　執事のデンバーが用意してくれた朝食を二人で食べた。

「先ほど、ルドに頼まれていた救護班を手配しておいた。食料の件も陛下に頼んですぐに手配してもらえるはずだ」

「ありがとうございます」

　メルテンシアは礼を伝えたが、食料が足りていないことまで考えが及ばなかったことに自己嫌悪を募らせる。

「私は何もできていませんね」

　ついそんな言葉を吐き出してしまい、メルテンシアは食事をする手を止めてしまった。

「俺もルドに頼まれたことをしただけでね。ルドはいつだって状況の把握が早く、必要なことを的確に指示として出せる。だからこそ副団長として任命されたんだけど」

「エドワード様は団長でしょう」

「俺は率先して前線に出て戦いながら、団員を率いるだけだ。強力な攻撃魔法が使えるのもあるけど」

　エドワードが謙遜しているようで、メルテンシアはどう答えていいかわからなくなった。

「まず、メルテンシア嬢は自分のやるべきことをしないと。今日の予定は朝食が終わったら、パーティーマナーについて勉強しながら、ダンスの練習。その後で魔法の使い方と力の制御の仕方を少しずつやっていこう。幸い、この邸宅の地下には魔石がたくさん置かれていた。その魔石を魔法石に変えながら、魔法は実戦で勉強していこう」

「はい」

「ティータイムには最高の店に連れていくよ」

　メルテンシアはその言葉に目を丸くして驚いたが、楽しみができて嬉しさを隠せなかった。

「メルテンシア嬢もティータイムが好きなんだね。領地ではどう過ごしていたんだ？」

　エドワードに問われたメルテンシアは、言葉に詰まった。

「ティータイムはシェフがいつも用意してくれるのですが……首都のように綺麗なお菓子が出てくるわけではありません。残って硬くなったパンをシロップにつけて、甘く焼いたものが出てくるだけで」

　どうにか言葉を紡いだが、そんな質素なお菓子さえも出るのは稀だった。貴族の生活とは縁遠く、メルテンシアはうまく説明ができない。

「お客様、勝手に入られては困ります！」

　ドアの向こう側からデンバーの声が響き、すぐにドアが大きく開かれた。

「メルテンシア、おはよう。あ……エドワード皇子様、おはようございます」

　慌てて頭を下げたビアンカは、顔をあげるとメルテンシアのすぐ隣にやってきた。

「ルドルフお兄様はいつ、帰ってくるの？」

　ビアンカがそう言い、メルテンシアは息を吐いた。

「パーティーまでにはお戻りになるわ」

「じゃ、それまではお父様がこの邸宅の主人ってことよね？」

「それは違うな」

　ビアンカの言葉にエドワードがすぐに反論した。

「どういうことですか？」

　ビアンカは驚いたように聞き返し、エドワードをジッと見つめる。

「男爵とその家族は、あくまでも仮住まいとしてこの邸宅を使用している客人だ。客人が主人を名乗ることはない。ルドルフが不在の間、この邸宅の主人はメルテンシア嬢だよ」

「メルテンシアが主人ですって？　それならメルテンシアに頼むわ。どうして自由に邸宅内を歩かせてもらえないのかしら？」

「お客様だからでしょう」

　メルテンシアは冷ややかに答えるだけだった。

「でも、いとこじゃないの。自由に歩かせてくれてもいいじゃない」

「お兄様が決めたことを覆す権限はないわ」

　メルテンシアがそう言い、ビアンカはムッとしたようだ。

「ねえ、メルテンシアの今日の予定は何？」

　ビアンカはそう聞きながら、エドワードの様子をジッと見ている。

「今日はマナーの勉強をするつもりだわ」

　その言葉を聞き、ビアンカも勉強したいと言い出した。結局、メルテンシアはビアンカをうまく追い返せず、一緒に勉強することになった。

　それからパーティーまでの二週間ほど、ビアンカはずっとメルテンシアに付きまとっていた。エドワードと出かけると付いてくるのは当然で、邸宅で勉強を始めるとずっと傍で見ている。その間、何度もビアンカの癇癪が引き起こされ、メルテンシアばかりずるいと睨み付けられる。時には腕を掴まれ、あからさまな敵意を向けられることもあったが、そのすべてを対処してくれたのはエドワードだった。

「あんたも男に取り入るのが上手なのね。お母様がそう言っていたわ。男を狂わせる魔女だって……それとも類稀な魔法使いだから、魔法で皇子様を誑かしているの？」

　憎々しげにそんなことを言ってくるビアンカを、メルテンシアはまったく相手にしない。それがなおさら、ビアンカの嫉妬心と怒りに火をつけていた。

　ビアンカは午後になると、部屋に戻って昼寝をするらしい。その時間を使ってメルテンシアはエドワードと一緒に町に出てアフタヌーンティーを楽しんでいた。カフェはたくさんあって、メルテンシアは見たことも食べたこともないお菓子に瞳を輝かせてしまう。

「今日は、こちらの店にしましょうか。焼き菓子がとても美味しいらしいですよ」

　エドワードが勧めてくれる店は、メルテンシアの舌を唸らせるところばかりだ。

（こんなにサクサクのクッキーははじめて。甘酸っぱいジャムも美味しいし、チョコレートが練り込んであるクッキーは持って帰ってマルタにも食べさせてあげなきゃ）

　メルテンシアはそんなことを思いながら、ティータイムを過ごした。

　ティータイムの後は地下の作業場に移動する。魔石がたくさん積んであり、それを一つ一つ魔法石に変えていきながら、魔法の使い方と魔力の抑制を覚えることになった。

「メルテンシア嬢、魔法をどうやって使っていますか？」

「まずは抑え込んでいるマナを解放して、使いたい魔法をイメージするのですが」

「イメージでの具現化という方法ですね。魔法の使い方には種類があるのは、ご存知だと思います。たとえば、呪文や言葉を発して発動させるなど、人それぞれの方法があります。先日皇宮で魔力が暴走したのは、イメージができなかったからでしょうか？」

　エドワードの言葉にメルテンシアは自分に起きたことを丁寧に説明した。

「魔石を手にしながら、魔力の解放をしました。マナの制御を解いた瞬間に魔力が一気に魔石に吸い込まれていき、吸い上げられる力が強く自分では制御ができなかったのです」

「普段、抑え込まれた力を急に解放し、受け皿が十分にあったことが原因かと思いますが。魔法石を作るたびに、魔力が暴走していたらメルテンシア嬢の身体がもちませんね。それでは、まずこの魔石の属性はわかりますか？」

　魔石にも属性がある。メルテンシアは渡された魔石を手で包み込み、属性を感じ取る。

「これは火の属性だと思います」

「その通りです。では、この魔石を火で包み込んで温めてあげる、そんなイメージを頭に浮かべてください」

　エドワードの教え方は丁寧で、メルテンシアは言われた通りのイメージを頭に思い描く。魔石を包み込む赤い光が少しずつ魔石の中に吸い込まれていくのが見えた。

「はい、魔法を解除してください」

　メルテンシアはエドワードに言われ、魔力を止めると頭の中で念じるとすぐに魔法が消えた。

「どれくらいの魔力を使ってどの属性を使うのか、訓練次第でイメージもしやすくなると思いますよ。メルテンシア嬢はおそらく感覚で覚えたほうが使いやすいのでしょう」

　エドワードがそう言ってくれた。

「無理しない程度に、こちらの魔石の属性を確かめて、先ほどのように魔法石にかえてください」

　メルテンシアは一つ一つ丁寧に魔法石を作成していった。

「今日はここまでにしましょう。少し休憩して、夕食を一緒に食べましょうか」

　エドワードはそう言ってくれたが、メルテンシアには気になることがあった。

「エドワード様、騎士団のお仕事は大丈夫ですか？」

「気を遣わせてしまって申し訳ない。私の一番重要な任務は、メルテンシア嬢の護衛です。ルドルフからの提案ですが、皇帝陛下から勅令が下りています。護衛任務を最優先にと言われてはいるのですが、朝はメルテンシア嬢が起きる前に早朝訓練に出ております。またメルテンシア嬢がお部屋に入った後は執務のため、騎士団の執務室に戻って報告書を読んでいますよ」

　エドワードと一緒に食事をしながら、メルテンシアはいろいろな話を聞いた。主にルドルフとエドワードの騎士団生活の話だったが、ほかにも覚えておいた方がいい貴族とその子息について教えてくれることが多かった。

　メルテンシアが作った魔法石は、今後のことも考えて領地の資金の一部にするため売ることにした。執事のデンバーがメルテンシアの作った魔法石を売り、その売上金の報告をしてくれることになった。

「お嬢様の魔法石はすぐに高額で取引がされ、今後も期待していると言われました」

　デンバーからの報告にメルテンシアはホッと胸を撫でおろした。

「少しでも領地の役に立ててうれしいわ」

「メルテンシア嬢の魔法石はとても素晴らしいものばかりです。それにどの属性の魔法も同じくらい使えるのは本当に素晴らしいことですよ」

　エドワードが褒めてくれると、くすぐったくて少し恥ずかしい。

「中でもメルテンシア嬢は治癒魔法と癒し系魔法が得意ですね。あえて属性をつけるならメルテンシア嬢は光の魔法使いかもしれません」

　エドワードの言葉が大袈裟だとは思うが、メルテンシアは嬉しくて仕方ない。そんな二人の様子をうかがっていたビアンカが、突然割って入ってきた。

「エドワード様、私も魔法を学びたいですわ。どうやったら使えるようになります？」

　エドワードの食事が終わっていないのに、彼の傍に椅子を持ってきて座るビアンカはメルテンシアを見ようともしない。

「まずは魔塔で診断を受けたらいかがでしょうか。属性はもちろんどれくらいの魔力があるのか、調べてもらった方がいいと思います。もちろん、みんなが魔法を使えるわけではありませんので、たとえ使えなくても不自由になるということはありませんよ」

　エドワードは真顔でそう答えていた。

「お父様に相談してみますわ。これから二人は何をするつもりなの？」

　ビアンカは起きている間、ずっとメルテンシアとエドワードに付きまとっていた。あんなに嫌いなはずの勉強も文句も言わずに付き合っている。

　メルテンシアにとってビアンカのお昼寝の時間は、最高の時間だった。エドワードがカフェに連れて行ってくれるのも嬉しいが、何よりも二人で魔法石にかえている時が楽しくて仕方なかった。

「メルテンシア嬢、集中しないと……魔力が乱れていますよ。魔法を放出する時よりも制御する時の方が体力も気力も使います」

　暴走しそうなメルテンシアの魔力を制御するときに触れるエドワードの手が大きくて頼もしくて、何よりもその温かさに心がときめいてしまう。不謹慎ではあるが、メルテンシアはもっとエドワードの手に触れてほしいと思うこともあった。




　ルドルフが戻ってきたのはパーティーの前日の夕刻だった。その時もメルテンシアとエドワードと並んで、ビアンカもルドルフを出迎えていた。

「お兄様、領地はどうでしょうか」

　メルテンシアが声をかけると、ルドルフは小さく頷きながらリビングルームに入っていく。ルドルフに続いてメルテンシアがその部屋に入り、ビアンカが入ってきてエドワードが最後に入ってきた。

「ビアンカ、お前がなぜ一緒に来るんだ？」

「どうしてダメなんですか？　領地の問題なら私にも教えてください」

　ビアンカの言葉にルドルフは冷たい声で答えた。

「男爵一家は辺境領と関係のない場所に引っ越すことが決まっている。ここからは機密事項だ。退室を命じる」

　ルドルフの言葉にビアンカはメルテンシアをぎろりと睨み付けた。なかなか出て行かないビアンカに対し、ルドルフは使用人を呼んで彼女を追いだした。

「もう、いつもメルテンシアばかりっ！　ルドルフお兄様を独占してずるいわっ！　私もお話がしたいだけなのにっ」

　大きな声で騒ぎ立てながら、ビアンカは客間に連れていかれたようだ。

「相変わらず、騒がしいな。エド、座って。デンバー、飲み物を頼む。メル、顔色はよくなったし、少し顔も丸くなったな。瘦せこけた姿を見た時は、死んでしまうのかと思うくらい不安になったが……」

　ルドルフが飲み物を用意させ、メルテンシアの頬を撫でながらそう言葉にした。ルドルフが言ったように、この二週間ほどでメルテンシアの体調はよくなっている。食事をきちんと摂れることもあるが、適度な運動とエドワードの回復魔法によってメルテンシアは徐々に健康な体を手に入れることができている。

「さて、領地の話をしようか。救護班が来てくれたおかげで、領民たちは少しずつ回復している。それから陛下が手配してくれた食料も届いて、全員に配り終わったよ。邸宅に備蓄されていた大量の食糧も配った。祈りの塔がようやく動き始め、領地を見守ってくれるだろう」

　ルドルフは言葉を紡いだ後で、ティーカップの紅茶に口をつけた。

「災害は防げるということですね」

　メルテンシアが安心したように言葉にすると、ルドルフは小さく首を横に振りながら答えてくれた。

「ある程度は、ということにしておく。エド、結論から言わせてもらえば、パーティーが終わったら俺はすぐに領地に戻る」

「タウンハウスと行ったり来たりするってことか？」

「ああ、そうなると思う。その間、メルとここで過ごしてほしい。メルはタウンハウスに残って、貴族令嬢のたしなみや、ここでの暮らし方を覚えた方がいいだろう」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアは首を横に振った。

「私も領地に行きます。魔法石を作るお手伝いや、領民の治癒のお手伝いをさせてください」

「俺も最初はメルを連れて行こうと思った。でも、領地の立て直しは俺の役目だと思い直したよ。メルには今まで自由にできなかった分、タウンハウスで暮らしながら楽しみを見つけてほしい」

「お兄様には楽しみがあるんですか？」

　メルテンシアがそう尋ねると、ルドルフは小さく頷いた。

「アカデミーに来てから、俺は苦労していないからね。努力はしたけど、メルのように虐げられることもなかった。だから今度はメルが楽しんでいい時間だよ」

　ルドルフにそう言われたが、メルテンシアは納得できない。

「パーティー後、ルドが領地を行き来するんだろう？　その時に必要とあれば俺のことも呼んでくれていい。その時にはメルテンシア嬢も一緒に行けばいいし」

　エドワードがそう言い、ルドルフは渋々頷いた。

「メルには明日からの三日間、デビュタントのパーティーを楽しんでほしい。ドレスは届いた？」

「はい、夕方三日分のドレスが来ました。明日はお昼ごろから着付けに来てくれるそうです」

　メルテンシアが答え、ルドルフは頷いた。

「今日は疲れたから、早めに休まなきゃ。エド、明日はメルをしっかりエスコートしてくれ」

「わかっているよ。メルテンシア嬢、今夜は自分の部屋に戻ることになる。明日、パーティーの前に迎えに来るから」

「よろしくお願いします。お兄様はどうされるんですか？」

「俺も夕方には邸宅を出るよ。エスコートする令嬢を迎えに行かなきゃならない」

　ルドルフが誰をエスコートするのか気になったが、疲れ切っている彼の顔を見るとそれ以上は聞くことができなかった。

　エドワードを見送り、メルテンシアは自室に入った。

　バランドール帝国のデビュタントパーティーは三晩に渡って行われる。その期間は街中がお祭り騒ぎで昼も夜も賑やかである。一晩目はごく普通のダンスパーティーではあるが、今年のデビュタントで一番高貴な身分の人が最初のダンスを踊ると決まっている。

　二晩目は仮面パーティーだ。素性を隠して交流するので、遠慮のない噂話に花が咲くばかりか、意中の人を見つけられるかという運試しにもなっている。

　そして最後の夜は一番華やかなダンスパーティーだ。パーティーの間中、花火が打ち上げられ、そして終わる頃には男性には成人の証のバッジが、女性にはブローチが配られる。この成人の証を持っていないと、出掛けられる場所が限られてくる。

　パーティー当日がやってきた。メルテンシアは早めの朝食を摂り、昼までの時間をルドルフと一緒に過ごした。

「メルはエドとずっと一緒にいればいい。彼と一緒にいれば、他の人からダンスを申し込まれることもない」

「お兄様とも踊ることはできませんか？」

「仮面舞踏会の夜なら踊れるかもしれないな。ビアンカに気付かれないだろうし、彼女が気付いたらまたメルに嫌がらせをするかもしれない」

「お兄様はエドワード様とはいつから親しいのですか？」

「エドとはアカデミーの時から一緒で、実は同室だったんだ。その縁で親しくさせてもらっている。お互いに騎士になることが目標だったし、田舎者の俺にはエドの知識も立ち居振る舞いもすべてが勉強になった。エドと一緒に目標を一つずつクリアしていくたびに、メルにも会わせたいと思っていたんだ」

「お兄様がアカデミーに入学して一年ほど経った頃、ジョルジュお兄様にも入学試験の案内が来たはずです。たしか試験を受けに二週間ほど首都に行ったと思うんですが」

「落ちたんだよ。試験に落ちたから、領地に戻ったのだろう。全員が受かるわけじゃないから、仕方のないことだけどな」

「落ちた方はどうされるんですか？」

「皇立アカデミー以外にもアカデミーが首都にはある。騎士を育成する専門のところや、法律を学ぶ専門のアカデミーなどいろいろあるが、試験に受からなければ女性と同様に家で家庭教師を雇い、必要な知識を学ぶ必要性がある」

　ルドルフの説明を聞きながら、メルテンシアは小さく頷いていた。

「男爵はジョルジュお兄様に辺境領を継がせるつもりだったのに、魔法の勉強はさせなかったということですか？」

「そこがわからないところなんだ。メルも同じ家庭教師だっただろう？　魔法の勉強はしなかったのか？」

「魔力を感じられなかったのと、魔法について何も言われなかったので」

「エドから学んでどうだった？」

「加減の仕方は覚えましたが、体力の方がやはりついていけなくて」

「メルのマナはかなり魔法を蓄えられるからな。それを使うにはそれ相応の体力が必要になる。成長期に必要最低限の栄養さえも摂れていないようだから、体力を付けるのはなかなか難しいことかもしれない」

「日々、努力します」

「うん、メルは頑張り屋だから大丈夫だと思う。だけど、頑張りすぎたり、悩みすぎたりするなよ。もう俺が傍にいるんだから」

「はい、わかっています」

　メルテンシアは笑顔でそう答えた。

（でもお兄様の手伝いをするにはまだまだ十分じゃない。体力がこんなにないなんて、領地では足手まといになるだけ）

　領地での手伝いは何ができるのかずっと考えていたが、広い領地を移動するにも馬に乗れないメルテンシアには難しい。まずは乗馬も覚えなければならない。

「そろそろ、メルは準備の時間だな。ドレスアップしたメルは誰よりも綺麗になるよ。会場で楽しみにしているから」

「お兄様、あの……ドレスを用意していただいて、ありがとうございます」

「礼はいらないよ。俺がメルにしたかっただけ。可愛い妹、今夜は美しく成長したレディーとして、成人のお祝いを楽しんでほしい。メルの晴れ姿、俺も楽しみにしていたんだ。きっと両親も楽しみにしていたはずだ」

「見せてあげたかったと……思っています」

「俺もだよ。はじめて騎士団の制服に袖を通した時、メルにも両親にも見せたかった。メルには通信で見てもらったけどね」

「とても素敵でしたわ」

「きっと両親も同じ気持ちだろうと思うことにしている」

　ルドルフの言葉にメルテンシアも頷くだけだった。

　メルテンシアの準備が始まり、ルドルフは部屋を出て行った。コルセットでぎゅっと締め付けられた後、ドレスを着せられる。背中のリボンを一つ一つ結ばれ、そしてストロベリーブロンドの長い髪をまとめ上げてもらう。エドワードから贈られたティアラ、ネックレスにイヤリングとアクセサリーが付けられて、ほんのりと化粧をされる。

「なんて美しいお嬢様でしょう」

　そう言われ、メルテンシアは鏡の中の自身を覗き込み、驚くばかりだ。いつもとは違う自分自身が映し出され、驚く半面どこか照れくさい。領地にいた頃よりもふっくらと丸くなった頬、身体全体に栄養がいきわたっていることを証明するかのように色白の肌が際立っている。健康的で美しい女性が鏡の向こうで戸惑った笑顔を見せていた。

「お嬢様、本当にお綺麗ですわ」

　マルタがエプロンで目尻を抑えながら、そう言葉にした。

「この素敵な姿を旦那様や奥様にお見せできたら、どんなに喜んだことか」

　マルタにもそう言われ、メルテンシアは両親を思い出そうとする。二人の笑顔がぼんやりと思い浮かぶのだが、はっきりと顔を覚えているわけではなかった。

　メルテンシアの準備が整った頃、エドワードの到着を知らされた。最後にハイヒールを履いたメルテンシアだが、ここ数日慣れるために履いて練習していたのに足元がふらついてしまう。階段をひとつひとつゆっくりと下り、エドワードの待つ玄関ホールに向かった。

　エドワードの礼服はメルテンシアのエメラルドグリーンのドレスと同系色で、深緑色のジャケットとスラックスに真っ白なフリルシャツを合わせている。お互いに目が合ったものの、メルテンシアは一歩も踏み出せず佇み、エドワードもその場に立ち尽くしていた。

　先に我に返ったのはエドワードで、片膝をつくとメルテンシアの手を取った。

「大変失礼いたしました。メルテンシア嬢の美しさに声をかけることも忘れてしまい、見惚れてしまいました。この度のデビュタント、おめでとうございます。本日、メルテンシア嬢のエスコートをさせていただきますエドワード・バランドールが、お迎えにあがりました」

「ご丁寧な挨拶をありがとうございます……あの、私はどうしたらいいのでしょうか？」

　メルテンシアは戸惑い、屈んだエドワードを見下ろしながら言葉にした。

「ただパーティーを楽しんでいただきたいと思っています。案内役は私にお任せください」

　エドワードは普段とは違う言葉遣いでかしこまっているのだが、それがまたメルテンシアの緊張を高まらせた。

　パーティー会場となる皇宮のホールには、エドワードが用意してくれた立派な馬車で向かう。

「お嬢様、いってらっしゃいませ。楽しんできてください」

　デンバーが声をかけてくれると、エドワードが立ち上がってメルテンシアをエスコートしてくれた。

「デンバー、男爵たちはもう向かったの？」

「はい、皇宮でのパーティーでは爵位の低いものから会場に入ることが決まっていますので、一時間ほど前には会場に着いたのではないでしょうか」

　メルテンシアは息を小さく吐いた。

（そうだった。正式なパーティーでは会場に入る順番も決まっているって、教えてもらったのに。ということは、ビアンカが到着を待ち構えているということね。まさか今夜のパーティーで癇癪による問題を起こさないわよね）

　一人思い悩んでいるメルテンシアの手をエドワードの手がぎゅっと握ってくれた。

「メルテンシア嬢、今宵は楽しみましょう。では時間になりますので、行きましょうか」

　メルテンシアはエドワードのエスコートで会場に入った。大勢の貴族令嬢がすでに会場に入っていて、ビアンカの姿を確認することはできない。

（お互いに気付かなければ、問題ないと思うんだけど……それより、お兄様はどこかしら？）

　ルドルフの姿を探していると、エドワードが耳元で囁いてくれた。

「ルドルフはまだですよ。彼は最後に登場します」

　メルテンシアはその言葉に驚いたが、すぐ後ろからエドワードの噂話が聞こえてきた。

「第三皇子がパーティーにご出席だなんて、こんなこともあるのね」

「戦場で剣を振るうことしか能がないと聞いたけど」

「エスコートするなんて、お相手が気になりますわね」

「あの皇子と婚約していただけるなら、どんな方でも構わないでしょう」

「そうね……戦場の鬼神でしたっけ？」

「とにかく残虐な鬼になるらしいですわ」

「団員に対しても厳しいらしいですしね」

　怖くて強い、そんな話ばかりがメルテンシアの耳に入ってくる。

（エドワード様を怖いと思ったことはないのに……でも戦場だったら鬼にならないといけないこともあるのかもしれないわ）

　メルテンシアは耳に入ってくる噂話を聞きつつも、あまり気にしていなかった。

「メルテンシア嬢、そろそろルドルフが来ますよ」

　エドワードも特に気にしていないようで、メルテンシアの腰をギュッと引き寄せながら小さな声で教えてくれた。

　ルドルフはアリル・バーデン公爵令嬢をエスコートして入ってきた。アリル嬢は帝国一の有名貴族令嬢だ。彼女の美貌や洗練されたファッションセンス、そして豊富な知識とどれをとっても同年代の貴族令嬢の憧れであった。もちろん、その噂は辺境領にいたメルテンシアの耳にも届いている。実際に見るのは初めてだが、メルテンシアは噂通りの美しさに羨望の眼差しを向けてしまう。濃紺のドレスを着たアリルに合わせ、ルドルフも濃紺の礼服を身にまとっている。デビュタントパーティーではパートナー同士、同系色の服を着る風習がある。ストロベリーブロンドの短髪はきっちりと前髪を分けて固めてあり、実妹であるメルテンシアさえもルドルフの姿に目を疑った。

（お兄様？　まるで別人だわ。きっと戦場でも私の知らないお兄様の姿があるのね）

　メルテンシアの知らない兄の顔はいくつあるのだろう。そんなルドルフとアリルのダンスが始まった。一曲目はこの二人だけが踊り、二曲目からは全員が参加し、そこから三曲連続で踊ることになっている。

　ダンスが終わると、皇帝陛下と皇后が入場してお祝いの言葉をいただく。その後でパートナーをかえてダンスを楽しむものや、歓談しながらお互いの情報を交換する時間だ。

　ルドルフのダンスを見ながら、メルテンシアは驚くばかりだ。

（お兄様、ダンスも得意なの？　私に教えてくれた時よりもずっと上手になっていて。本当に今回のパーティーがはじめてなのかしら？　でもずっと戦地にいたし、その間は大規模なパーティーも自粛されていたと聞いているわ。エスコートにも慣れているようだったし……何でもできて凄いわ。それに本当に素敵）

　周りの女性たちもルドルフに見惚れているのだろう。溜め息がそこかしこから聞こえてくる。

（お兄様のお嫁さんになりたい方はきっと多いのでしょうね。お兄様もいつかは結婚するでしょうけど……絶対にビアンカだけは嫌）

　ルドルフがビアンカを選ぶわけがないとわかっていても、彼女が兄に付きまとう姿も見ていられない。

「さあ、メルテンシア嬢、踊りますよ」

「はい、あの……エドワード様」

「大丈夫です。足を踏んでも気にしないでください。はじめてのダンスを楽しみましょう」

　エドワードがそう言ってくれて、力強くリードしてくれる。一曲目と二曲目はスローテンポでメルテンシアでもどうにか踊りきれた。三曲目はアップテンポにかわり、体力のないメルテンシアにはとてもつらいものだ。ハイヒールが滑りそうになり、エドワードに支えてもらうこと三回、彼の足を踏んだのは五回だったか。エドワードのリードがなければ、メルテンシアは無様に転んでいたことだろう。

　息を切らせながらどうにか踊りきったメルテンシアは、エドワードの腕に支えられながら立っていた。

（足が震えていて立っていられないわ。座れる場所はあるかしら？　ビアンカはちゃんとダンスに参加したのかしら？　彼女が練習しているところを一度も見ていないけど）

　ビアンカの心配をしながら座って休みたいと思いつつも、座れるような場所は見える範囲にはどこにもない。

　皇帝陛下と皇后のありがたい祝辞もメルテンシアは自分の息が上がっていて、少し酸欠気味で頭に入ってこない。

「メルテンシア嬢、飲み物です。一気に飲まずに、少しずつ口に含んでください」

　エドワードに渡されたグラスを手に持ち、乾杯の音頭は聞こえてこないほど息が切れ、周りの人にあわせてメルテンシアは少し口に含んだ。甘酸っぱい味が口に広がり、喉の奥を小さく鳴らして飲みこんだ。

「ラムド副騎士団長はやっぱりバーデン公爵令嬢と婚約されるのかしらね？」

「あら、その話はなくなったと聞いたわ。なんでもラムド辺境伯領を継ぐことが決まって、公爵様が婚約話を打ち消したとか」

「辺境領では令嬢がかわいそうですわ。あんなに社交活動がお好きなんですもの」

　ゆっくりと飲み物を飲み、呼吸が落ち着いてくるとメルテンシアは周りの声が聞こえてくるようになった。特に驚いたのは、ルドルフの噂話だった。

（お兄様の婚約が白紙？　お兄様は公爵令嬢様と結婚を考えていたの？）

　何も知らされていなかったことにショックを受け、メルテンシアは動けなくなりそうだった。

「メルテンシア嬢、あちらに行きましょう。なにか食べませんか？」

　エドワードがエスコートしてくれて、隅の方へ隠れるようにして移動した。

「エドワード様、お兄様の結婚って」

「本人に訊けば答えてくれますよ。ほら、ルドルフが来ました」

　メルテンシアの目の前にルドルフが来て、そっと手を取ってその甲にキスをした。

「メル、すごく綺麗だ。妹でなければ、この場で求婚してしまいそうだ」

「お兄様もすごく素敵ですわ。あの、お兄様、結婚が白紙って」

「結婚？　考えていないよ。ああ、公爵令嬢との婚約ってやつかな」

　他人事のような物言いでルドルフは笑って答えている。

「今回、公爵令嬢のエスコートを頼まれたのはエドワード様だ。ただご令嬢がエドワード様は怖くて嫌だと泣いて、副騎士団長の俺に話が回ってきただけのこと。バーデン公爵家は騎士の婿を取りたいという希望もあって、そんな噂が出たんだよ。婚約話なんてないよ。今回のエスコートを頼むと言われただけ」

「そ、そうだったんですね」

　ホッとしたメルテンシアだったが、ルドルフの笑顔には何か隠されているような気がした。

「お兄様は何も教えてくださらないから」

「うん、取るに足らないことは忘れてしまうんだよ。メル、ダンスも上手だったよ」

「そんなことはありません。エドワード様、足は大丈夫ですか？　何度も踏んでしまって」

「メルテンシア嬢に踏まれたくらいではなんともなりませんよ。もう一曲、お願いしたいところだが」

「メルにダンスを申し込もうとする貴族がこちらをうかがっているよ」

「ダンスはもう……結構です。明日も明後日もあるのでしょう？」

　メルテンシアは疲れた顔をして見せる。

「ルドルフお兄様！　私と踊ってください」

　派手なピンク色のドレスに身を包んだビアンカが、大きな身体を揺らして近付いてきた。

（ビアンカってなんであんなに似合わないドレスを選んだのかしら？）

　大きな身体にピンク色のドレスはフリルとリボンがふんだんに使われている。流行のシックなドレスとは違い、自己主張の強さだけが際立っていた。ビアンカからの申し出に、ルドルフの答えが気になった。

「悪いが、公爵と約束していてね。令嬢以外とは踊らないことになっている」

　ルドルフはそう言い、ビアンカが下唇を噛むのが見えた。

「それなら、皇子様。私と踊ってください」

「残念ながら、メルテンシア嬢としか踊らないと決めている」

　エドワードがそう答え、メルテンシアの前に男性がやってきた。

「はじめまして……私は」

　自己紹介しようとした貴族の男性の前に、エドワードがすっと手を出してきた。

「メルテンシア嬢、場所を変えましょうか」

　メルテンシアのすぐ傍にいるエドワードにほかの男性たちは気後れして話しかけることもできない。メルテンシアに話しかけようと群がるたくさんの男性の中に、ジョルジュもいた。

「お兄様、何をやっているのよ。さっさとメルテンシアにダンスを申し込みなさいよ。いとこなんだから踊ってもらえるでしょ」

　ビアンカが大きな声でそう言い、ジョルジュは顔を真っ赤にして恥じらいを露わにするとびゅんっとすごい速度でどこかへと行ってしまった。

「ホント、酷い女ね。メルテンシアは……お兄様があんたと踊りたくてどれほど練習したか、わからないんでしょう？　最低だわ。邸宅でもお兄様と練習してあげないで、お兄様がかわいそうだわ。いつもそうよね。自分だけは違うのって顔をして、私たちと距離を置いて、何かあればルドルフお兄様に甘えさせてもらって、ホントずるいのよ」

　ビアンカは鼻息を荒くしながら、メルテンシアを貶めるように言葉を紡ぐ。

「ビアンカ、いい加減にしてくれ。メル、エドワード様、行きましょう。ビアンカ、まだメルに対する暴言を吐くようなら、今すぐ邸宅から出て行ってくれ」

　ルドルフが冷たい視線を向けながら、ビアンカにそう告げた。ビアンカの目が血走り、それでも暴言を吐かないように唇を一文字に結んだ。彼女の鼻息は荒く、まるで鼻息で文句を言っているようだった。

「どうせ、メルのことをずるいだの、メルばっかりだのって言っているんだろうけどな」

「そうですね。何がずるいのか、わからないですけど」

　メルテンシアはそう言いながら歩いていたが、無理してルドルフの歩幅に合わせたせいでヒールを滑らせてしまった。

「危ないですよ、メルテンシア嬢。それにルドルフも歩幅は考えてあげないと」

「……エドワード様がそんなことを言うのか？　女性に追いかけられても馬に跨ってさっさといなくなるのに？」

「ルドルフ、そんな話を今、しなくてもいいだろう？　今夜はメルテンシア嬢にしっかり合わせているつもりだ」

　二人の様子をうかがいながら、メルテンシアは一日目の夜を楽しく過ごした。

　二日目の仮面舞踏会ではアゲハ蝶の仮面をエドワードとおそろいでつけ、お互いに青系の衣装を身にまとっていた。メルテンシアとエドワードのほかにもおそろいの仮面をつけている人たちがいて、そういう人たちは他の人から声を掛けられることもなかった。おかげでメルテンシアはエドワードと二人きりで過ごせる時間があり、ダンスも最初の一曲を踊ってから壁際に移動して食事と飲み物を楽しんでいた。

「昨日よりも上手に踊れていましたよ、メルテンシア嬢」

「ありがとうございます。仮面のせいか、人目が気にならないような気がします」

「仮面をつけていても、メルテンシア嬢の美しさは隠せていませんが。お食事はいかがです？　口に合いますか？」

「ええ、とても美味しいです。とくにこのフルーツのケーキが美味しくて」

「メルテンシア嬢はフルーツが好きなんだね。ほかに気に入ったものは？」

「えっと、あちらにあったパンとジャムが」

「うんうん、これは好きじゃないのか？」

「嫌いではありませんが、味の濃すぎるものが苦手で」

「あとは肉料理よりも魚料理を好んでいるようだね」

「ええ、あの、エドワード様。私にもエドワード様の好きなものを教えていただけませんか？」

「もちろん、教えるよ。肉料理が好きだし、魚料理も好きだけど……メルテンシア嬢の笑顔が一番好きだな」

「そんなっ……、もうからかわないでくださいませ」

「からかってなどいない。あなたのことは一緒にいる時間が長くなればなるほど、あなたに惹かれていくのだから」

　エドワードがメルテンシアの瞳をジッと見つめ、メルテンシアは彼の視線から目を離せなかった。

「エドワード様、あの……」

　メルテンシアはどう言葉にしていいのかわからなかった。ただ彼の瞳に見つめられると、胸が締め付けられるように痛く、頬が熱くなっていくのを感じていた。

「結界魔法を施し、あなたにこの場でくちづけをしてしまいたいくらいだ」

　エドワードの言葉にメルテンシアは息をのんだ。

「もちろん、そんなことはしないが……私はあなたに会うたびに惹かれていくこの気持ちが止められない」

「私もエドワード様に惹かれています。エドワード様のことをもっと知りたくて、もっと一緒にいたくて」

　仮面をつけているせいか、普段は言わないようなことまでメルテンシアは口にしていた。

　すぐに我に返り、メルテンシアは視線を床に向けた。

「大変申し訳ありません。はしたない発言をしたと思っております」

「そんなことはない。お互いにもっと知り合う時間が必要だということだ」

　エドワードはそう言って今度はメルテンシアの手を取ると、テラスに連れて行ってくれた。

「会場内が熱く感じたのだが、メルテンシア嬢は寒くないか？」

「ええ、風がとても気持ちいいです」

「それはよかった。冷えすぎないうちに戻ろうと思うが……ああ、始まったようだね。メルテンシア嬢、くじを引きに行こうか」

　会場内ではくじ引き大会が行われ、メルテンシアはまだ戻りたくなかった。

「もう少しだけ、ここで一緒にいていただけませんか？」

　エドワードの逞しい腕に手を添え、メルテンシアは頼んだ。彼は快く引き受けてくれて、二人は外を眺めながら寄り添っていた。

　会場に戻ったメルテンシアは、ビアンカとジョルジュが誰かを探し回っているのを見つけた。エドワードと一緒にメルテンシアはビアンカたちを避けるようにして、くじを引いてきた。皇室からのささやかな贈り物として、受け取った。メルテンシアは銀細工の髪飾りをくじで引きあてた。

　三日目、メルテンシアは淡いピンク色のドレスを着て、髪の毛はおろしてティアラを付けた。エドワードは黒の礼服でメルテンシアを迎えに来てくれた。この日ももちろんビアンカたちは、一時間ほど前に邸宅を出て行った。

「お兄様は今日もエスコートがあるんですよね？」

「ええ、ルドルフは今夜も公爵令嬢のエスコートですね。メルテンシア嬢、お疲れのようですが、大丈夫ですか？」

「はい、大丈夫です」

　笑顔で答えたが、連日のダンスで全身が筋肉痛である。

「今夜は一曲だけ踊って、あとはゆっくりと過ごしましょう。私と二人きりで過ごすのは嫌ですか？」

「いえ、そんなことはありません。ただエドワード様にご挨拶されたい方がたくさんいるのではないでしょうか？」

「私に挨拶というよりも、メルテンシア嬢を誘いたい男性の方が多いようですよ。私は女性に嫌われていますから」

　エドワードはそう言ったが、メルテンシアの考えは違った。

（近寄りがたいだけで、みんなお話ししてみたいと思うのよね。私と一緒にいるのを見て、話しかけてみたいって感じだし）

　しかし、メルテンシアの考えも令嬢たちの考えとは異なっているようだ。令嬢たちのデビュタントはいわば名刺交換の場と変わらない。彼女たちにとって最高の伴侶を見つける場であり、見初めてもらう場として重要なパーティーでもある。

　中でも皇族の中で一番見目麗しい第三皇子は独身であり、将来の有望さはお墨付きであるが、なによりも他人に冷たいと言われている。それだけではなく、誰かにエスコートを頼まれても一度も頷いたことがなかったエドワードがこのパーティーではどこかの令嬢をエスコートしている。令嬢たちの関心が向けられるのは当然のことだった。

　最終日のパーティーはそれぞれがダンスを楽しみ、終盤には皇帝陛下から成人の証を授与されて打ち上がった花火を見ながら歓談をするといったものだ。

　ルドルフはずっとバーデン公爵と公爵夫人、そして令嬢に囲まれて過ごしているようで、メルテンシアが声を掛けられる状況ではなかった。

　メルテンシアはエドワードの隣にいて、彼と雑談をしながらパーティーが終わるのを待つものだと思っていた。しかし、計算外のことが起きていた。

「メルテンシア、ルドルフお兄様とずっと一緒にいる人って、誰かしら？　こちらには挨拶の一つもないのよ」

　当たり前のようにメルテンシアの隣にビアンカが立っていた。彼女は大きなお皿に食べ物を山のように積んで、それをばくばくと音を立てて食べながら話しかけてくる。

「それにルドルフお兄様、私とは一度も踊ってくださらないし。昨日の仮面舞踏会の時も気付いてもらえなかったわ」

　いじけたようにそう言いながら、それでも食欲の方が勝るのだろう。手を止めることなく、皿の上に積まれた食べ物が次々となくなっていく。皿が空っぽになると、また同じような量を持ってきては、隣でばくばくと食べるビアンカにメルテンシアは気分が悪くなってきた。

　いつもよりもきつく締められたコルセットのせいもあるのだが、食べ物の匂いと食べている量を見ているだけでお腹がいっぱいになってきて気持ちが悪いのだ。

「メルテンシア嬢、テラスに行きましょうか。気分が悪いのでは？」

　エドワードが気を遣ってくれて、メルテンシアが頷こうとした時だった。

　ぐっと太い指がメルテンシアの細い腕に食い込んだ。ビアンカがメルテンシアの腕を抑え込むように握っていた。

「皇子様は気にしなくていいですわ。メルテンシア、お兄様が介抱してくれるって」

　ジョルジュが照れたように笑っているのだが、その笑みはメルテンシアにとって生理的に受け付けないものだった。

「男爵令嬢、パーティーマナーをしっかりと学びましたか？　エスコートしている者がパートナーを気遣うのは当たり前のこと。その程度のことも知らないとなると、今後の社交活動に支障を来たしますよ」

　エドワードがすぐにメルテンシアの手を取り、テラスに出た。

「腕を貸してください」

「これくらいなら自分でできます」

　メルテンシアが断ると、エドワードは首を横に振る。

「メルテンシア嬢、私にやらせてください」

　エドワードがビアンカの付けた傷を手で覆い隠すと、一瞬小さく光ってすぐに治してくれた。

「それは、治癒魔法ですか？」

　メルテンシアはほんの一瞬、小さな光に包まれただけで傷が綺麗になくなったことに驚いた。

「ええ、いつも使っている治癒魔法ですが、範囲を決めて魔力を一瞬爆発させたんです」

「どうやるのか、教えてもらえますか？」

「教えたら、今後は私の治療を受けてくれないでしょう？」

「でも」

「ただこの程度の魔法なら、魔力の制御ができるようになって、出力を調整できるようになればメルテンシア嬢にもすぐに使えるようになりますよ」

　エドワードにそう言われ、メルテンシアは小さく頷くだけだった。

「少し冷えてきましたね。控えの間に行きましょうか」

「控えの間ですか？」

「まだ成人の証をいただくまで時間がありますし、会場に戻るよりはいいかと思うのですが」

　エドワードの言葉にメルテンシアは頷いた。少しでもいいから座りたいと思っていたところだった。控えの間には誰もいなくて、メルテンシアは驚いた。

「ここは皇族が使う場所ですよ。今回のパーティーに出席している皇族は、私と皇帝陛下と皇后陛下だけ。陛下の控えの間は別にあるので、この部屋は私が招待した人しか入れません」

　エドワードの説明にメルテンシアは少しだけほっとした。ほかの人が一緒では気が休まらない。ビアンカが探しに来て隣に居座られては、休むこともできないと思っていた。

「三日連続のパーティーでお疲れでしょう。少しの間、ゆっくりと休みましょう」

　エドワードがメルテンシアをソファに座らせてくれて、そして彼が跪いてヒールを脱がしてくれた。

「随分、足が張っていますね。触れますよ」

　彼の大きな手がメルテンシアの足の指に触れ、そしてゆっくりと圧迫をしながらふくらはぎを揉んだ。

「んっ……」

「痛いですか？」

「いえ、そうではなくて」

　メルテンシアはほぐされていく筋肉を感じながら、彼の手に任せていた。すぐに時間が来てしまい、二人は会場へと戻った。

　三日間の華やかなパーティーの時間は終わった。メルテンシアにとってはおとぎの国に行っていたような夢のような時間だった。エドワードは最後まで紳士的で優しくて、メルテンシアをお姫様のように扱ってくれていた。ただ一つ、ビアンカが付き纏ってこなければ、最高の時間だった。ビアンカは仮面をつけた日以外、パーティーの間ずっとメルテンシアとエドワードの傍から離れることはなかった。

　パーティー最終日もメルテンシアはエドワードに邸宅まで送ってもらった。ネグリジェに着替え、ベッドに入ろうとした時のことだ。窓の外が白く光り、メルテンシアは窓の外に浮かぶエドワードの姿を見つけた。慌てて窓を開けると、エドワードがするっと入ってきた。

「エドワード様っ？　いったい……」

　メルテンシアの口を大きな手で塞ぎ、言葉を遮られた。

「静かに！　メルテンシア嬢、ルドルフに気づかれてしまいます」

　エドワードが小さくささやき、メルテンシアは頷いた。

「いったいどうされたのですか」

「もう少し、あなたと過ごしたくなって」

　エドワードはメルテンシアと並んでベッドに腰を下ろした。そして彼女の耳元で囁きながら、抱きしめられた。ネグリジェの上から腰に触れ、彼から伝わる熱を感じた。

「しかし、こんな夜更けに」

　かすれた声でメルテンシアが咎めると、エドワードは頷いた。

「わかっているんだが、どうしても会いたくて」

　メルテンシアを抱き上げると、彼は膝の上に乗せた。ぎゅっと背中から抱きしめられたメルテンシアは、エドワードの大きな身体に安心してしまった。彼の吐息が首にかかり、くすぐったくて身をよじると、彼の手が慌てたようにメルテンシアを支えてくれた。彼の大きな手がメルテンシアの大きな乳房を掴む形で……。

　驚いたメルテンシアだったが、声は出なかった。エドワードの大きな手がメルテンシアの胸に触れ、そして頂を探り始める。

「エド……ワード、様っ……」

「触れるだけだ」

　吐息を含んだお互いの声に色香が混じり、メルテンシアは抵抗しなければという理性と、淫靡な好奇心に苛まされる。エドワードの右手がネグリジェの裾をまくり、太ももに触れながらドロワーズの中に入った。その瞬間、メルテンシアは恐怖を感じて慌てて彼の膝から飛び降りてしまった。

　その音が響いたのだろう。

「メル、まだ起きているのか？」

「お兄様、もう寝ます」

「早く休めよ」

　ルドルフが声をかけてきて、メルテンシアは寿命が縮まる思いだった。

「すまなかった。メルテンシア嬢、嫌な思いをさせて」

「嫌な思いとは違うんです……うまく言えないのですが」

「わかっている。少しずつ、私に慣れてほしい」

　エドワードはそう言い残し、窓から去っていった。甘く淫靡な感覚ははじめてのことで、メルテンシアは名残惜しい気持ちを抱えていた。








　第三章　解放される暗闇









　デビュタントパーティーが終わった翌日の朝のことだ。

「ルドルフ、頼むから話を聞いてくれ」

「男爵、二週間も猶予がありましたよ。さあ、運んでくれ」

　朝早く起こされた男爵とその家族は全員、寝間着にガウン姿で部屋から廊下に出てきたが、男爵以外はぼんやりと寝ぼけている様子だった。いつもならすぐに噛みついてくるビアンカさえも、ぼんやりと焦点の合わない視線を壁に向けているだけだ。

　一方の男爵はルドルフを追いかけまわして謝罪やらなだめるやらしながら縋るが、ルドルフは一向に耳を貸さずに淡々と荷物を外へと運ばせている。

　メルテンシアも騒々しさに目が覚めて着替えを済ませてから、階段を下りてきた。

「メル、おはよう」

「おはようございます、お兄様」

「昨夜はしっかりと眠れたか？」

「はい、あやうく寝坊してしまうところでしたわ」

　メルテンシアがそう言い、ルドルフも笑顔を見せてくれる。

「朝食は一緒に食べようと思う。少しだけ待っていてくれ」

　ルドルフはそう言うと、男爵が連れてきた使用人たちに次々と命令する。

「その荷物も男爵のものですか？　中身を拝見させていただいても？」

　ルドルフは荷物を確かめ、そしてそれを使用人に運ばせる。

「お兄様、男爵たちが戸惑っているようですが」

「戸惑われたって困るよ。約束したのは覚えているだろう？」

「男爵のタウンハウスに移ってもらうということですよね」

「ああ、二週間という時間を与えて、その間に住めるように自分たちで手配しただろう。明日は皇宮に呼ばれていて、陛下に領地の復興について進捗を伝えなければならない。メルも一緒に来てほしい」

「わかりました」

「メル、先にダイニングルームに……やあ、ビアンカ、おはよう」

　メルテンシアはビアンカが目の前に来たために、ダイニングルームに行くタイミングを失ってしまった。

「おはようございます、ルドルフお兄様。こんな朝早くからどこに行けというのです？」

　ビアンカはメルテンシアを一睨みしてから、ルドルフに満面の笑顔を向けた。

「男爵のタウンハウスに引っ越してもらうだけだ。早く着替えないと、着替えの入った鞄も詰め込まれてしまうぞ」

　寝間着にガウン姿のビアンカは慌てたように客間に戻っていく。

「ルドルフ、タウンハウスの件だが」

「今日、引っ越してもらうというのは伝えてあったはずです。一日たりとも伸ばすことはできません」

「だが、こんなに部屋がたくさん余っているじゃないか」

「部屋が余っているから、なんですか？　明日、皇宮に呼ばれているのは知っていますよね？　陛下から男爵がタウンハウスに移動したのか、確認があります。ほかにも陛下からお話があると聞いていますが」

「ルドルフ、おまえを皇立アカデミーに入れたのは間違いだったな。すっかり変わってしまった」

「男爵ほど、変わったわけではありませんよ」

　ルドルフが平然と言い放ち、憤りを隠せない男爵だったが押し問答をしても無駄だとわかったのだろう。

　それから二時間ほどして、男爵の家族は邸宅を去った。

「やっと出て行ったか。居座るとは思っていたが、期日までいるとは思いもしなかった。とりあえず遅くなったが、朝食にしようか」

　メルテンシアもルドルフと一緒に男爵たちを見送り、二人はダイニングルームに入って遅くなった朝食を摂る。

「男爵たちもいなくなったことだし話すけど、辺境領のことだ。メル、知っていることがあれば教えてほしい」

　ルドルフにそう言われ、メルテンシアは小さく頷いた。

「メル、お前の魔力が強大なのは昔からだが、祈りの塔に行かなくても魔力が維持できたんだよな？　祈りの塔は領主の魔力を糧としているし……どうやって魔力を維持してきたんだ？」

「維持できていたかどうかはわかりませんが、お母様の温室には奥に祭壇があって、祈りの女神像がありました。女神像はバラに囲まれていて、温室のお花の手入れをしながら、女神像に祈りをささげることを毎日欠かさずにやっていました。その加護があるのかもしれません」

「おそらくそうだろうな。祈りの女神像と祈りの塔は辺境領にとって大切な守り神で対になっていると言われていたから。そのおかげで最悪の事態は防げているようだ」

「最悪の事態、ですか？」

「メルが覚えているかわからないが、幼い頃に母から昔話を聞いていただろう。高い山脈の上には魔物を輩出する穴があると。山頂付近に蠢く魔物たちは悪魔を呼び起こす起爆剤を探している。いわゆる生贄みたいなものだな。悪魔が目覚めると、魔物の力は大きくなり、山から下りて来て帝国を揺るがす災厄となる」

「なんとなくそんな話を聞いた覚えはありますが、はっきりとおぼえているわけではありません」

　メルテンシアはそう答え、ルドルフは頷いた。

「それは単なる作られた昔話ではなく、そういう過去があの山脈には事実としてあった。悪魔が降臨したかわからないが、突如、強い魔力を持った魔物が辺境領を支配し、一面を焼き払った」

「そこで祈りの塔が建てられ、結界で領地を守りつつ、災害が起きないようにラムド家の魔力で防いできたと聞いています。そのためにラムド辺境領では七色の魔法使いが生まれやすく、その力を維持するために鍛錬する努力家が多いのですよね」

「その通りだ。だが、俺が行った時には祈りの塔の結界はほぼ消えかけていて、修復に時間がかかりそうだ。これからは定期的に俺の魔力を捧げるしかない」

「私は手伝えますか？」

「祈りの女神像、ここにはメルの魔力が必要かもしれないが、今は何とも言えないな」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは頷いた。

「お兄様、私が皇宮で魔力を暴走させたとき、エドワード様が私の口に含ませたのは何ですか？」

「あれはエドの魔力、エナジーボールだ。一気に魔力を吸い取られたメルは、倒れてもおかしくない。そこでエドが自分の魔力をメルに吸収させて、暴走をとめさせた」

「魔力を回復するためですか」

「ああ、ただエドのエナジーボールは普通の魔法使いには強すぎて、副反応が起きることが多い。陛下も言っただろう。エドの魔力と相性がいいと」

　メルテンシアは小さく頷いたが、その時の記憶ははっきりと覚えていない。

「心臓が締め付けられるほど、マナが魔力を輩出しようとしたのをとめて、一時的にメルを回復させたのに、副反応が起きていない。奇跡的だな」

「副反応とはどういうものですか？」

「人それぞれ違うが、意識を失うこともある」

　ルドルフの説明にメルテンシアは頷くだけだった。

「お兄様もエナジーボールを作れるんですか？」

「エドほど強力なものは作れないな。メル、これを渡しておく」

「魔法の通信具ですか？」

「ただの通信具ではない。男爵が住むタウンハウスに設置した。これで男爵たちの行動を見ることができる」

「男爵たちのことを監視するということですか？」

「じっと見て監視してほしいということではない。音声も聞こえてくるはずだから、彼らが……メルもわかっているだろう？」

「お父様やお母様のようなことが起きないようにとお考えですか？」

「ああ、俺はやはり男爵があの事故を引き起こしたと思っている。もしその証拠となる証言でも取れたらと思って、通信具を設置したんだ」

「男爵たちに気付かれませんか？」

「もちろん、魔法でこの通信具が見えないようにはしているよ。それから少し気になっていることもあって」

「気になっていることですか？」

「ああ、ビアンカのことだ。なぜあんなにもメルとジョルジュを結婚させたいのか、俺にはわからない」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは考え込んだ。

（私とジョルジュお兄様が結婚したところで、利益は男爵夫妻のみ。ビアンカはどこかに嫁ぐだろうし、利益はないはず。それなのにどうしてジョルジュお兄様と結婚させたいのかしら？　ビアンカがそこまで兄想いの妹だとは思えないし）

「利益がないだろ？」

　ルドルフはメルテンシアの考えを見透かすようにそう言った。

「ええ、得することはないと思います。ただビアンカのことですから、私がジョルジュお兄様と結婚すれば、ルドルフお兄様かエドワード様のどちらかが彼女と結婚してくれるとでも思っているのかもしれませんね」

「そうすれば、俺とメルとジョルジュ、そしてビアンカは常に一緒にいられるとでも？　ああ、そういうことか。愚かな考えで思いつきもしなかった」

　ルドルフは呆れたようにそう言い、天井を一度仰いだ。

　食事を終わらせてから、真剣な顔でメルテンシアをジッと見てきた。

「エドのことなんだけど、メルはどう思った？　一緒にいて彼の噂も聞いたと思うけど」

　ルドルフからエドワードの名を出され、メルテンシアは昨夜のことを思い出した。もしかしてルドルフに気づかれたのかもしれない。そう思ったが、メルテンシアは声が震えないように気を付けて言葉を紡いだ。

「一緒にいる間、嫌なことは一度もありませんでした。優しくしていただいて、その……私の方が迷惑をかけたというか」

「メルの気持ちを優先していいんだけど、俺はエドを信頼しているし、彼がメルのそばにいて守ってくれるというのなら、安心して任せられる」

「お兄様、それはあの……」

「正式な答えは急がなくていいよ。彼と婚約を前提に過ごしてみないか」

「ですが、私は皇族としてのマナーや教養はありません」

「少しずつ必要なことをエドに教えてもらえばいい。エドと婚約を正式にしたと表向き思わせたいんだけど」

「もしお互いにやっぱり違うということになったら、どうするんですか？」

　婚約が白紙になったと噂になれば、メルテンシアは何かしらの問題あり、つまり結婚には向いていない欠陥品だと思われてしまう。そのリスクは避けたい。

「その時は俺が責任を持ってメルの嫁ぎ先を探すよ」

「エドワード様と婚約していると思わせたいのは、男爵たちに対してですよね？」

「それだけじゃないよ。これから社交シーズンだ。俺のことをよく思っていないやつが、メルを傷付けるためだけにパーティーに誘うかもしれない。そんな不安もあるし、俺も付きっきりでメルのことを見ていられないから」

「領地に行く日も多いんですよね」

「ああ、パーティーに必ず出席するわけではない。兄としてメルをエスコートできない場合もある。そんな時に婚約者がいれば、堂々とメルをエスコートして守ってもらえる。それに領民たちが苦しんでいるのを知っている今、まず彼らを救うことが俺の使命だからね」

「私にも手伝わせてください」

「もちろん、やってほしいことはいくつかある。だが、まずは首都での生活に慣れてほしい。社交活動も覚えてほしいし」

「わかりました」

　それから二人は領地について話し合った。

「はっきり言って、領地には金が足りない。食料は備蓄を解放して、必要な分だけ配ってもらったが、働き手が栄養失調、もしくはそこから病気になったとか」

「私が聞いたのは、水害で農作物が流されてしまったとか、魔物が突如現れて家畜を殺してしまったとか」

「ああ被害は甚大だ。そこで最初にやることは領民たちに元気になってもらうことだと思っている。領民たちが元気になって、彼らの仕事ができるようにならないと領地はいつまでたっても貧困なままだ」

「癒しの魔法石を作りますか？」

「ああ、それはメルに頼もうと思っているよ。ただそれを作るには相当な体力と魔力が必要だ。それに癒しの魔法石だけでなく、領地の外に売るための魔法石も作らなければならない」

「わかりました。頑張ります」

「無理して倒れることがないように」

　メルテンシアは頷き、ルドルフの計画を聞いていた。

「メルはしばらくタウンハウスにいてほしい。ここに魔石を運ぶから、魔法石を作ってくれ。地下の作業場を使ってくれればいい」

　ルドルフの言葉に、メルテンシアは頷いた。

「エドにも頼んでおくから、二人で魔法石を作りながらメルは魔力の使い方を自分の身体で覚えていくんだ。前にもエドと一緒にやっただろう？　あの魔法石もかなり高値で売れたんだから、自信を持って作ってくれ」

「わかりました」

　午後になると、ルドルフは騎士団の仕事があり、訓練場へと向かった。入れ替わるようにしてエドワードがやってきて、メルテンシアは驚いた。

「エドワード様、どうしてこちらに？」

「どうしてって、メルテンシア嬢の顔を見たくて」

「兄が騎士団の仕事があると言って出かけたのですが、エドワード様はよろしいのですか？」

「午前は俺が騎士団に剣術の訓練を行ったんだ。午後はルドが魔法を使う訓練を行う。魔法に関してはルドが適任だから」

「そうだったんですね。でも、一緒にいなくていいんですか？」

「午後の魔法の訓練は、騎士団の中でも魔法を使える人たちの訓練だから。メルテンシア嬢の魔力も早く安定させた方がいいと思って、ルドと相談して時間を割り当てることにしたんだ。メルテンシア嬢を一人にしておきたくないと、ルドが考えているようで」

　メルテンシアの手を取り、その甲に唇を押し当てながら上目遣いで見てくるエドワードに返す言葉がみつからない。その艶美な微笑みにメルテンシアはドキドキして胸が痛くなってしまう。

「メルテンシア嬢、午後から俺と過ごしてもらえる？」

　エドワードの瞳が煌き、メルテンシアは抗えない何かに後押しされるように頷いてしまう。

「誘惑の魔法を使ったのですか？」

「そんな魔法は使えないよ」

　メルテンシアは笑いながら頷いた。

「失礼します、お嬢様。招待状がいくつか届いております」

　執事のデンバーがそう言い、メルテンシアに招待状を渡してくれた。

「招待状か。社交シーズンが本格的に始まるからな。パーティーやお茶会の誘いが増えるとは思うけど……それにしても随分たくさんの人から招待されたんだな」

　山積みにされた招待状を見つめ、エドワードがそう言った。

「デンバー、お兄様と相談して決めるので、お兄様の書斎に置いてきてもらえる？」

　メルテンシアは招待状を開けることなく、そう言った。

「メルテンシア嬢、その通信具はルドとの連絡用？」

「いえ、違います。これはラムド男爵のタウンハウスに設置された通信具と繋がっていて」

「ああ、ルドが設置したものか。今はどんな様子？」

「引っ越した直後なので、バタバタしているようです」

「そうか。それならあのお嬢様に邪魔されることはないか」

「どういうことですか？」

　メルテンシアが首をかしげると、エドワードが優美な笑みを浮かべて答えてくれた。

「メルテンシア嬢は気付かなかったのかもしれないが、二人で一緒にいるとずっとこちらを見張るように見ていたんだ。邸宅の中でも外出していてもね」

「でも毎回、話しかけてきましたよね？」

「ああ、話しかけてきて邪魔をして、追い払われるとずっと付いてくる、その繰り返しだ。まるでメルテンシア嬢を監視しているかのようにね」

　その言葉にメルテンシアは少しだけ恐怖を覚えた。エドワードと過ごす時間はあっという間に過ぎていき、その日はルドルフが帰ってきてから三人で夕食を摂った。

　翌日、メルテンシアはルドルフのエスコートで皇宮に入った。

　謁見の間の手前にある控室に通されたルドルフは、大きく息を吐き出した。

「お兄様、緊張されているのですか？」

「いや、違う。男爵たちがまだ来ていないのを確認して、呆れただけだ」

　通常、男爵や子爵という身分の人たちは、謁見時間の一時間ほど前には控室に入っていることが当然だった。約束の時間の十五分前には、持ち物検査を行う検査官がやってきて二人は従うだけだった。

「ラムド辺境伯様、こちらのレイピアはお預かりさせていただきます」

　騎士のルドルフでも帯刀することは許されず、彼が愛用するレイピアは一時的に検査官に預けられた。

　謁見時間の五分前に従者が迎えに来ることになっていた。そのわずか数秒前にゆったりと歩きながら控室に男爵一家が到着した。

　何よりも最悪の事態が起きた。男爵たちが謁見の間に入るよりも先に、皇帝陛下と皇后が謁見の間に入って玉座に座ったことだ。

「帝国の太陽に……」

　ルドルフとメルテンシアが拝謁の挨拶をしているところに、男爵たちが入ってきた。

「それ以上、近付くことは許さぬ！」

　皇帝陛下の一言でラムド男爵一家は近衛兵によって、ドアを入ってすぐの場所から進めなくなった。

「ラムド男爵、久しく首都を離れている者は首都での礼儀すらも覚えていないようだな。そなたが貴族である必要があるのだろうか」

「発言を許していただけますか、陛下」

　恭しく頭を下げ、ラムド男爵は発言の許可を得ようとしたが、陛下はそれを許さなかった。

「そなたの言い訳を聞く必要もない。用件だけを伝えよう。来月の狩り大会で男爵家の参加を認める。長男であるジョルジュ、そなたの活躍を期待しているが……仮に成果をあげられなければ、爵位の剥奪も免れないと思え。それからラムド男爵、そなたには新たに仕事を任せようと思っておる。皇宮の事務局にてその手腕を見せてほしい」

　陛下は一方的に話を進めると、今度はルドルフとメルテンシアの方へと視線を移した。

「ラムド辺境伯、および妹君の挨拶は省こう。さてラムド辺境伯、そなたも来月の狩り大会には出席をしてもらう。いつも通りの結果を期待している。それから妹君、第三皇子エドワードからの交際申し込みについてだが、受けていただけるということでよろしいか」

「皇帝陛下に申し上げてもよろしいでしょうか？」

　メルテンシアは頭を深く下げ、発言の許可を待った。

「ああ、構わぬ。そなたの言葉で交際について聞かせてくれ」

「恐れながら申し上げます、陛下。わたくしの身に余る申し出に戸惑いはございます。またわたくしには皇室の特別な礼儀作法を学ぶ機会もなく、至らない点が多くございます。第三皇子エドワード様にそのことを申し上げ、その上でエドワード様から申し出があったこと、大変光栄に思います。ですが、今後を考えた上で陛下の御意見を賜りたいと思っている次第でございます」

　メルテンシアはルドルフが用意した答えを慎重に言葉にした。

「二人で乗り越えられる問題だとエドワードが判断したのであろう。二人の交際を許可する。ラムド辺境伯、そなたも構わぬか？」

「大切な妹を大事にしていただけるのであれば、私からは何も言うことはございません」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアとエドワードの交際が認められることになった。

　その言葉を聞いていたビアンカの気配が、いつもとは違うものに感じられた。メルテンシアの背後、ずっと後方で待機しているはずのビアンカだが、彼女の周りに薄暗い影がまとわりついているようなそんな気配をすぐ近くで感じた。

　しかしルドルフも皇帝陛下も何も言わない。禍々しいとまでは言わないが、不穏な空気をメルテンシアが感じるくらいだ。二人が感じないはずがない。

「陛下、発言を許してくださいませんか？」

　皇后陛下が言葉にし、皇帝陛下は大きく頷いた。

「メルテンシア嬢、そなたさえよければわたくしの侍女として皇宮に通ってはくれないだろうか。そこで礼儀作法も覚えられると思うが」

　皇后陛下の申し出に今度はルドルフが頭を下げて、言葉にした。

「大変ありがたき申し出をいただきましたが、辺境領の改善に妹の力がどうしても必要です」

「ならば、わたくしのサロンに招くことにする。同年代の令嬢も招待するサロンがあるから、ぜひそれには出席してほしい」

「ありがたき幸せ」

　メルテンシアはルドルフと共に頭を下げた。その瞬間、背中が寒くなるような妙な空気と突き刺さるような視線を感じた。

　しかしこのような場ではルドルフに伝えることもできない。

「エドワード様、今後はメルテンシアが招待されたサロンやパーティーのエスコートを頼んでもよろしいでしょうか？」

　ルドルフがエドワードにお願いし、エドワードから快諾の返事を得た。

「辺境領への義援金、および食料の支援については帰りに受け取ってくれ。ラムド辺境伯、そなたの手腕を期待している。また新たな井戸掘りや辺境領の荒れてしまった畑などについても人手を回すことにした」

「ありがとうございます。また回復魔法の魔法使いも魔塔から派遣していただけたので、辺境領の復興もそう時間はかからないかと思います」

　ルドルフはそう言い、深く頭を下げた。すぐにメルテンシアも深く頭を下げ、皇帝陛下との謁見は終了した。

　皇帝陛下と皇后が連れ立って謁見の間を後にすると、エドワードがその後ろを少しあけて出て行った。本来ならこの後に続くのはルドルフとメルテンシアなのだが、ルドルフは近衛兵に男爵たちを先に出すように告げた。あの四人の傍を通り過ぎる時に、何かあるのではないかと不安を抱いたからに違いない。

　四人が出て行ったのを見てから、ルドルフはメルテンシアを連れて謁見の間を出てきた。廊下には男爵たちが待ち構えており、ルドルフとメルテンシアはすぐに足を止めた。

　ラムド男爵が口を開きかけた瞬間、カツカツと靴音を響かせて、エドワードが近付いてくる。そしてメルテンシアの目の前で跪き、彼女の手の甲に唇を押し当てて挨拶を交わす。

「メルテンシア嬢、本日も大変麗しく、そして私の申し出にお応えくださり、嬉しく思います」

「エドワード皇子、堅苦しい挨拶はやめていただけませんか」

　ルドルフが苦笑いを浮かべて、そう言葉にした。

「形式は必要だろうと思ったのだが、メルテンシア嬢に堅苦しい思いをさせていたのなら申し訳ありません。お送りさせていただいても構いませんか？　ルドルフ殿」

「構いませんよ」

　ルドルフがそう答え、エドワードがメルテンシアの手をそっと握って立ち上がった。メルテンシアの手を取りながら、エドワードが歩き始めた時だった。

（あの顔はどういうこと？　それに何をぶつぶつ呟いているのかしら？）

　ビアンカの瞳は虚ろに輝き、どこか一点を見つめているようだ。まんまるとした顔はいつものように怒って赤くなっているわけでもなく、もともとの白さもない。顔には黒く翳りがあり、そしてぶつぶつと呟く唇は血色も悪く、紫色に近かった。

（何かしら？　あの黒い吐息は……）

　メルテンシアの目にはそう見えた。呼吸が見えるというのか、ビアンカの口の周りには黒い煙のようなものが吐き出されている。

　ぶつぶつと呟く言葉はまるで呪文のようで聞き取れない。

（戻ったらお兄様に話してみよう。なんだか、ビアンカが別人みたいで怖い）

　今までビアンカに対して恐怖を感じたことはない。幼い頃、ビアンカにいじめられることがあっても恐怖心を抱くことはなかった。なぜなら、ビアンカからの意地悪はたいていが浅はかで、誰もが呆れてしまうような些細なことが多かった。そのほとんどはヒステリックに叫んで、メルテンシアのことをつねる、叩くなどだが、それも痕が残るような強さではなかった。

　先日、再会した時も特に恐怖心を覚えることはなかった。ただつねる力が昔よりも強くなっていて痕が残るようになったくらいのことだ。その程度のことでメルテンシアは恐怖を感じることはなかった。むしろ、幼い頃から言動が変わらない彼女に対して、憐みや呆れなどの感情しかわかない。

　しかし、今は違う。得体のしれない恐怖がメルテンシアに危険を感じさせ、恐怖を抱かせる。

　メルテンシアはその場を一刻も早く立ち去りたかった。

「ラムド辺境伯、あらためてお時間をいただけないでしょうか」

　男爵は憎々しげにルドルフを見つめ、言いたくもない言葉を吐いているような態度で声をかけてきた。

「構いませんよ。ただしばらくはタウンハウスを離れるので、戻ってからでも構いませんか？」

　ルドルフはそう言い、ラムド男爵は渋々頷いていた。

　ようやくメルテンシアはルドルフとエドワードと一緒に邸宅に戻ってきた。

「メル、顔色が悪いようだが、緊張しすぎだったか？」

「違います。まさか、お兄様は気付いていないのですか？　エドワード様も？」

「気付くとはいったい、何のことだ？」

　ルドルフが首を傾げ、エドワードは注意深くメルテンシアのことを見ている。

「ビアンカのことです！　ビアンカから何か……不穏なものを、いいえ、不吉な何かが出ていて」

　メルテンシアは勢いよく話し始めたが、どう説明していいのかわからない。

「とりあえず、こっちに来て座って。エドも一緒に」

　ルドルフはメルテンシアとエドワードを応接室に通すと、腰を下ろすように告げた。飲み物を用意した後で、ルドルフはゆっくりと口を開いた。

「メル、ビアンカに何かされたのか？」

「いいえ。でも、彼女の様子がいつもと違うというか、黒い煙みたいなものを纏っていて、それを口から吐いたり吸ったりしていて」

「ルド、お前は何か感じたのか？」

「残念ながら、俺は何も感じなかった。エドは？」

「俺も同じだ。ルドよりもメルテンシア嬢の感覚が鋭いことはあるのか？」

　エドワードにそう言われたメルテンシアは、自分だけが感じている違和感に自信が持てなくなった。

「もちろん、ありえるよ。メルは感受性が強いからこそ、俺が感じない何かを感じることはあるだろう。しかも相手がビアンカなら、悪意や嫉妬、妬みのような感情をメルにだけぶつけてくることも考えられる。ただビアンカがメルだけを攻撃するような力を持っているとは思えないが」

「お兄様の言いたいことはわかります。ただ今までのビアンカとは違ったんです。魔力も感じられましたし、禍々しい空気をまとっていました」

「禍々しい……か」

　ルドルフは困った顔をしながら、ゆっくりと言葉にした。

「祈りの塔の結界が一部、破れていた。すぐに修復はしたが……領地の惨状を見るとただの災害だけではない、と思っている」

「ルド、どういうことだ？」

　エドワードが怪訝そうな顔をし、メルテンシアは不安になった。

「お兄様、それはまさか……」

「確認してみないとはっきりしたことは言えないが、魔物の類かもしくは」

「悪魔ですか？」

　メルテンシアは言い淀んでいるルドルフの言葉を遮るかのように、その言葉を口にした。

「可能性がないとは言えない。ただ本体が外に出てきているとは思いたくない。ましてや魔力もないビアンカになぜ悪魔が呼び寄せられたのか、わからないことが多すぎる」

　メルテンシアはルドルフの言葉を聞き、考え込んでいた。

「……実は、そのお嬢さんに先日、声を掛けられたんだよ」

　エドワードが白状するかのように言葉を紡いだ。

「声を掛けられた？　何を言われたんだ？　エド」

「どうしたらメルテンシア嬢と離れてもらえるか、もしくは彼女と婚約してくれるか、みたいなことかな」

「そんな話、どこで？」

　ルドルフが質問し、エドワードは苦笑を浮かべた。

「メルテンシア嬢に贈り物をしようと思って買い物に行った時だ。街で声を掛けられて、皇室の規定である一定の基準を満たした魔力を持っていなければ無理だと答えたんだ。もっとも俺はメルテンシア嬢に惚れこんでいるから、君に目移りすることはないけどって付け加えて」

　エドワードが答えると、ルドルフは応接室を足早に出て行った。

「ルドはどこに行ったんだ？」

「おそらく書斎だと思います。悪魔降臨の書というものがラムド家には代々あって、たぶんそれを見に行ったんだと思います」

「ラムド家が知っているというのなら、あの彼女も知っている可能性がある？」

「ないとは言い切れませんが、その……彼女はあまり勉強が好きではなかったですし、好んで読んでいるとは思えません」

　ルドルフがドアをバタンと大きく開けて、勢いよく戻ってきた。

「メル、あの本がなくなっている！」

「悪魔降臨の書ですか？」

　メルテンシアも驚き、立ち上がった。

「ああ！　あの本には本当かどうかはわからないが、伝承の一説として悪魔の降臨の仕方が載っていたはずだ」

「まさか、ビアンカが？」

　メルテンシアは息をのみ、言葉が出てこなくなった。しばらく沈黙が三人を包み込んでいた。

　その沈黙を破ったのはエドワードだった。

「そもそも悪魔は本当に存在するのか？　世界中を混沌とさせ、終焉を迎えるそんな存在が、本当に……」

「悪魔が存在し、終焉させないために魔法使いがいる」

　ルドルフはそう言い、そして首を横に振った。

「明後日から領地に戻る。そこで調べてみようと思う。悪魔の痕跡がないか」

「悪魔の痕跡って何なんだ？」

「異臭がすると言われている。そして山脈の上の空に魔法陣が描かれるのだとか」

　ルドルフは戸惑いながら、伝承の一説を呟くしかないようだ。

「そんなわかりやすい痕跡を残すものか？」

「おそらく残すと思います。悪魔は自分の存在を世の中に知らしめ、恐怖で怯える人々が何よりも楽しみだと言われていますから」

　メルテンシアがそう言い、エドワードは頷いた。

「ただ、魔力をほとんど感じなかったビアンカが悪魔を呼び出せるなんて、腑に落ちないというか」

　メルテンシアがそう言うと、ルドルフも頷いた。

「魔法陣を描き、魔力をありったけ注いでも悪魔が返事をするかどうかわからない」

　ルドルフとメルテンシアの言葉を聞き、エドワードは唸った。

「皇室の資料を調べてみるよ。明日一日、時間をくれ」

「わかった。明後日からはメルを頼む」

「ルド、お前も気を付けなければならない」

「俺よりもメルが危険だ。ビアンカが悪魔を呼び出しているのなら、確実にメルを狙ってくるはずだから」

「わかっている。そうじゃなく、ルドは悪魔の痕跡を探しに行くつもりだろう？　悪魔だってバカじゃない。完全覚醒するまでに時間がかかるはずだ。それまで悪魔も見つかりたくないと思う」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは疑問を抱いた。

「悪魔はこの世界に降臨したら、完全なる力を持っているものではないのですか？」

「いや、違うと思う。目覚め、この世界に出て来てから少しずつ何らかの方法で力を溜めていき、覚醒すると聞いたことがある。数十年前にも悪魔がこの世界に降り立った記録は残っていて、その時は魔塔の魔法使いの魔力を貪って完全覚醒しようとしていたところを、討伐したらしいから」

　エドワードがメルテンシアに答え、お互いに情報がもっと必要だと感じた。

「俺はメルテンシア嬢と皇室の書物に当たることにする。ルドは領地に戻って異変がないか、しっかり調べてくれ」

「わかった。お互いに深入りはしないこと！　危険だと思ったらそこで手を引くこと。メル、くれぐれもエドが無茶をしないように見張ってくれ」

「わかりました。お兄様もどうかお気をつけて」

　三人はそう約束をして、それぞれができることを見つけることになった。

　エドワードが帰った後でメルテンシアはルドルフと一緒に、魔法の通信具を使って男爵家の様子をうかがっていた。

「そろそろ夕食の時間のはずだが」

　男爵はおろか夫人もジョルジュもビアンカもダイニングルームに集う様子はない。

「食事に出かけたのでしょうか」

「その可能性が高いかもしれないな。ほかの通信具はなぜか繋がらないし」

　ルドルフが唸るように言い、メルテンシアは仮説を立てた。

「ビアンカが悪魔を呼び寄せたとしたら、どうやったのでしょう？　降臨の書を読んで魔法陣を描いたとしても、上位の悪魔を呼び出すことができるものですか？　もしそれなりの上位悪魔がビアンカに近付いていたとしたら、通信具を妨害できますか？」

「俺も疑問を抱いているが、たしか……憎しみや恨み、僻みといった悪魔が好む感情が深ければ深いほど、その匂いを嗅ぎつけて近付いてくるということもあるらしい。たいていの人はそういった感情もあるが、嬉しいとか幸せだとか感じることも多くあるから呼び寄せても棲みつくほどではないと言われているな。それに悪魔の力が強ければ、その付近は闇色に包まれて俺たちの使う光魔法の通信具は機能しない可能性が高い」

「ということは、ビアンカの負の気持ちはそこまで深くて大きい上に、喜びがまったくないということになりますね」

「首都に来てからは楽しいことがなかったんじゃないのか。俺が構ってやることもなければ、メルにはエドがいたんだし」

「妬む理由はあるということですか」

　メルテンシアは唸ったが、たったそれだけのことで悪魔が近付くほどのことなのか理解ができない。

「メル、どうした？」

「私はビアンカにそれほどの恨みを買うことをしたのでしょうか？」

「メルは悪くないよ。ただビアンカは思い込みが激しかったから。どうしようもないことでもビアンカは羨ましがっていただろう。なんでメルだけ、メルばかり、って口癖になっていた。もちろん、今まではそう思っていても何かしらの優越感が彼女にはあったからこそ、そこまで強い妬みにならなかったと思う。たとえば、俺とメルは両親を早くに亡くしてかわいそうな子だから、仕方ないと思うことで優越感を抱いていたかもしれないからな」

「それではいつ、優越感よりも劣等感、もしくは妬みや僻みが強くなったのでしょうか。首都に来てからということになると、エドワード様のこともあるでしょうし、お兄様のことが原因になってくるかと思いますが……ただその、恋愛事のような些細な妬みで悪魔が近付いてくるでしょうか」

「俺やメルにとって些末なことでもビアンカにとっては重大なことだったのかもしれない。ましてメルが本当にエドと結婚したら、それ以上の家柄の男性はいないし、今までとは違って贅沢もできないことに気付いて余計に嫉妬心を煽ったのかもしれない」

　ルドルフが難しい顔をしてそう言ったが、彼もきっと納得できていないのだろう。

「そろそろ休もうか。明日はメルにも手伝ってもらうことがあるから」

「はい、おやすみなさい。お兄様」

　メルテンシアは自分の部屋に戻り、寝間着に着替えた。そしてベッドに入ったが、なかなか寝付けなかった。

　翌朝、ルドルフはメルテンシアとラムド家の書庫に入った。

「昔から悪魔討伐にラムド家は尽力してきたと聞いている。その記録がこのどこかに眠っているはずなんだ」

　タウンハウスにあるラムド家の書庫は広く、そしてたくさんの書物が貯蔵されていた。

「古い記録になるだろうから、奥にあると思う。メルはそっちから探してみて」

「わかりました」

　二人は一日中、書庫にこもっていた。

「お兄様、ここに百年ほど前の記録がありました」

「悪魔の降臨か？」

「ええ、ですが、中級の悪魔だったらしく、討伐には三日ほどかかったと」

「どんな魔法が効果的だったとか記録はあるか？」

「いいえ、残念ながら記録だけで詳しいことは何も書かれていません」

「やはりそうだよな。こっちにも記録はあるが、どんな悪魔がどんな方法を使ったのか、そこまでは記録になっていない。まして悪魔が降臨してきた原因についても記されていなかった」

「やはり皇室の書庫にある記録を頼った方が良いのでしょうか」

「エドが調べているけど、連絡はまだないな」

　通信具を取り出しながらルドルフは舌打ちをした。

「わかったことといえば、悪魔にも階級があるということ。そして下層階級の悪魔は常に溢れていて、世間の小さな争いごとに介入しているということくらいです」

「討伐しなくてもいい程度ってことだよな。中級の悪魔で三日も討伐にかかるんだ。ビアンカがどの程度の悪魔を呼び寄せているのか、それがわかれば……」

「しかし、どんな魔法攻撃をすればいいのか」

「弱点まではわからないからな」

　二人は悩んでいたが、まだビアンカが悪魔を降臨させたという事実も定かではない。

　夕方になってラムド男爵が突然、訪問してきた。

「ルドルフ、少しでいいから時間をくれないか」

「わかりました。メル、お前も一緒にいなさい」

　ルドルフにそう言われ、メルテンシアは一緒に応接室に入った。

「男爵、どのようなご用件ですか」

「ひとつめは狩り大会のことだ。狩り大会のルールやほかにも注意事項があれば教えてもらいたい」

「それでしたら招待状と一緒に公式のルールブックが配布されます。基本的には湖畔の森で魔物や動物を狩ることで、剣を使っても魔法を使っても狩れば認められます」

「カウントはどうなっているんだ？」

「魔法道具のカウンターで勝手にカウントされます」

「そうか。ふたつめだが……」

「はい、何でしょうか」

「メルテンシアの婚約を破棄してもらえないか」

　ラムド男爵は強い口調でそう言った。

「それは私に皇帝陛下に逆らえということですか？」

「そうじゃない。メルテンシアにはジョルジュが合っている。あいつもメルテンシアとならうまくやっていけるだろう」

「残念ながら、その申し出はお断りいたします」

「ルドルフ、妹がかわいくないのか。あの田舎で暮らしてきたメルテンシアに、やっていけると思うのか。首都での暮らし、その上社交界もあるし、女性のサロンもある。誰も味方になってもらえないメルテンシアがかわいそうではないか。それなら辺境領で今までと変わらない生活を送ったほうが彼女にとっても幸せだと思わないか」

　もっともらしいことを言ってくる男爵だが、メルテンシアは異変に気付いていた。男爵の言葉には一つも感情がこもっていない。それにいつもとは違い、やたらと冷静な態度も気になるところだ。いつもなら、ルドルフが申し出を断った瞬間に、真っ赤な顔をして怒りだすのに……。

　ルドルフもどうやら異変に気付いたようで、彼は男爵を観察するような視線になった。

（お兄様もなにか様子が変だと気付いたようだわ。男爵の顔色が昨日よりもすぐれないようだし、単なる病気ならいいけど）

　メルテンシアはそんなことを考えていたが、ルドルフは名案を思いついたかのように言葉を紡いだ。

「それなら男爵、ジョルジュが狩り大会でエドワード皇子に勝てばということでいかがでしょうか」

「どういうことだ？」

「私としては可愛い妹を確実に守ってくれる相手が、婚約者として相応しいと考えます。辺境領にも魔物は出ますし、野生のオオカミやクマなどもいます。それらを討伐できる力は必要ですし、その見極めとして狩り大会で勝負してみてはいかがでしょうか」

「ジョルジュが騎士団長と勝負をするのか。勝てるわけがないと踏んで、そう言ったんだろう？　その言葉に乗るつもりはない」

「それなら仕方ありませんね。ジョルジュに妹を任せるつもりはありません。そもそも皇立アカデミーの試験すら通らなかった人です。そんな人が妹に相応しいとは思いませんから」

「試験が通らなかったのではない。ジョルジュは繊細で、あの通り気も弱い。辺境領から離れられなかっただけだ。そのかわり、家庭教師をちゃんと付けて真面目に勉強してきたんだから、優秀なはずだ」

「男爵、顔色がすぐれないようですが……ちょっと失礼」

　ルドルフが男爵の腕に手をかざした瞬間だった。

　バチンと鋭い音がして、火花が飛び散った。一瞬、苦痛に顔を歪めたのはルドルフの方で、男爵は何も感じていないようだ。だが、男爵の腕は少しやけどの跡が残った。

　なぜか男爵はそのことについて、痛いとも言わなかったし、何事もなかったかのように話を続けた。

「エドワード皇子がメルテンシアを娶りたい理由はひとつだろう。皇位に興味がないことを示すためと、ラムド家の魔力だ。それならビアンカでも問題はない。彼女は首都にきて、ようやく必要だとわかったのか、魔法の勉強を真面目にやっている。そして少しずつだが、マナを解放して魔法が使えるようになっている」

「メルテンシアの結婚の件についてはもうお話しすることはありません。男爵、他に用件がないようでしたらお引き取りください」

　ルドルフは強い口調で言い放ったが、男爵はびくともしない。

「わかった。それなら狩り大会でジョルジュが十位以内に入れば、メルテンシアと結婚させる。ルドルフはビアンカと婚約してくれ」

　普段から話が通じない人ではあるが、ここまで会話が噛み合わなかったことはない。

「お返事できかねますね。男爵、お引き取りを」

　それでも動かない男爵を使用人たちが無理矢理連れ出した。

「お兄様、手は大丈夫ですか？」

　メルテンシアはすぐにルドルフの手を見せてもらった。彼も手にやけどを負い、慌ててメルテンシアは治癒魔法を使ってその傷を癒した。

「ありがとう、メル。それよりも男爵のこと、どう思った？」

「誰かに言わされていると思いました。もしくは原稿があって、それだけを言葉にするようにと覚え込まされているような……」

「棒読みだったしな。いつも通り憤ることもなかった。何か他には感じたか？」

「禍々しい空気は感じませんでした。ただビアンカのマナが解放されたと言われた時には、悪魔の仕業かと思いましたが」

「俺も同じことを思った。だが、証拠はない」

　その言葉にメルテンシアは頷くしかなかった。

「悪魔に洗脳されているのでしょうか。男爵だけでなく、ジョルジュお兄様も男爵夫人も」

「可能性がないとは言い切れないな。ただそこまで早く悪魔と融合し、お互いの力を引き出せるものか、それも疑問が残る」

「やはり、ビアンカに直接会った方が良いでしょうか」

「メル、一人で行動するな。すべてが自作自演の罠ということも考えられる。男爵のタウンハウスにメルを呼び寄せ、そこで監禁するつもりなのかもしれない……いや、ジョルジュに襲わせて既成事実を作ってしまおうと考えているのかもしれないな」

「それってつまり」

　メルテンシアはぶるっと震え、自分の腕で自分自身を抱きしめる。

「もし、ジョルジュとの間に何かあったら、エドとの交際は白紙だ。それだけじゃない。帝国内の誰からも相手にされない」

「ジョルジュお兄様と一緒に過ごすしかなくなるということですよね」

「その通りだ。邸宅にいれば安全だと言い切れないが、一人で行動するのはやめてくれ。明日からはまたエドワードに泊まりに来てもらった方がいいな。そして二人で結界を張ってくれ」

「この邸宅にですか？」

「ああ、さっきも見ただろう？　男爵は俺の魔法を完全に拒絶した。本人の意志ではないだろうが、あれは拒絶反応だ」

「つまりほかの魔法がかかっているということですよね」

「俺はそう考えている。ほかの魔法がかかっているか、バリアを張られているか」

「どちらにしろ、近い内にビアンカには会うべきではありませんか？」

　メルテンシアはそう告げるしかなかった。怖いと言っていられる状況ではなくなっていた。

「俺はそれが今だとは思っていない。メル、よく考えてみて。いつものビアンカなら男爵を寄越すなど面倒なことはしない。彼女が出てくるはずだ。彼女が来なかった理由、それはおそらく彼女が動けない事情があるからだろう」

「動けない今、ビアンカを拘束すべきでは？」

「その間に悪魔がどこかに逃げてしまって、他の人間に憑依したら探しにくい」

　メルテンシアはルドルフに何か考えがあるのだと感じ取っていた。

　そして首都は禍々しい暗闇に少しずつ浸食されていくような気配だけを感じていた。
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　翌日、領地へ向かうルドルフは、メルテンシアに念を押した。

「いいか、メル。絶対に一人で無茶なことはしない。ビアンカに会うようなことはするな。ビアンカが来る可能性もあるが、理由を付けて断れ」

「わかりました。お兄様こそ、お気をつけて」

「わかっている。こんなことになるなら、男爵なんかに後見人を頼むべきじゃなかったな」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは頷くだけだった。メルテンシアは幼なすぎて、どういう経緯があって男爵が後見人になったのか知らなかった。

「お兄様、ほかにも私たちの後見人になってくださる方がいたのですか？」

「どうだろうな。両親が行方不明、崖から転落して遺体を探すこともできない、おそらく死んでいるだろうということが伝えられた瞬間に男爵が皇帝陛下に後見人になると宣言したらしい」

「他に誰かいれば、男爵が後見人になることはなかったのですか？」

「そこはわからないんだ。ただ俺がもっと拒否していたら、何か変わっていたかもしれないな」

　ルドルフは遠くを見つめながら、そう言葉にした。

「とりあえず、俺は領地に行ってくる。メル、エドが来るまでは誰にも会うなよ」

「わかりました」

　メルテンシアはルドルフを見送り、自室に戻った。エドワードを待つ間、メルテンシアは書庫から持ってきたラムド家の日誌を読んでいる。

　おそらく執事がつけていたものだろう。当時の辺境伯が何をしたのか事細かに書かれているのに、悪魔に関する日誌は端的に書かれており、討伐の仕方もわからなければどんな悪魔だったのかも記されていない。

「悪魔と契約した者は、悪魔が討伐されるとその命を失う……ということは、ビアンカが仮に契約を結んでいたら、彼女の命も失われることになる？」

　メルテンシアは深い息を吐いた。

「お嬢様、エドワード皇子様がいらっしゃいました」

　メイドに呼ばれたメルテンシアは、すぐに部屋を出てきた。

「ごきげんよう、メルテンシア嬢。今日も綺麗だ」

「ありがとうございます、エドワード様。エドワード様は随分、お疲れの様子ですが」

「そんなに疲れてはいないんだが、通りで商人と客が揉めていてその仲裁をしてきたんだ。少し遅くなってしまったが、メルテンシア嬢、行きましょうか」

「はい、よろしくお願いします」

　エドワードと一緒に馬車に乗り込んだメルテンシアは、通りで小さな諍いが起きていることに気付いた。

「エドワード様。これってもしかしたら」

「あとで話そう。俺も同じことを考えているから」

　エドワードはメルテンシアの肩をそっと抱き、その行為ははじめてのことでメルテンシアはつい肩に力を入れてしまった。

「ごめん、嫌だった？」

「違います。どうしていいかわからなくて」

「俺に体重を預けていいよ。窓の近くだと危ないかもしれないから」

　エドワードの言葉に従うようにメルテンシアはもたれかかったつもりだが、どうしても体に力が入ってしまう。

　すぐに皇宮に到着し、書庫へと向かった。メルテンシアは書庫に入り、驚いた。こんなにもたくさんの書物がある場所を見たことがなかった。

「昨夜、ルドから連絡を貰ったが、男爵にはルドの魔法を跳ね返すほどの加護があったとか。自分の魔法を跳ね返されて、あいつもやけどを負ったと聞いたけど」

「はい、お兄様の手はそれほど大きなやけどではなかったので、すぐに治療が終わりました。でも、男爵の腕はかなり黒く焦げたようになっていて」

「それでも痛みを感じていなかったのか？」

「はい、普段の男爵なら痛いとのたうち回ると思うんです。ちょっとした怪我でも大騒ぎするくらいの人なので」

「そうか。いろいろと気になることが増えてきたな。先ほどの町での諍いもそうだが、小さな揉め事が目に付くようになってきた。ここら辺の棚に悪魔に関する書物がある。ここまでは俺が確認したけど、特に詳しいことは書かれていない。ただ悪魔が目覚めるころというのだろうか。町に異変が出てくるらしい。あの揉め事とかもその一つなのかもしれないと思って」

「私もそう思いました。悪魔が降臨すると、人々の心に憎しみや妬みを植え付けてその気持ちを吸収して悪魔の力にするとか。これも伝承の一説ではありますが……皇室の書物にも詳細は書かれていないんですね。ラムド家の書物にも詳細は書かれていなくて、故意に書かれていないのかと思っていたんですが」

「書けなかったのかもしれないな」

「書けなかった理由は何ですか？」

「ん、悪魔が降臨したという事実は覚えていても、悪魔に操られていた時間の記憶がないと聞いたことがある」

　エドワードと話しながら、メルテンシアは目の前にある書物に手を伸ばした。

「メルテンシア嬢、その書物は重いから」

　メルテンシアの手から書物を軽々と取ると、エドワードがテーブルのところに持って行ってくれた。

「ありがとうございます」

「どういたしまして」

　エドワードの手がそっと彼女の頬に触れ、メルテンシアは彼の視線から逃れるように目を伏せてしまった。

　チュッと音がして、メルテンシアの額に柔らかい感触があった。

「エドワード様……？　んっ……」

　驚いて顔をあげたメルテンシアの唇が、エドワードの唇に重なった。それはただ重なるだけで、彼の温もりを唇に感じるだけのキスだったが、メルテンシアにとってはファーストキスだった。

「すまない。メルテンシア嬢」

「いえ、あの……」

「いや、俺が悪い。殴ってくれて構わない」

「そんなこと、できません。ただびっくりしただけで……その、嫌だったわけじゃなくて」

　メルテンシアはうまく説明できなかった。ただ、すぐに離れてしまった唇が寂しくて、まさかそんなことを言えなくて。

（どうしよう？　どう言えばエドワード様が悪くないって伝わるの？）

　戸惑い、どうしていいかわからなくなっていたメルテンシアだったが、次の瞬間に禍々しい気配を感じた。

「エドワード様！」

「俺も感じた。メルテンシア嬢、俺の腕の中に」

　エドワードがメルテンシアの腕を引き寄せるよりも先に、二人の間に黒いつむじ風が巻き起こった。

「きゃああああ」

「メルテンシア嬢！」

　二人は瞬く間に引き離され、メルテンシアは書庫の入り口まで弾き飛ばされた。すぐにエドワードが瞬間移動の魔法を使って、メルテンシアの傍に来てくれた。

「怪我はないか？」

「はい、大丈夫です」

　メルテンシアはすぐに立ち上がり、エドワードと自分自身を包み込むように光のバリアを張った。

「メルテンシア嬢、本体の気配は感じる？」

「いいえ、ただの黒いつむじ風だけだと思います。あれはどうやったら消せるのか……」

「それなら俺に任せて」

　そう言い、大きな風を巻き起こすとつむじ風を包み込むようにして飲みこんで消してしまった。

　エドワードがメルテンシアをぎゅっと抱きしめ、無事なことを確かめる。

「やはり悪魔が降臨している可能性が高いな。あんな禍々しい空気というか、嫌な空気ははじめて味わった」

　エドワードの声が頭の上に響き、彼の心音が早いことに気付いた。

「ルドの報告を待つ前に、陛下に報告すべきだな」

　エドワードがそう言い、メルテンシアの手を取った。

「一緒に行こう」

「待ってください、エドワード様」

「どうした？」

「確信が持てないのです。確かに先ほどの黒いつむじ風は、悪魔の力かもしれませんが」

「うん、何か疑問でも？」

「ええ、仮にビアンカが悪魔を呼び寄せていたとしても、こんなに早くあんな強い魔法を使えるようになるとは思えません」

「確かにそうだな。悪魔の覚醒までには時間がかかる。その上、もともと魔力がほぼない状態だったからな」

「そうなんです。あんな強力な魔法をいきなり使ったら、しばらくは動けないと思うんです」

　メルテンシアはそこまで言い、会いに行くなら今しかないと思った。

「メルテンシア嬢、まさか彼女に直接会いに行こうと考えているのか？」

「はい、ビアンカを見ればなにかわかると思うんです」

「会えば、なにかわかると本当に思っているのか？」

　エドワードの声が低く冷たく響いた。メルテンシアはその迫力にビクッと身体が震えた。

「ごめん、怖がらせるつもりはなかった。まず、彼女に会いに行ったところで何も収穫は得られないと思っている」

「どうしてですか？」

　エドワードは断言するが、メルテンシアは納得ができなかった。

「理由はいくつかあるが、この状況で悪魔がここに潜んでいますと教えてくれることはないと思う。力が戻っていない、今はどれくらいの力が使えるのか試しているにすぎないだろう。その状況で魔法使いに居場所を知られたら、すぐに討伐されて元の暗闇に閉じ込められてしまう。そんな愚かなことはしない」

「それはそうかもしれないですが」

「それと一度、悪魔に巣食われた人の心は、簡単に戻らない。こちらの言葉に耳を貸すことはないだろう。仮にメルテンシア嬢と会ってくれるとしたら、君を捉えるための罠だとしか思えない」

「お兄様と同じことを言うんですね。罠だと……」

「罠だとしか思えないんだ。それにもともとの彼女の性格からしても、メルテンシア嬢の言葉を聞くとは思えない」

　エドワードの言い分は十分に理解でき、いつものメルテンシアなら納得できるはずだ。だが、この時ばかりは違った。

「でも、会いに行かなければならないんです」

「メルテンシア嬢、自分の言葉の意味がわかっているか？」

　エドワードの瞳が冷たく光り、メルテンシアの顔を覗き込んでいるのがわかる。

「私、どうしたのでしょう？　どうしてもビアンカに会わなければならないって」

「……メルテンシア嬢、俺のことを見て。次にこの指を見ていて」

　エドワードの人差し指を見つめていると、先端に金色の光が集まり始めた。それが丸い球体になったかと思えば、パチンと弾けた瞬間にメルテンシアは肩の力が抜けたような気がした。

「メルテンシア嬢、大丈夫か？」

「は、はい。すみません……私の頭に誰かが命じているような、自分の意志でない何かに突き動かされているような感覚で」

「いや、すぐに気付いてあげられなくてごめん。どうやったのかはわからないが、ビアンカがメルテンシア嬢を呼び出そうとしているのはわかった」

「そう、ですよね。昨夜もそう思ったんです……」

「おそらく男爵が媒介になったのかもしれない。男爵の目を通して、メルテンシア嬢を悪魔に確認させたのかもしれない。ビアンカにとって、悪魔の力を使ってでもメルテンシア嬢を葬り去るつもりなら……そう考えればさっきのつむじ風が怪しいが、調べようもない」

　メルテンシアは情けなさで言葉も出ない。

（足手まといになってるだけ……あのビアンカに操られるなんて。手伝うなんて口ばっかりで情けない）

「メルテンシア嬢、自分を責めないで。そういう気持ちもあいつらが好む感情の一つだ。まずは堂々と俺の隣にいてくれればいい。そしてお互いに助け合わなければならない」

「どういうことですか？　私はただの足手まとい……」

「違う！」

　強い口調で、はっきりと否定された。メルテンシアはなぜか涙が溢れそうになってしまった。

「ごめん、きつい言い方をしてしまった。俺と一緒に陛下のところに行こう。この書庫は危険かもしれない」

　メルテンシアはその言葉に気付かされた。

（変……皇宮内は安全なはず。結界はもちろん、幾重にも魔法が掛けられていて）

　悪魔の気配が入り込む隙はないはずだ。

　考えられることはただ一つ。媒介としてメルテンシアにマーキングされたということだ。

（ということは、昨夜の男爵が？　いったいどうやって？）

　昨夜は男爵に触れることはなかった。それに傍にいたルドルフには何の異変もない。ルドルフやエドワードは訓練しているのもあり、耐性があるのだろう。

　メルテンシアは自分の課題を見つけると、いつも通りの平常心を取り戻し始める。

　二人は書庫を出て、すぐに陛下への謁見を申し入れた。陛下からはすぐに許可が下り、二人は執務室に通された。

「帝国の太陽に拝謁させていただきます……」

　メルテンシアの挨拶を陛下は手で制し、すぐにソファに腰を下ろすように言った。メルテンシアとエドワードは並んでソファに腰を下ろし、正面には陛下が腰を下ろす。

「ルドルフは一緒じゃないのか。二人の顔を見ると、やはりと……言うしかないようだな」

　陛下がそう言い、メルテンシアはどういうことかわからなかった。

「ルドルフは領地で確認すると言って、今朝発ちました。もうそろそろ到着して連絡が来るとは思いますが。それよりもやはりというのはどういうことですか？　何か心当たりがあるのですか？」

　エドワードが訊ね、陛下は大きくゆっくりと頷いた後で口を開いた。

「数十年前、中級悪魔が降臨した。が、その時は覚醒する前に討伐ができた。やっかいな予言を残してね」

　陛下は静かにそう話し始めた。

「近い将来、大悪魔ルーカスが降臨するだろう。ルーカスの目覚めは近いと予言して闇に消えて行った。悪魔は消滅することがない。闇の空間に封印され、時が来るまで眠りにつく。そして目を覚まし、弱くなった封印を解き放ち、外に出てくる。外に出てすぐにパートナーとなるべく人間を探し始める」

　陛下は淡々と話を続ける。

「すぐにパートナーが見つかるかどうかは時の運だ。戦争中であれば、火種はいくらでもある。パートナーといえば言葉は良いが、正確には悪魔の生贄に過ぎない。無限に広がる憎しみ、妬み、僻みを生み続け、それを餌に悪魔は力を蓄えていく」

　メルテンシアはその言葉を聞き、ビアンカが選ばれたのは妥当だと思ってしまった。ビアンカは小さなことでも妬む。それは幼い頃からそうだった。ケーキの大きさ、ビスケットの数、そんな些細なことも含め、ルドルフと仲良く絵本を読んでいるだけのメルテンシアの邪魔をするなど。些細なことをあげていけばきりがない。

「陛下がそのような話をされるということは、やはり悪魔の降臨を感じているということですか？」

　エドワードが質問し、陛下は頷いた。

「先日、ラムド男爵一家が謁見に来たときだ。二度目の謁見の時、彼らはあきらかに気配を消していた。そしてわずかだが、魔力がなかったはずの娘に変化があった。マナというよりは、核のようなものができていた」

「どういうことでしょうか。マナも魔力の核ではありませんか」

　エドワードがそう言い、陛下は頷いた。

「確かにそうだが、マナは生まれ持って持ち合わせているもの。彼女に対して核と言ったのは、明らかに生まれ持ったものではなくて最近になって核となるものを埋め込まれたものであると思ったからだ」

　陛下も難しい顔をしていた。

「それは悪魔と取引が行われた証、ですか？」

　メルテンシアはおそるおそる言葉にした。悪魔降臨の書にはそのようなことが書かれていた。

「取引は何回かにわけて行われることが多い。最初に選んだ人間に証を与え、その力を貪る。力を得られなくなったら別の人間に、もしくはその人間からもっと強い力を引き出すために取引が行われる」

「同じ人間相手に何度も取引が行われるのですか？」

　メルテンシアは驚き、声が少し大きくなってしまった。

「取引内容によるだろう。たとえば悪魔にとって些細なことであれば、それ相応の対価があれば取引は成立する」

　陛下は低い声でそう言い、それからメルテンシアに質問してきた。

「ラムド男爵の娘は、嫉妬心が強い。彼女の目的はどのようなことが考えられるのか」

「昨夜、男爵が邸宅に訪ねてきました。その時に、息子のジョルジュとわたくしが、そして兄のルドルフはビアンカと結婚するようにと」

　メルテンシアはそう言い、陛下は唸った。

「それに何のメリットがあるのだろうか。おそらく男爵は自分の意志で行動していないだろう。だから皇宮の礼儀も無視してあの時間に来たのだろうし」

「ではあの謁見の時にはすでに悪魔が彼女と取引をしていたというのですか？」

「おそらく。ただ取引にも種類がある。悪魔の求める力が娘にあるのか、娘が欲しがる力を悪魔が貸してくれるのか。お互いに利益があるかどうか確認しているところだろう。悪魔は本来の力からわずかな力を彼女に分けたのかもしれない」

「だとしたら、悪魔は狩り大会の時にジョルジュお兄様に手を貸すことはありますか？」

「取引すれば、手助けくらいしてくれるだろうな」

　陛下の言葉にメルテンシアは息をのんだ。

（だから十位以内と言ったんだわ。ジョルジュお兄様は狩りなんてできないだろうし、馬に乗れるかどうかもわからないのに、そんな条件を付けたのは悪魔との取引があるから？）

　悪魔と取引があれば、ジョルジュを十位以内に入れるのは容易いことだろう。

「陛下、ルドルフからの通信が来たのですが」

「ここで繋ぎなさい。領地の様子も知りたいから」

　陛下の許可を得て、エドワードが通信に出た。

『メル、エド……失礼いたしました。陛下、ルドルフ・ラムドが通信にてご挨拶を』

「必要ない。ルドルフ、領地の様子はどのようになっているのだ？」

　陛下が訊ね、ルドルフは切羽詰まったように切り出した。

『はい、こちらが見えるでしょうか』

　ルドルフの背後には山脈が見え、その高い頂の上空には赤黒い雲が渦巻き、時折雷のようなものが光っている。

『あの渦の中心から魔物が定期的に落ちてきていて、首都の方へと飛んでいきます』

「あの魔物はおそらく悪魔の餌だろう」

　陛下がそう言い、ルドルフは言葉を続けた。

『領地にはまだ被害はありませんが、結界がいつ破られてもおかしくない状態ではあります。そちらの状況はどうでしょうか？』

「おそらくビアンカが悪魔の最初の契約者だと思う」

　エドワードがそう言い、ルドルフは唸った。

「お兄様、男爵一家はビアンカによって悪魔に操られていると考えられると思います」

『ビアンカには魔力もないし、どうやって悪魔と契約を？』

「溢れる嫉妬心が餌となったのだろう。おそらく大悪魔ルーカスが契約をしている。ルーカスが完全覚醒してしまうと、手が付けられない。覚醒までには時間がかかると言われているが、どれほどの猶予があるのかはわからない」

　陛下がそう言い、ルドルフは考え込んでいるようだ。

「ルドルフ、何を考えているんだ？」

　エドワードの言葉にルドルフは頷いた。

『ビアンカの嫉妬心が原因だとしたら、矛先がメルに向かうだろうと考えていた。メルが危険だとわかっているのだが、今すぐ首都には戻れない』

「メルテンシア嬢は俺が必ず、守ってみせる。婚約者を失うわけにはいかない。すぐに戻れない理由は領地でも問題が起きているのか？」

　エドワードが詰め寄り、ルドルフは頷いた。

『もう一度、領地の結界を強化しようと思っている。それから書庫や書斎に何か手掛かりがないか、ビアンカが使っていた部屋も含めて探してみようと思って』

　メルテンシアはルドルフの顔を見つめ、それから言葉を紡いだ。

「お兄様、シェーンに話を聞いてもらえませんか？　シェーンはビアンカの専属メイドと仲が良く、ビアンカのことがわかるかもしれません。それにどこかに抜け出していたという話も聞いたことがあるので、どこに行っていたのか、行き先によっては手掛かりになるようなものがあるかもしれません」

『メル、わかった。そのビアンカ専属メイドは、タウンハウスの方に連れて行っているんだな？』

「はい、一緒に来ています。彼女以外にビアンカの面倒を見ることができないと聞いています」

『メル、ありがとう。侍従長は変わっていないのか？　タウンハウスでは見かけなかったが』

　ルドルフの言葉にメルテンシアは、言いにくそうに答えた。

「侍従長は首都に来る前の晩に男爵夫人から謹慎を言い渡され、おそらく地下に監禁されたのでは？」

『侍従長の謹慎か。理由は？』

「ビアンカと男爵夫人を侮辱したと聞いていますが、おそらく二人の八つ当たりか、癇に障ったのではないかと思います」

　メルテンシアが答え、ルドルフは頷いた。

『陛下、エドワード様、このことも踏まえて数日領地内で手掛かりの捜索に当たろうと思います。よろしいでしょうか』

　ルドルフが改まり、二人は頷いてくれた。

「ルドルフ、気を付けなさい。魔塔にも連絡を入れておく。おそらく彼らも気付いているはずだが」

　陛下がそう答え、通信を終わらせた。

「おそらくだが、悪魔の目というものが発動しているはずだ」

　陛下の言葉にメルテンシアもエドワードも首を傾げた。

「悪魔の目を使えば、契約者が見たいものをすべて見せてくれる。最初に目が現れ、悪魔の力が溜まってくると、耳、そして口と少しずつ増えていき、最終的には本体が出来上がる。今だとおそらく黒いトカゲのような姿で契約者の傍にいるのだとは思うが、探すのは困難だ」

　陛下が二人に説明してくれた。

「陛下はなぜそんなに詳しいのですか？　文献にも残っていない情報だと思いますが」

「悪魔に関する文献は、人の目に触れないようにしている。その文献を読んで悪魔を呼び寄せるものがいるかもしれない。ラムド家にあった悪魔降臨の書は、肝心なことが書かれていないはずだ。討伐の仕方や悪魔を呼び寄せる方法もなく、魔方陣を描いても悪魔は出てこない。なぜなら、あの書に記されているのは一部を加工し、悪魔を呼び起こすことがないように戒めとされているものだから。悪魔が降臨すれば、自分たちの命が脅かされ、恐怖の中で過ごさなければならないと書かれているはずだ」

　陛下にそう言われ、メルテンシアはホッとしていた。

「もう一つだけ、質問させていただいてもよろしいですか？」

　エドワードがそう言い、陛下は頷いた。

「先ほど、メルテンシア嬢と一緒に書庫にいた時、黒いつむじ風が攻撃してきました。さほど強いものではありませんでしたが、皇宮内の結界を破って入ってきますか？　それにメルテンシア嬢だけを狙ったような気がして」

「悪魔の目が発動しているのだろうな。おそらく彼女はお前たち二人の様子を見て、突発的な嫉妬心で攻撃した。それが黒いつむじ風となり、メルテンシアに襲いかかった。だが無傷なところを見ると、さほど強い魔力が発動したわけではなさそうだ。結界を破ったのではなく、結界の中に起こしたと考えた方がいい」

「そんなことが可能なのですか？」

「対象物がはっきりしていれば、その対象物だけを狙って発動するのも悪魔の力というものだ。とはいえ、はっきりと断言はできないが」

　陛下はそう言い、執務官が書類を持ってきたタイミングで二人は部屋を出てきた。

「エドワード様」

「うん、話は邸宅に戻ってからにしようか。それともどこかに食事をしに行く？」

「外で食事をする気分ではなくて。邸宅の結界も意味がないのでしょうか？」

「少し考えてから話したい。邸宅まで待ってもらってもいいか？」

「はい」

　メルテンシアも自分の考えをまとめたかった。

（ビアンカの嫉妬の対象が私だとして、彼女の目がすぐ傍にあるということ？　悪魔の目はどこまで見えるのかしら？　次は耳……今は会話が聞こえていないとしても会話を聞かれるようになったら、どうやって防げばいいの？）

　今後は会話も聞かれることになる。それがいつできるようになるのかはわからない。

　メルテンシアはエドワードと馬車に乗り込んだが、二人とも黙ったままだった。帰りの馬車から見えた町は、明るくにぎやかな雰囲気とは少し違った。誰かの言い争いの声が絶えず、活気というよりも喧騒という感じがする。これもまた悪魔の力が人々の心に憎しみを植え付けて、争いごとを増やしているのかもしれない。その小さな争いごとによって悪魔の力が増えると考えたメルテンシアはゾッとした。あっという間に悪魔の力が大きくなるのではないかと考えたのだ。

　邸宅に到着すると、メルテンシアは執事のデンバーに二人分の夕食の準備を頼んだ。

「エドワード様、地下でお話ししませんか？」

「地下？」

「はい、魔法石を作成するために魔法が多少暴走しても危険がないようになっている部屋があります」

「そういう意味か」

　エドワードが苦笑を浮かべ、メルテンシアは彼が考えたことが気になった。

「どういう意味で勘違いされたのです？」

「地下って言われると、どうしても牢獄のイメージがあって……」

「まさかエドワード様、監禁されるとでも？」

「メルテンシア嬢に監禁されるなら、嫌とは言えないだろう」

　エドワードの言葉にメルテンシアは笑顔を見せた。

「やっと笑顔を見せてくれたね。俺は君の笑顔のためなら監禁されても構わないよ」

「エドワード様がそんな冗談を言うなんて思わなかったので……不謹慎ですよね、笑うなんて」

「いや、不謹慎なんてことはない。むしろ笑顔は悪魔が嫌うんじゃないのか」

　エドワードの言葉にメルテンシアは少しだけ考えてから言葉にした。

「笑顔は幸せの象徴だからですか？」

「ああ、暗い感情とは逆のもの……俺たちが陰の空気に惑わされるわけにはいかないからな」

　一緒に地下の作業場に下りると、エドワードが話しはじめた。

「さて、今までの話を整理してみようか」

「そうですね。でもわからないことのほうが多いですが」

「確実とまではいかないが、現状ではビアンカという女性に悪魔が寄生している。それは間違いないだろう」

「はい、おそらくそういうことになると思います。ビアンカの嫉妬心は主に私に向けられているということ、彼女が嫉妬心を燃やせば悪魔の力が増えて強くなり、醜い嫉妬心で私に攻撃を仕掛けてくる可能性が高いことです」

「つまり、悪魔の目はメルテンシア嬢を監視している、ということになる。先ほどのつむじ風は俺がメルテンシア嬢の唇を奪ったことで、一時的に嫉妬心を煽ってしまったことによるものだと考えられる」

「陛下の執務室で話している時にも、悪魔の目は近くにあったのでしょうか」

　メルテンシアはそう尋ね、エドワードは唸った。

「皇宮の執務室は特別な魔法で守られていると聞いてはいるが、悪魔の目の気配を感じられるようにしたい。今もきっと見られているんだろうけど」

「魔塔に問い合わせてみますか？」

「それは俺が手配しておく。メルテンシア嬢、つむじ風に吹き飛ばされたが、どこかに痛みはないか？」

「はい、大丈夫です。つむじ風を吸い込んだ後、ビアンカに絶対に会わなければならないと思わされたというか」

「一種の催眠効果だろうな。メルテンシア嬢には耐性がない。そして俺とルドルフにとって一番の弱点ともいえる人物……悪魔はそのことに気付いているだろう」

「私、足手まといになってばかりですね」

「君を守りたいからこそ、俺とルドルフは厳しい訓練にも音をあげずに耐えてこれたんだ。君がいなければ、今の俺たちはない。だから一緒に戦ってほしい」

「わかりました。私もお兄様とエドワード様の力添えができるように頑張ります」

「俺が守ってやるって言ってあげたいんだけどね……メルテンシア嬢の力がどうしても必要なんだ」

「エドワード様に何度も助けてもらっていますわ。だから私のことも……その、頼ってもらえるようになるまで努力します」

　二人は互いの手を握り合い、そして額を擦り合わせる。少しだけ目が合うと、エドワードが唇を重ねてきた。テーブルを挟んで唇を重ねるのはもどかしく、エドワードは立ち上がってメルテンシアの隣に座った。

「メルテンシア嬢、こちらに来て」

　エドワードに引っ張られるようにして、メルテンシアは彼の膝の上に座った。そしてまた二人は唇を重ねた。今度のキスは先ほどまでの重なるだけのキスではなかった。

　エドワードの舌がメルテンシアの唇を優しく押し開くと、前歯の隙間から滑り込んできた。舌を探られながら絡められ、メルテンシアは息ができなくなった。手でトンッとエドワードの胸を叩いて、自分から唇を離した。

「悪かった……あの、メルテンシア嬢、もう嫌がるようなことはしないから」

「ち、違いますっ！　嫌だとかそういうのではなく……ただ、息ができなくて苦しかっただけで」

　メルテンシアは頬だけでなく耳も熱く、エドワードの顔が恥ずかしくて見られない。

「鼻で呼吸するんだよ」

　耳元でエドワードに囁かれた瞬間、彼の唇がまた重なった。重なった瞬間、ためらうことなくエドワードの舌が滑り込み、絡められる。メルテンシアは彼の舌に誘導されるように舌を動かしているつもりだった。

「んっ、あっ……んんっ」

　吐息が零れ、その声が恥ずかしくなった。それでもエドワードの舌はメルテンシアの口腔内を蹂躙した。そしてゆっくりと二人の唇は離れた。

「好きだ。いや、愛している」

「私も」

　そう答えたメルテンシアは自身の言葉に一番驚いていた。それほど素直に口を衝いて出てきたのだ。そして実感した。エドワードのことを好きになっていることに……。

「私も、エドワード様と一緒にいたくて、その、えっと……好きです」

　言葉にすると、自分の気持ちがはっきりとした。

「ありがとう、君を大切にすると誓う」

「私もエドワード様を大切にします」

　メルテンシアがそう答え、エドワードがぎゅっと抱きしめてくれる。それだけで安心できた。

「妙だと思わないか？」

「はい、今……気付きました」

　メルテンシアはキスに夢中で気付いていなかったが、これだけ二人で抱き合ってキスもしたのにビアンカの嫉妬は爆発しないようだ。

「エドワード様、何か魔法を使っていますか？」

「いや、今は特に何も」

「先ほどのつむじ風の影響でしょうか」

　ビアンカはもともと魔力を持っていない。その耐性がない状態で、あの程度の魔法でも使えば負担がきてもおかしくない。

「可能性としてないとは言えないが……この部屋が魔法に耐性があることも関係があるのかもしれない」

「皇宮よりも手薄だと思うのですが」

「確かに。もしくは悪魔の目を使うのも体力が必要なのかもしれない」

「わからないことが多すぎますね」

　メルテンシアはそう言いながら、エドワードの胸に顔を押し当てた。

「メルテンシア、君は本当に可愛い。無防備な姿は俺にだけにしてくれ」

　その言葉の意味がよく分からなかったが、メルテンシアは頷いていた。

　その後、夕食の準備ができたとデンバーに呼ばれて、二人はダイニングルームで食事を済ませる。時折、空中で視線が絡むだけで、メルテンシアは照れてしまう。

　夕食が終わってすぐにデンバーが声を掛けに来た。

「お嬢様、こんな時間にお客様がいらしております」

「約束はしていないと思うのだけど、誰かしら？」

「ジョルジュ様でございます」

　デンバーの言葉にメルテンシアは息をのんだ。

「用件は聞いているのか？」

「内密に話したいことがあると伺っております。ルドルフ様に面会を申し込まれましたが、あいにく外出中だと申し上げますと、お嬢様でも構わないと。いかがなさいますか？」

「わかったわ。エドワード様も同席します。それからデンバー、お願いがあるの」

　メルテンシアはそう言い、デンバーが頷いてから口を開いた。

「先に飲み物を用意して、それを出したら全員仕事を終わらせて部屋に戻らせてほしい。もちろん、デンバーも」

「お客様のお見送りはしなくてもよいのですか？」

「ええ、構わないわ」

　メルテンシアはそう言い、エドワードと二人でジョルジュに会うことを決めた。

「おそらくジョルジュお兄様も操られている可能性があります」

「その可能性が高いだろう。どうするつもりだ？」

「用件を聞き、その後で判断します」

　メルテンシアはそう言うしかなかった。

　応接室でメルテンシアはジョルジュと会うことになった。いつもならジョルジュはおどおどしていて、落ち着きのない様子が目立つはずなのにこの日は違った。

　堂々と大きな身体をソファに沈め、くつろいだ様子で座っている。メルテンシアとエドワードが部屋に入っても、立ち上がる素振りもなかった。

「ジョルジュお兄様、こんな時間にどのようなご用件ですか？」

「メルテンシア、こんばんは。この時間じゃないと人目につくからな」

「どういうことですか？」

「家族の目を盗んで会いに来たんだ」

　ジョルジュはいつもと違って堂々と言葉にしていた。その雰囲気の違いにもメルテンシアは違和感を覚えた。

「ご家族の目を盗んで会いに来るなんて、ジョルジュお兄様らしくありませんね。何かあったんですか？」

　メルテンシアはゆっくりと言葉にしながら、ジョルジュの様子を窺っていた。エドワードは何も言葉にしないが、メルテンシアの隣に座って話を聞く姿勢を見せている。

「ビアンカが変だ。それに父上も母上も変なんだ」

「変と言われましても……私にはどうすることもできませんわ。私はあなたがたと十数年、顔を合わせていません。日常の姿を知らないも同然ですから」

　メルテンシアはそう言い、ジョルジュは首を横に振った。

「あのタウンハウスに移動させられてから、みんな変になっていくんだ！　メルテンシア、ルドルフ兄様から何か聞いていないのか？　あのタウンハウスはなんだか寒くて、暗い……そして怖い」

　ジョルジュの言葉に疑問を抱きながら、メルテンシアはどう答えるか考えていた。

「なあ、メルテンシア、お前はなぜこんな時間まで皇子と一緒にいるんだ？　ルドルフ兄様がそんなことを許すはずがない！」

　メルテンシアが何かを言いかけると、それを遮るかのようにジョルジュは言葉を続けた。

「メルテンシア、お前も変わったのか。僕のことを好きだって言っていたじゃないか」

「そんなことを言った覚えはありません」

「忘れるなんてひどい女だ。あれは君が四歳の誕生日を迎えた頃だった。ルドルフ兄様も僕のことも好きだと言っただろう」

　メルテンシアは考え込んだ。そんなことを言っただろうか。そもそもルドルフとジョルジュが一緒にいることなどあっただろうか。もしあったとしたら、そこにはビアンカが必ずいるはずだ。

「頼むよ、メルテンシア。僕だけでいい。あのタウンハウスから逃がしてほしい。あそこにいると頭が割れるように痛くなって、ほら今も誰かの声が聞こえるだろう？」

　ジョルジュはそう言いながら耳を両手で抑えていた。

「ジョルジュお兄様、その誰かの声は何か言っているのですか？」

「確かに聞こえるのに、でも何を言っているのかはわからない」

　ジョルジュは両手を耳から少し離すと、そう言った。

　そして大きな身体を数回揺らすと、今度は違う声色で話し出した。

【お前が……そうか。お前か。まだ本当の力を知らないようだな。先にお前を食うか】

　メルテンシアはその地の底を這うような声に震えが止まらなくなった。

【今夜は諦めてやる。だが……ああ、いいことを思いついた！　楽しみに待っていろ】

　謎めいた言葉を吐き出すと、ジョルジュはふらふらと部屋を出ていき、そのまま邸宅を出て行った。

「先ほどの声はジョルジュお兄様ではありませんでした」

「おそらく、彼に悪魔が入り込んでいたのだろう。彼女が今は使えないのか、それとも彼も悪魔にとって媒介として役に立つと判断したのか」

「とても恐ろしい声でした」

「うん、あれが世界にはびこり、そして囁かれたら民衆の心はどうなるのか想像できない争いが起きそうだ」

「街で見かけるいざこざは悪魔の仕業ですか？」

「おそらく悪魔のささやきがあるのだろう。いざこざが起きれば、悪魔の餌となり、また力を蓄えることになる」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは考え込んだ。

「悪魔の本体を見つけなければいけませんね」

「メルテンシア、悪魔の本体とはどういうことだ？」

「文献では悪魔の本体は覚醒するまで、どこかで眠っているらしいのです。本体から一部分を使い、化身となって餌を吸収すると」

　それもどこまでが本当なのかはわからないが、ラムド家の書庫で見つけた文献にはそのようなことが書かれていた。

「それが黒いトカゲのような姿、ってことだな。本体はある程度、力が溜まらないと動けないのかもしれない」

　エドワードはそう言い、二人は冷めたお茶を飲んだ。

「俺はルドルフの部屋を使うように言われているから、何かあったら叫んで」

　メルテンシアは頷き、自分の部屋に戻った。その夜、メルテンシアは何度も目が覚めた。心臓が早く打ち、呼吸が苦しくなるかと思えば、急に寒気がしてブルブルと震えて眠れなくなった。

　メルテンシアは震える身体をどうにか起こすと、ガウンを手に取って羽織った。そしてゆっくりと部屋を出て、ルドルフの部屋のドアをノックした。

　すぐにドアが開き、エドワードはメルテンシアの顔を見ると何も言わずに抱きしめてくれた。

「大丈夫だ。俺が傍にいるから……眠るまで傍にいるよ」

　メルテンシアを部屋に連れて行き、ベッドの傍にいてくれた。手を繋いでもらうと、メルテンシアはようやく安心して眠りにつくことができた。

　翌朝、目が覚めたメルテンシアはエドワードの姿がないことに寂しさを覚えた。すぐに着替えを済ませて、ダイニングルームに向かった。

「おはようございます、エドワード様。昨夜は……その、ご迷惑をお掛けしました」

　メルテンシアはダイニングにいるエドワードに頭を下げた。

「おはよう、メルテンシア。頼ってくれて嬉しかったよ。それより昨夜は何かあったのか？」

「わかりません。寝ていたつもりですが、恐怖に震えてしまったような……怖さのあまりに呼吸がうまくできなくなったような」

「悪魔の影響かもしれないな」

「エドワード様には影響がなかったのですか？」

「俺は特に……ただ、メルテンシアを見て、悪魔の声はこう言っただろう？　本当の力って。それって何のことだろう？」

「私にもわかりません。私が何の力を持っていて、何か彼らの不利になるのでしょうか？」

「力に気付く前に食べてやるって言っていたな。でもそれよりもいい方法があるのか、何かを思いついたようだが」

「おそらくビアンカが喜ぶ方法でしょうね」

　メルテンシアはそう言い、あの声を思い出すだけで震えが止まらなくなる。

「いや、彼女の嫉妬心を満たす方法かもしれないな。彼女が喜ぶよりも憎しみや嫉妬心を煽ったほうが悪魔の力となるんだから。とりあえず、ルドルフに報告をしようと思っているんだ。まずは朝食を食べてから通信してみよう」

　エドワードにそう言われ、メルテンシアは素直に頷いた。

　朝食後、ルドルフとは通信が取れなかった。通信具の故障なのか、悪魔の仕業なのかはわからないが、妨害されていることはわかる。

「お兄様は無事でしょうか」

「無事に決まっているよ、ルドルフだ。帝国が誇る第一騎士団の副団長だからな」

　エドワードが力強くそう言ってくれたが、メルテンシアは不安が募るばかりだった。二人は皇宮の書庫へと移動した。

「光の魔法使い、闇の魔法使いについて、知ってるか？」

　エドワードが唐突に質問し、メルテンシアは頷いた。

「はい、光の魔法使いは現在、魔法使いと呼ばれる人たちのことで、闇の魔法使いはいわゆる悪魔と呼ばれる存在です」

「確かにその通りだが……それは一般論だな。光の魔法使い、これは主に白魔法を使い、保護の役割を持つもの。治癒や癒しなどの魔法が得意な者だ。闇の魔法使い、こちらは主に黒魔法を使い、攻撃魔法が得意とする者と分かれていた。それとは別に悪魔が存在していて、悪魔に打ち勝つために聖女が生まれ、闇の魔法使いと光の魔法使いが融合して七色の魔法使いというのが生まれたんだ」

「申し訳ありません、勉強不足で」

「いや、メルテンシアが答えてくれたような一般論しか、普及させていないから知らなくても当然のことだ。それで今日はメルテンシアとルドの家系を知りたいと思って」

「家系ですか？」

「ああ、わかっていることだけでいい。教えてもらえないだろうか」

　エドワードに言われ、メルテンシアは頷いた。

「はい、まずは両親ですが……父はラムド家の長男で幼い頃から魔力が強く、よく魔法が暴走してしまうほどだったと聞いています。そこで幼少期から定期的に魔塔で魔法の習得をしていたと。母とは魔塔で知り合って結婚したらしいですが」

「うん、どうしたんだ？」

「そういう話だとしか聞いていないのです。本人からは一度も聞いたことがなくて」

「ああ、そうだろうな」

　エドワードがそう言い、メルテンシアの手をぎゅっと握ってくれる。

「メルテンシアはまだ幼かったから、両親との思い出も少ない。だから俺が一番の思い出を作ってあげなきゃいけないんだってルドがよく言っていたから」

「お兄様はいつも私のことを一番に考えてくださって、ご自分のことは後回しで……申し訳なくて」

「ルドはずっとそうやって言っていたからね、妹大好きすぎて変だとかいろいろ言われてもいた。だけどルドは俺の妹は本当に可愛くて、大切だから俺の気持ちがわかるやつ以外、認めないって。万が一、ルドを笑っていたやつがメルテンシアに惚れても、認めることはないって宣言した後で、まあ惚れるくらい可愛いから、その前に会わせるつもりはないけどってね、口癖のように言っていたよ」

「私も同じ気持ちです。お兄様のお相手は私が認めた人じゃないと無理というか……でもきっとお兄様がお選びになる方は、私が認めざるを得ない人だと思うので」

「ルドの想いを知っていて、それでも俺はメルテンシアに会いたくて……会わせてもらいたいってお願いしたんだ」

「どうしてですか？」

「単純に君たち兄妹が羨ましかったのと、前にも言ったけど……二人が通信しているところを見ていて、ルドのことを想ってそしてその想いに応えようとしているメルテンシアが俺のことを想ってくれたらどんなに幸せな気持ちになるか、そんなことを考えているうちに直接会ったこともない君に惹かれていた」

　メルテンシアは少しだけ微笑み、エドワードの手をぎゅっと握った。

「話を続けてもいいですか？　エドワード様」

「あ、ああ、家系だったな。メルテンシアとルドの母親は魔塔出身者ということか？」

「いえ、それがよくわからないのです。母が父と魔塔で出会う前のことは聞いたことがなくて……ただ男爵夫人が言うには、身分も低く魔塔出身者がラムド辺境伯の妻には相応しくないと言っていましたが」

「魔塔出身者が必ずしも身分の低い人とは限らない。そのようなことを言う者の方が知識もなく卑しいと思ってしまうが……実はメルテンシアの魔法についてちょっと疑問を感じたんだ」

「どのようなことでしょうか？」

「七色の魔法使い、とも少し違うような気がしてね。ルドとは少し違う属性を持つ七色の魔法使いなのかもしれないが」

「ええ、何か気になりますか？」

「メルテンシアは癒しや治癒などの防御魔法、回復魔法のほうが強いのではないかと思ったんだ」

「魔力が安定していないので、わからないのですが」

「うん、それを踏まえて考えているのだが、メルテンシアは聖女の血を引いているんじゃないかと」

　エドワードの言葉を聞き、メルテンシアは目を丸くして驚き、言葉にならなかった。

「本来なら聖女は神殿にて神聖力を高め、その力を惜しみなく使う存在だが……バランドール帝国では神殿の力が弱く、教皇や枢機卿というのも名ばかりのもの。聖女はその血筋があるということから、魔塔で保護されることが多くなっていた。もしかしたらメルテンシアの母君は聖女だったのではないかと。もしくは聖女候補という認定を受け、魔塔で保護されていた可能性が高いのではないかと思ったんだ」

「聖女が魔塔で育ったというのですか？」

「神聖力を高める場所がなく、魔塔で預かっていることもあるらしい。そこで父君と出会い、二人の魔法の力と神聖力が融合してラムド辺境領は豊かな土地を維持できたのではないかと考えられないだろうか」

「ですが、魔塔で聖女の力を育めるものでしょうか？」

「俺も魔塔の内部事情はわからないが、現状の腐敗した神殿よりは得るものがあったと思う。おそらく陛下がこの件に関しては知っているだろうと思うが」

「私もそう思います」

　二人はその件について事実を確かめることはできず、月日だけが流れていた。その間に首都の空は混沌とした色に染まり、太陽の光さえも届かなくなった。人々の間では諍いや争いが絶えず、騎士たちが駆り出されることも増えていた。

　メルテンシアはエドワードと過ごす時間が増え、彼と一緒に過ごしながら魔法の使い方を学んでいた。エドワードとは唇を重ねるキスや、深いキスをするようになり、朝と寝る前には彼とのキスが日課になりつつあった。メルテンシアは唇を重ねるごとに、エドワードの気持ちを感じるように自分の想いも彼に伝えているつもりだ。

　メルテンシアの魔力は制御ができるようになったが、兄のルドルフからの通信は途絶えたまま、三週間が経とうとしていた。

　その日は朝から土砂降りで雷が鳴っていた。

「この時期にこんな雷雨があるなんて、これも悪魔の仕業だろうか」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは彼に尋ねた。

「首都ではこの時期に雨が降ることはないのですか？」

「ああ、この時期は晴天が続き、時々小雨が降る程度だ。穏やかな気候だが……領地は違うのか？」

「いえ、そういうわけではありません。この時期は晴れている日が多く、雪解け水が貴重な資源となる時期です。ただ時々、突然の雷雨というのはありますけど」

　メルテンシアは邸宅の窓の傍に立ち、その隣にはエドワードが寄り添っていた。エドワードがメルテンシアの肩を優しく抱いてくれて、二人の間に沈黙が流れると唇が重なる。

「ルドはいつ首都に戻ってくるのだろうか」

「お兄様が戻ってきてから、陛下と面会の約束ですが」

　皇帝陛下も忙しいらしく、三人一緒にそろってから話がしたいと言われた。何もかも悪魔に妨害されているような気がしてしまう。

　そんな話をしている時だった。この土砂降りの中、予期せぬ人物が突然やってきた。

「お嬢様、お客様がお見えになっています」

「誰とも約束をしていないと思うわ。こんな天気の日に、いったい誰が来たの？」

　デンバーの言葉に、メルテンシアは振り返ってから答えた。

「ラムド男爵とそのお嬢様、ビアンカ様でございます」

　デンバーがそう告げ、メルテンシアは息をのんだ。エドワードを見つめ、それから二人は互いに頷き合った。

「デンバー、二人に伝えてちょうだい。ほかにお客様がいると伝えて、用件を聞いてほしいの。もし用件を言わないようであれば、今日は帰ってもらって」

　メルテンシアはそう言い、デンバーがまた玄関ホールに戻っていく足音を聞いていた。

「エドワード様、帰ると思いますか？」

「いいや、用件は直接伝えねばならないことだとか言って、何時間でも待つと言うと思う。メルテンシア、どうするつもりだ？」

「何時間でも待ってもらおうと思っています。その間に夕食も済ませるつもりです」

「来客は？」

「エドワード様ですよ。私に会いに来てくださっているのは本当ですもの」

　メルテンシアがそう言って微笑み、エドワードもまた顔を綻ばせる。二人は抱き合い、そして唇を重ねていた。

　次の瞬間、禍々しい空気が二人を包み込み、メルテンシアはすぐに光のバリアを張った。

「メルテンシア、上手に魔法を使えるようになっているね」

「ありがとうございます。これもエドワード様のおかげです」

　デンバーが戻ってきて、難しい顔をしてメルテンシアに報告をした。

「男爵もビアンカ様も何時間でも待つと申しておりますが」

「わかったわ。デンバー、二人を玄関ホールで待たせておいて」

　メルテンシアはそう言い、エドワードと一緒にいつもと変わらない時間を過ごす。そして夕食を済ませたメルテンシアは、デンバーを呼んだ。

「二人のお客様の様子はどう？」

「変わらずに待っていらっしゃいます」

「わかったわ。デンバー、飲み物を用意して応接室に通してあげて」

　メルテンシアはエドワードと一緒に応接室に行くことを決めた。

「メルテンシア、どうするつもりなんだ？」

「話があるというので、用件を聞くつもりです。それとお互いのためにも時間稼ぎができたらと思っています」

「時間稼ぎ？」

「悪魔はビアンカか、男爵の身体に憑依して操っていると考えられます。本体はおそらくラムド領地のどこかにあると思います。お兄様が目星を付けるのが先か、それとも本体に力が宿るのが先か」

「それでルドがなかなか戻ってこないのか」

「通信が妨害されているのもその影響だと思います。もしかしたら、戻ることを阻まれているのかもしれませんが」

「ルドなら打ち勝てる程度の魔力だからな」

「ええ、そこで今度はどんな理由を付けて会いに来たのか、聞こうと思います。来週には狩り大会が行われると思いますし」

　メルテンシアはそう言いながら、エドワードと応接室に入った。応接室に入ってすぐ、エドワードがメルテンシアにも光のバリアを張ってくれた。

「お待たせして申し訳ありません、男爵」

　メルテンシアはそう言いながら、腰を下ろした。隣にはエドワードが寄り添うように座り、二人は男爵とビアンカのどちらが先に口を開くのか待っていた。

「随分と遅い時間まで客人がいたのだな」

　男爵がそう言い、メルテンシアは言葉にした。

「夕食に招待していたので、遅くなっただけです。ビアンカも社交活動を始めて忙しいのではないでしょうか。夕食会やティーバーティーに招待されたり、招待したりと準備も大変ですよね」

　メルテンシアの言葉に男爵もビアンカも表情一つ変えることなかった。

「それで男爵、ご用件はなんですか？　こんな遅い時間までお待ちいただいて、話さなければならないほど重要なことですよね」

「ああ、とても重要なことだ。メルテンシアとジョルジュの結婚の日取りが決まったんだからな」

「私とジョルジュお兄様の結婚ですか？　ありえないことを言われましても」

　メルテンシアは普段ならこのような物言いはしない。男爵とビアンカを前に強い口調で話すことなどしてこなかった。もっとも男爵一家と顔を合わせることもなかったからだが、メルテンシアは今回はわざと強気に出ていた。ビアンカが不気味なほどおとなしいのが気になる。ビアンカの動向を探るためでもある。そのためには男爵もしくはビアンカが発する言葉にヒントがあると思っている。

「何があり得ないのだ？　もう日取りも決まっているし、会場も決めてきた！　来週にはルドルフも顔合わせで来てもらわなければならない。ルドルフにもそう伝えよ」

「お兄様を呼び戻すには皇帝陛下の勅令が必要です」

　メルテンシアはそう言い、男爵の言葉を待った。

「どちらにせよ、結婚は決まっているのだ。身内に祝われたくないのならそれでも構わない」

　男爵がそう言った直後、エドワードが低く冷たい声を放った。

「その男を不敬罪で捕らえよ！」

　エドワードの命令にすぐに騎士たちが男爵を取り囲んだ。こんなこともあろうかと男爵が居座った直後に、エドワードが自分の団員を数名、呼び寄せておいたのだ。

　じりじりと騎士たちが男爵に近付いた時だった。突然、騎士たちが天井近くまで吹き飛ばされて、床に叩きつけられた。

「何をするんですかっ！」

　メルテンシアが声を張り上げると、ゆらりと宙に浮いたビアンカはニタニタと不気味な笑みを浮かべていた。

「メルテンシア、あんたの我儘ももう終わりだってことよ。あんたはジョルジュお兄様と結婚するしかないの。それをわからせてあげるわ」

　ビアンカの言葉と同時にメルテンシアの周りの空気がビリビリと振動を始めた。

「メルテンシア、俺の傍から離れるなよ」

　メルテンシアはエドワードにしっかりとしがみついた。次の瞬間、エドワードは攻撃魔法を使った。ビアンカには雷を落とした後で強風によって窓を開けて邸宅の外に追い出した。続けて男爵も同じように風を使って邸宅の外へとあっという間に追い出すと、窓をきっちりと閉めてくれた。

　その直後、邸宅に雷が落ちたかのような振動が起きた。

「な、なんですか？」

「おそらくビアンカの魔法が暴走したのだろう。外に出るのは危険だ」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは頷いた。

「デンバー！　邸宅にいる人をみんな地下に案内して避難していて」

「かしこまりました」

　デンバーに使用人たちを任せると、メルテンシアはエドワードと一緒に二階に向かった。二階のテラスから外を見ると、真っ暗闇に包まれた首都は街灯の明かりさえも消えている。街のあちこちには小さな突風が渦を巻き、真っ暗闇の空には時折雷が光っている。

「いつの間に、こんなにも禍々しい空気で首都が覆われてしまったの？」

　メルテンシアはぶるぶると震えながら言葉にした。

「あいつらもバカじゃないってことだろうな。水面下で準備してきて、このタイミングで力を出し始めたというところか」

　エドワードがメルテンシアの肩をしっかりと抱き、二人は暗闇に目を凝らしていた。

「ビアンカはどこにいるのでしょうか」

「さあ、あの闇に溶け込まれているとしたら厄介だな。こっちからは手出しができない」

「どうしましょうか？」

「朝になったら皇宮に移動しよう。まずは応接室に転がった騎士たちの手当てをしようと思う」

「私も手伝います」

「うん、メルテンシア、今夜は俺の傍にいてほしい」

　応接室で騎士たちの手当てをしていると、今頃になってメルテンシアの手が震え始めた。

「メルテンシア、無理しなくていい」

　エドワードが優しくそう言い、メルテンシアを抱きしめてくれた時だった。大きな音を立てて玄関から誰かが入ってきた。

「メルっ！　エドっ！　どこにいるんだ？　無事かっ？」

　ルドルフの声にメルテンシアは立ち上がって、すぐに応接室のドアを開けた。

「お兄様っ！」

　ルドルフの姿を確認するとすぐにメルテンシアは飛びつくように抱きついた。

「メル！　エドも。無事だったんだな」

　メルテンシアをぎゅっと抱きしめながら、安心したかのようなルドルフの声が響く。

「お兄様こそ、連絡がなくて心配していたんです」

「すまなかった。通信が使えなくなったことは気付いたんだが……」

「それよりも、何かわかったか？」

「ラムド領の山脈の上にどうやら本体が眠っているだろうということは」

　ルドルフがそう言い、そしてメルテンシアをもう一度強く抱きしめた。

「それから、メル……お前は聖女の生まれ変わりかもしれない」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは驚いたが、エドワードは違った。

「やっぱり……そうか」

「うん、母親が聖女の力を持っていたことまではわかったんだ。聖女の力を目覚めさせるためにはどうしたらいいのか、それさえわかれば」

「やはり手掛かりは皇宮にあるだろうな。陛下が何かを知っているに違いない。皇宮に行くしかないな」

　エドワードがそう言い、ルドルフは頷いた。

「ビアンカは今、何回目かの覚醒に入ったと思う。覚醒段階によって力を付けていくのだと思うが」

「今は何段階目かわからないですよね」

　メルテンシアがそう言い、ルドルフは頷いた。

「お兄様に何があったのか、教えていただけませんか？　お兄様がこんなにも震えているなんて」

　抱きついているメルテンシアはルドルフの震えを感じていた。寒さで震えているのとは違い、まるで何かに怯えているかのようだ。

「……ルド、お前たちの仲の良さは理解しているつもりだが、そろそろ俺の婚約者から離れてほしいな」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは照れ笑いを浮かべた。

「そうだな。まずはお互いの状況を把握しようか」

　ルドルフもそう言い、三人は応接室のソファに腰を下ろした。なぜかメルテンシアを真ん中に座らせ、両脇にルドルフとエドワードが座った。二人の手がメルテンシアの片手ずつを包み込み、優しく握ってくれている。

「メルとエドは危険なことはなかったか？」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアはかいつまんで先ほどまで男爵とビアンカがいたことを伝えた。

「そうか……まずは領地だが、首都よりも悪魔の影響が少ない。もっとも上空は暗闇に包まれていて、その中を浮島が動いているように見えた」

　ルドルフがそう言い、メルテンシアは驚いた。エドワードは唸りながら、口を開いた。

「その浮島っていうのは簡単に言えば、上空に島があるってことだろう？　そこに本体が眠っていると考えられるのか？」

「おそらくそうだと思う。渦巻く空の合間に見えただけだから、ただの島なのか、それとも島の上に城が建っているのかそれはわからない。ただ隠そうとしているのは明らかだったから何かを守っていると考えて間違いはないだろう」

　ルドルフも考えながらそう答え、メルテンシアはゆっくりと口を開いた。

「動いているということはどこかに向かっているということですか？」

「おそらく首都の上空に向かっているのだと思う。もしくはそろそろ到着していて、ビアンカはそこに吸い込まれたのかもしれないし」

　憶測でしかないその話にはこれ以上の発展がなかった。

「お兄様はどうやって戻ってきたのですか？」

　メルテンシアの言葉にルドルフは震えながら頷いた。

「さっきも言った通り、領地は祈りの塔の結界で守られていて、被害は特になかった。そして温室に行ってきたんだ。温室の祭壇でメルが備えた水と女神像を拝んできた。メルが備えた水は枯れることなく、そして濁ることもなかった。聖水だとわかったんだ。メルの魔力を注いだ水が聖水になるということ、つまりメルには聖女の力があるということだ」

　ルドルフは一気に話し、その事実を突き止めた瞬間、メルテンシアが危険だと感じたらしい。

「聖女は悪魔にとって天敵と言ってもいい。やつに気付かれる前にメルを守らなければと思ったんだが」

「ルド、悪魔には気付かれてしまった。メルテンシアが聖女であること、そしてまだその能力に気付いていないと」

　エドワードがそう言い、ルドルフは目を見開いた。

「それで悪魔は何と言ったんだ？」

「今のメルテンシアを食ってやろうか、それともそうだ、もっといい方法があると言ってその時は消えた。今夜もメルテンシアに会いに来たのは、聖女の力を得たのかどうか確認だったのかもしれない」

　エドワードが頭の中を整理するように言葉を紡ぐ。

「もしかしたら、悪魔本体の覚醒が近く、メルテンシアの聖女の力の進捗を調べたのか……ということか」

　ルドルフがそう言い、頭を横に振った。

「俺はすぐに首都に向かったが、カンバルの町までしか移動ゲートが使えなかった。仕方なく馬で首都まで戻ってきたのだが……悪夢の霧の中を抜けてきたようだ。あれは夢というよりも生々しい現実で、何度も絶望を味わいながら……」

「どんな悪夢だ？」

　ルドルフの言葉にエドワードが気になったようだ。

「メルが悪魔の生贄になるんだ。ぐったりとしたメルは悪魔……と言っても黒い影のような化け物が抱きかかえていて、それを追ったエドはお前の大剣で背後からビアンカに貫かれ、俺はどんなに近くに行きたくても行けなくて……悪魔の手でメルが意識のないまま穢され、殺されて行く様を見せ続けられた。まるで近い未来の暗示のように、同じシーンを何度も何度も。繰り返されるうちに俺は少しずつ諦めてしまうんだ。いまさら、俺が行ってもどうにもならないんじゃないかって」

　ルドルフの両目からは大粒の涙が零れ落ち、メルテンシアは何も言えずに兄の顔をジッと見ていた。

「すまない。情けないが、あんな生々しい状況は現実だと思ってしまうくらいだった。それでも俺のこのブローチが光をさして進むべき道を示してくれた。俺は何度も現れるその悪夢から目をそらせないまま、気が狂う思いで馬を走らせた。ようやく邸宅にたどり着いたところだよ。どれくらいの日数がかかったのか、何が起きたのか。眠ったつもりはないが、眠っていたのか。それさえもわからなくなって」

「お兄様、そのブローチはお母様の形見です。お母様がお兄様を守ってくださったんですね」

　メルテンシアはそう言いながら、兄の手をぎゅっと握った。ルドルフの気持ちを考えると涙が溢れそうになり、言葉が震えてしまった。

「悪魔はルドを足止めしたかったんだろうな。そんな絶望を見せ、足をとめさせて首都に入れるのを拒んだ。つまり、悪魔にとってルドは危険な人物だということになる」

「エドワード様、おそらく違います。お兄様が首都に入られると困るのは、ビアンカが言うことをきかなくなるからだと思いますわ。過去にも悪魔は首都を焼き払おうとしていました。悪魔はこの首都を焼き払い、自分の帝国を作りたがるということは、お兄様が首都に入ってきて焼き払おうとしてもビアンカに邪魔されてしまいます」

「つまり、ビアンカはまだ悪魔にとって必要だと？」

　ルドルフが驚いたようにそう言い、エドワードは理解できたと言わんばかりに頷いた。

「おそらく、ビアンカが悪魔の子孫を残すまでは必要とするでしょう」

　メルテンシアは震えながら、そう答えた。

「やはり時間が惜しいな。こんな遅い時間だが、皇宮に行ってみよう」

　ルドルフの意見にメルテンシアもエドワードも賛成した。エドワードの瞬間移動魔法を使って、三人は皇宮の中に移動した。








　第五章　再会と別離









　おそろしいほど静けさの漂う皇宮には、近衛兵はおろか、侍従や執事など人一人、見当たらなかった。

「エドワード、ここは謁見の間の控室だな？」

「ああ、執務室をイメージしたのだが、そこには飛べなかったようだ」

　エドワードがぎりっと奥歯を噛み、メルテンシアを引き寄せる。

「誰もいない不気味さがあるが、陛下がすべての人を安全なところに閉じ込めたのだろうか」

　エドワードの言葉にルドルフは息を吐いた。

「そう信じるしかないだろう。執務室に行くか」

　三人は扉を開けて、薄暗い廊下を突き進むことにした。しゅるしゅると蔦が伸びてきて、エドワードはすぐにメルテンシアを抱きかかえた。

「メルテンシア、気を付けて。触手だ！」

「触手？」

　メルテンシアは聞きなれないその言葉に驚き、エドワードにしがみつく。

「ルド、走るぞ」

「わかっている」

　ルドルフが触手を焼きながら道を作るが、すぐに追ってくる蔦に二人は走りながらメルテンシアを庇う。

　どうにか執務室のドアの前に来ると、そのドアをノックもせずに開けて三人は滑り込んだ。

「やはり、来たか」

　陛下の声にルドルフとエドワードは息を整えながら、メルテンシアを床におろしてくれた。陛下と皇后、それとは別に二つの影が見えた。執務室も薄暗く、時折雷の稲妻が窓を明るく照らす。

「まさか！」

　ルドルフがそう言った瞬間だった。メルテンシアはその二つの影に向かって走りながら、叫んだ。

「お父様っ！　お母様っ！」

　ルドルフもメルテンシアを追いかけるように二つの影に走り寄る。大きく成長した息子と娘を抱きとめるようにして、四人の影が重なり合った。

「どういうことだ？　二人の両親は亡くなったはずじゃ……」

　戸惑うエドワードは一人、ドアのところで立ちどまった。

「ルドルフ、メルテンシア……立派に育ってくれたね」

「お父様」

　メルテンシアは泣きながら抱きつき、そして母親と父親の顔を見比べていた。

「やっぱり、生きていらしたんですね、父上……母上」

　ルドルフの言葉にエドワードは驚きを隠せずにいた。

「どういうことだ？　やはり生きていたとは……」

「まずは座りなさい。夜明けまでに話さなければならないことが山ほどある」

　陛下がそう言い、メルテンシアとルドルフはエドワードと一緒に三人掛けのソファに腰を下ろした。二人の両親は目の前のソファに座り、皇后と陛下は執務用の椅子に腰を下ろした。

「ラムド領には領主となるために聖女の妻を選ばなければいけないしきたりがあった。男爵夫人も聖女となる資格を得た女性の一人だった」

　皇帝陛下がそう言い、誰もが固唾をのんで聞いていた。

「帝国の神殿は腐敗し、神聖力はほぼ皆無となっていた。そんな折、聖女の育成に魔塔が力を貸してくれるようになった。もちろん腐敗した神殿の再興を目指すためもあったんだが……」

「ここでラムド領のお恥ずかしいお家事情が絡んでくるのです。ラムド家はもともと魔力の強い一族で、その土地柄ともいえるのでしょう。そしてあの辺境の地を悪魔、魔族などから守るためにも強い結界を張る必要上、危険なこともあり特別待遇がいくつかある家でした。一つは爵位の問題。特に大きな功績がなくとも男爵という爵位を貰えるので、弟は勉強も鍛錬も嫌いでその男爵という地位に甘んじるつもりだったようです。当時は辺境伯という地位には目もくれず、自由気ままに暮らしておりました」

　ルドルフとメルテンシアの父親は話し始め、少しだけ息を吐くと言葉を続けた。

「弟が男爵領を手に入れ、私は辺境伯の後継者として帝王学を学びつつ、領地の治め方を父から学んでいた時です。魔塔で育った聖女がいると伝えられたのです。その一人を弟が奪い、無理矢理蹂躙して嫁に娶った。その女性との間に一年後に子供が生まれるのですが、死産でした。私はもう一人の聖女を妻として娶り、そしてルドルフとメルテンシアを授かりました」

　父親の話はゆっくりと進んだ。

　当時、男爵夫人は魔塔で聖女として鍛錬を積んでいた。ラムド辺境伯の妻になるために、努力を惜しまなかったのだという。そんな彼女の努力も夢もすべて踏みにじったのは男爵だった。

　彼は力づくで魔塔から夫人を奪い去った後、凌辱して嫁にした。その時、聖女としての力を憎しみという感情によって消してしまったらしい。

「弟は欲しいものは力づくで奪うことを覚えました」

　その後は何かとあれば今度は聖女の力を持ったメルテンシアたちの母を狙うようになったらしい。

　そればかりかまだ幼かったメルテンシアにも目を付けていたというのだ。

「そんな折、男爵領がうまくいかなくなったのでしょう。辺境領を欲しがるようになり、弟は私たち二人を殺す計画を立てました。そこで私たちはその計画が成功したと思わせる必要があることに気付きました」

　父親がそこまで言葉にした後で、陛下が言葉を引き継いだ。

「その策略を持ち出したのは儂だ。近い将来、大悪魔ルーカスが蘇る。その時に必要なのはこの二人だと思っていたからだ。ラムド男爵の計画は安易なもので、男爵が雇った馭者を酔わせるとすぐに崖下に転落するという話を聞き出した。その崖がどこなのか、事細かに馭者が話してくれて、その計画を我々は利用することになった。二人が死んだことにして力を蓄えてもらおうと思っていたのだ」

「しかしながら、計算外のことが起きた」

　父親は苦痛に満ちた顔をしていた。

「従者、馬、そして自分たちの命を守るほか、暗殺しようとした者たちの記憶操作の魔法、それらをすべて最小限の魔力でやらなければならなかった。大きな魔力を使えば、弟に気付かれてしまう可能性がある。結果的にはどうにか成功したが、妙な魔力の使い方をしたせいか、魔法の力がうまく作用しなくなってしまった。私たちのマナは一時的に縮こまり、今度はその魔力を溜めて、力を増幅させる必要があった」

「そのため、長い年月をかけて二人は隠れなければならなかった。伝承では悪魔を呼び寄せるのも討伐するのもラムド家だった。討伐するのがこの二人なら、呼び寄せるのは男爵だと儂は考えていたのだ」

　陛下がそう言い、ルドルフが口を開いた。

「でも、両親が死んだと偽装しなければいけない理由にはならないですよね」

「わかっておる。男爵がラムド辺境領に入り、そこで満足すればルーカスが蘇らないと思っていた」

　陛下の言葉にルドルフは首を横に振った。

「実際には男爵夫人とビアンカの醜い嫉妬の方が大きかったと思いますが」

　ルドルフの言葉を否定したのは、母だった。

「違うわ。彼女は必要以上にルドルフとメルテンシアに自分の子供たちも夫も近付けないようにしてくれていたの。ジョルジュは少し違ったけど、ビアンカは特に父親の血を強く引いたようでね、幼い頃から欲しいものは手に入れないと気が済まない性質だったのよ。そのためにあの子たちとは違うと言い聞かせ、遠ざけようとしてくれていたのだけど」

「それがビアンカの神経に触ったんでしょうね」

　メルテンシアはそう言い、母のことを見つめていた。

「特にビアンカはルドルフのことを好きになっていたの。おそらく本人も気付かないほど幼い頃から、ルドルフだけが特別だと思い込んだみたいなのよね。だからルドルフがメルテンシアを想う気持ちさえも羨ましくて、それさえも奪いたいと思うようになっていたのよ」

　母がそう言葉にした。

「父上も母上も隠れて生活しなければならなかったのに、俺とメルのことを随分よく知っているのはなぜですか？」

「陛下の目を使ったからだ。陛下は帝国中に魔法の目を持っている。そしてそれを映像用の水晶に映し出せるようにして、私たちに渡してくれたんだ。だから二人の成長は見守ってきた。メルテンシアが質素な食事を我慢し、弟の家族とは一切触れあうこともなく過ごしてきた時間も、ルドルフが惜しみなく努力を続け、勉強にも剣術にもそして魔法使いとしても鍛錬を怠らなかったことも、すべて見させてもらっている」

「さて、そろそろ時間が来る。悪魔は本体になったとしても影のように揺らめくものだ。そしてルーカスは聖女との間に子孫を残したがった唯一の大悪魔」

　陛下がそう言い、エドワードが疑問を投げかけた。

「影のような本体でどうやって聖女、肉体を持った女性と関係を持って子孫を残そうとしているのです？」

「肉体は人間を借りる。そして肉体を繋げ、悪魔の核を入れると文献にはあるが、成功した例はない。その瞬間、聖女は力を失い、人として生きていられるかどうかもわからない」

　陛下の言葉にエドワードは大きく首を横に振った。

「そんなことはさせません。私にとってメルテンシアは生涯唯一の女性です。絶対に守ります」

「エドワードよ、そなたのその強い気持ちが裏目に出ないことを願っている」

　陛下にそう言われ、エドワードは首を縦に振った。

「もうすぐ悪魔の居城が見えてくるはずです。居城が見えたら、悪魔の力がある程度戻ってきた証拠。そして分身である黒いトカゲのようなものが本体に取り込まれる頃合いです。分身と本体が一緒になってから攻撃を仕掛けます」

　ルドルフとメルテンシアの父親がそう言い、窓の外をジッと見つめていた。

「エドワード、武器庫から必要な武器と黄金の弓矢を持っていきなさい。ルドルフも剣が必要なら持っていきなさい」

「待ってください、陛下。メルテンシアはまだ聖女として力が目覚めていないはず」

　ルドルフがそう言葉にすると、父親が首を横に振った。

「ルドルフ、メルテンシアは目覚めているよ、とっくの昔に。彼女は生まれた時から聖女の力を持っていた。ただ彼女の場合は、幼い頃からお前たちの母によって聖女の力を抑え込まれていた。それが無意識に彼女の力を抑え込む力となり、解放するタイミングを待っているだけだ。今、解放されているのは部分的ではあるが、段階的に必要なタイミングで解放されていくはずだ。彼女は希代の聖女として生まれてきた……この時に合わせてね」

　父親が優しく説明し、メルテンシアは首を横に振った。

「でも、悪魔は目覚めていないと言っていました。わたしもそんな強い力は……」

「メルテンシアは守るものが多ければ多いほど、力が強くなる。悪魔が目覚める前と言ったのはおそらくお前が力を抑えていたから、気付けなかった部分もあるはずだ」

　父親の言葉にメルテンシアは納得せざるを得なかった。

「私は何をすればいいのです？」

　自分の役割がわからない。このまま一緒にいては足手まといになるのではないかと不安が募る。

「メルテンシア、あなたは防御に徹していて。みんなを守るのがあなたの役目よ」

　母がメルテンシアを抱きしめると、その場にいた全員が立ち上がった。それぞれが思い思いの武器を手に取る。

　ルドルフはレイピアを手にし、父親はソードを手にした。皇帝陛下は王酌、そして母は魔導士の杖、エドワードは大剣と黄金の弓矢を持っていた。メルテンシアは何を選んでいいかわからなかったが、導かれるようにプラチナのステッキを手にした。ステッキの手持ちのところには大きなサファイアがいくつもはめ込まれていた。

「では、皇宮の屋上へと行こうか」

　陛下がそう言ったと同時に、全員が瞬間移動で屋上へと向かった。皇后だけは執務室に残ったようだ。全員で固唾をのんで時を待つかのように、混沌と濁った空を見つめていた。

「来るぞ！」

　陛下の声が響き、メルテンシアはステッキをぎゅっと握った。自分の胸の前で構え、空を見据えていると、ルドルフの言っていた通り島が空に浮かんでいた。

　島の上には真っ黒な城が建っている。

「あの中にビアンカがいるのですか？」

　メルテンシアは驚き、そう声をあげた。

「おそらく城の中で覚醒したのだろう。何回目かの取引が行われたに違いない」

　陛下はそう言い、島が近付いてくるのを見ていた。島は皇宮のすぐ上で止まった。それを待っていたかのように、皇宮に蔓延っていた触手が一気に島へと伸びた。

「メルテンシア！」

　エドワードがしっかりとメルテンシアを抱き寄せ、触手が迫ってくるのを防いでくれた。しかし触手は何度も執拗にメルテンシアを狙い、エドワードの隙を狙ってメルテンシアの身体に巻き付こうとしていた。

　何かの呪文のようなものが上空から響くと、触手は突然エドワードとメルテンシアに巻き付き、あっという間に島に向かって伸びあがってしまった。皇宮の屋上からは島の上に何があるのかはわからない。蔦のような触手に遮られ、確認することができなかった。

「きゃああああ！」

「メル！　エド！」

　ルドルフの声が随分遠くの方から聞こえ、メルテンシアは足元を見た瞬間に意識を失いそうになった。

「メルテンシア、大丈夫だ。俺が一緒にいるから」

　エドワードがそう言ってくれたが、二人は腕を動かすこともできない。

　二人は島の上にどさりと投げ出され、エドワードはすぐにメルテンシアを抱き寄せる。

「ふんっ！　余計な皇子様が付いてきたわね」

　二人の目の前に現れたのはビアンカだった。彼女の顔色は悪く、目は血走っていて正常ではないことがうかがえる。ビアンカは宙に浮き、そして島の中央には城が建っていた。薄気味悪い雰囲気が漂う城は廃墟のようで、誰かが住んでいたとは思えなかった。

「ビアンカ、今度は何をするつもりなの？」

　メルテンシアは声を張り上げた。

「何をするつもりかって、そんなの決まっているじゃない。準備ができたのよ、メルテンシア」

「準備？」

　メルテンシアはエドワードにしがみついた。憎悪の感情がぴりぴりと伝わってきて、痛いくらいだった。

「俺が一緒だと不都合なのか？」

「不都合よ。でも……見届け人が必要だから、皇子様にはそれになってもらおうと思って」

「どういう意味だ？　何を見届ければいいんだ？」

　エドワードが聞き返すと、ビアンカは醜く笑った。

「まずはそうね。ルドルフお兄様がもう少しでこちらに来るわ。ルドルフお兄様と私、そしてジョルジュお兄様とメルテンシアの合同結婚式と初夜の儀式を行うの。皇子様はそれをしかと見届けてくれればいいわ」

　ビアンカは高く笑いながら、そう答えた。

「寝言なら寝て言え！　戯言ならその空っぽの脳みその中だけで吐いておけ！　ビアンカ」

　鋭い言葉を吐きながら、ルドルフもやはり触手に捕らわれて島へとやってきた。

「ルドルフお兄様、もうすぐ私と結婚するんです。そして初夜の儀を行うわ……」

【そう！　これで忌々しいラムドの結界は消え、この世界はわれのものとなる！】

　ビアンカのすぐ後ろからジョルジュが現れる。彼の気配は今まで感じなかった。ジョルジュの口から吐き出された声は彼のものではなかった。

「エド！　黄金の矢でジョルジュの心臓を射ぬけ！」

　ルドルフがそう言い、エドワードは瞬時に弓矢を構えると黄金の矢をジョルジュの心臓に向けて放った。その矢に向かってルドルフの魔法が放たれると、瞬きする間もなくジョルジュの心臓に矢が刺さった。

「メル、浄化の魔法を使え」

　ルドルフにそう言われ、メルテンシアはステッキの先端をジョルジュに向けて浄化の魔法を放った。

　ジョルジュにぶつかると虹色に光り、彼の意識は完全に失われたかのように目を閉じた。

「メルテンシア！　なんてことをするの。あなたの大切な夫になる人なのよ」

「ビアンカ、いい加減にしろ！」

　ルドルフが強力な光魔法をビアンカにぶつけたが、彼女は少しよろめくだけでメルテンシアに近付いてくる。

　メルテンシアも浄化魔法や光の魔法、炎や水の魔法など次々とぶつけてみるが、ビアンカはびくともしない。

　メルテンシアは思わず、後ろに下がった。そこへエドワードがメルテンシアの前に立ちはだかり、大剣をビアンカに突きつけた。

「それ以上、近付くな。俺の大切な人に指一本触れさせるわけにはいかない」

「私だって、メルテンシアを傷付けるつもりはないわ。だって大切なお嫁さんだもの。メルテンシアがジョルジュお兄様と結婚したら、ラムド家の忌々しい災いがなくなるらしいの」

　ビアンカはそう言うと、大口をあけて笑った。

「ねえ、どういうことかわかる？　メルテンシア！　あんたは忌み子だったの！　あんたがラムド家の災いなのよ」

「違うわ！　ビアンカ、あなたは操られているのよ」

　メルテンシアが声を張り上げても、ビアンカに通じることはなかった。

「ビアンカ、お前が災いだよ。お前はこの世で一番、やってはいけない罪を犯しているんだ！」

　ルドルフが説得を試みるが、ルドルフの言葉にも耳を貸す様子がない。

「ルドルフお兄様まで、メルテンシアに洗脳されているのね……可哀想に」

「ビアンカ、お兄様に近付かないで」

　メルテンシアは炎の塊をビアンカにぶつけてみたが、彼女は傷ひとつつかない。

（どういうこと？　悪魔に守られている？　でも悪魔が守ってくれるなんてありえる？）

　メルテンシアがそんなことを考えていると、突然、ルドルフが叫び声をあげた。

「お兄様っ！」

　ルドルフの身体には触手が巻き付き、首を締めあげていた。

「やめて、やめさせてよ、ビアンカ！　お兄様が」

　蒼褪めて叫ぶメルテンシアに、ビアンカは冷ややかな声で答えた。

「だってルドルフお兄様、言うことをきかないんだもの。そんな人には罰が必要なのよ」

　ビアンカの瞳は濁り、誰かに言わされているかのように棒読みだった。

「それにまだあんたは必要だからね。あんたも生かされているって気付いた方がいいわよ」

　ビアンカは濁った瞳でメルテンシアを睨みつけた。その迫力にメルテンシアは恐怖を覚えた。

「メルテンシア、俺から離れないで」

　エドワードに腕を掴まれたメルテンシアは、その腕を振りほどいてルドルフの傍に行こうとしていた。

「エドワード様、お願いします。お兄様を……お兄様を助けてっ！」

　そう叫んだメルテンシアの身体が黄金色に光り、そして無数の光の筋を四方八方へと矢のように飛ばした。

「きゃあああ！」

　光の筋がビアンカに当たると、彼女の大きな身体を遠くへと跳ね飛ばした。ルドルフを締め上げていた触手の力が弱まり、ルドルフがそこから抜け出すと地面に膝をついた。

「ゲホッ……ゲホッ……」

　咽るルドルフにメルテンシアが走り寄った瞬間だった。今度はメルテンシアがラムド男爵によって捕らえられた。男爵がどこから現れたのか、誰も気付くことがなかった。彼の気配はなく、生い茂った蔦の中に身を隠していたのかもしれない。

「ぐっ……うぅ……」

　男爵の左腕がメルテンシアの細い首を締め、右腕を後ろに回されて拘束される。その力は強く、メルテンシアの足が地から離れた。

「メルっ！」

「メルテンシア！」

　エドワードが大剣を振り上げ、男爵の方へと走り込んだ瞬間だった。エドワードの身体をつむじ風が包み込み、吹き飛ばした。

　ゆらりゆらりと身体を揺らしながら、ビアンカが近付いてきた。その瞬間、エドワードとルドルフはまた触手によって、拘束されてしまった。

「本当に厄介者たちは、邪魔しかしないわね。ねえ、ジョルジュお兄様はどうなったの？」

【奴はダメだ。完全に意識が飛んでしまっていて、使い物にならない】

　ラムド男爵の口から違う声が響き、メルテンシアは震えあがった。

「残念ね、メルテンシア。せめてジョルジュお兄様と結ばれたほうがいいと思ったのだけど……お父様の身体で我慢して」

「ど、どういうこと？」

「わからない振りをしなくてもいいのよ。あなたの身体が必要なんですって。今日から一年近く、目障りなあんたを生かしてあげる」

　ビアンカは大きな口を開けて笑っていた。

「ねえ、メルテンシア。あなたはどっちがショックかしら？　私がルドルフお兄様と結婚するのと、あの皇子様と結婚するの……ふふふ、そうね。皇子様を奪われる方がショックよね」

　楽しそうに笑うビアンカにメルテンシアは蒼褪めた。

「どういうつもり？　ビアンカ」

　かぼそい声で訴えても、迫力は出ない。

「そういうことよ。あんたは私からいろいろ奪ったけど、私があんたから奪えたものは何もなかったの。ねえ、あんなにキスを頻繁にするほど……皇子様のことを慕っているのよね？」

「や、やめて……ビアンカ」

「皇子様の唇をまずは私が奪ってあげる」

　ビアンカが指を鳴らすと、触手は捕らえたエドワードをビアンカの目の前に跪かせる。エドワードの顎先を太い指で掴み、ビアンカはにたりと笑った。

「やめろ！　お前なんかに触れられたくない」

　エドワードは嫌悪感を露わにした。

「自分の立場がわかっていないのね、皇子様」

　ビアンカが指をパチンと鳴らした瞬間だった。メルテンシアのドレスがかまいたちの風のようなもので切られていく。

「きゃああっ！」

　メルテンシアが叫び、エドワードは大きく身体を動かしてメルテンシアの元へと行こうとしたが、動けば触手が身体をきつく締め付ける。メルテンシアのドレスには細かい傷ができ、下着がちらちらと見えている状態だ。

「ああ、皇子様もメルテンシアの身体が見たいの？　安心していいわよ。ここでメルテンシアはお父様の身体を使って、最高の快感を味わうことになるんだから」

　ビアンカが笑いながらそう言い、メルテンシアには恐怖しかなかった。

（嫌よ、絶対に。男爵なんかに触れられたくない）

　どんなに抵抗しても身体を揺らすのが精一杯で、男爵の拘束から抜け出せない。

「やめろ、ビアンカ。俺が欲しいんじゃなかったのか？」

　ルドルフがそう言うと、ビアンカはにたりと笑った。

「ルドルフお兄様、時間稼ぎなら無駄よ。さあ、まずはメルテンシアの儀式から始めましょう」

　ビアンカのその声を合図に、城の中へと強制的に三人は引きずり込まれた。城の中は何もない空間だった。男爵が指を鳴らすと、黒い大理石でできた祭壇が現れる。祭壇の上に横にされたメルテンシアは腕と足に触手が絡み、身体を起こすこともできなかった。

（頭の中にビアンカの声が響いてきて、気持ち悪い。あの子の声なんて今は聞きたくもないのに！）

　メルテンシアの頭に直接響くビアンカの恨み言は、どれもが彼女の自分勝手な思い込みによるものだ。

『メルテンシアなんていなくなればいい！』

『ルドルフお兄様もあの子に騙されているのに、気付かないなんて愚かだわ』

『男を誑かす才能だけは、受け継いだようね……お母様、今こそあなたの恨みを晴らしてあげますわ。そうすればお目覚めになるでしょう』

　続けざまに流れてくるビアンカの声に、メルテンシアは疑問を抱いた。

（男爵夫人が倒れた？　意識を失っているということ？）

『メルテンシアがお父様とお兄様を誘惑して、毎晩あんなことをするから！』

　ビアンカのその言葉をきっかけにメルテンシアの脳裏に映像が流れた。それはラムド辺境領の自分の部屋だ。豚のような丸い身体をもつ黒い塊が二つ、見えた。メルテンシアはどうやら裸のようだが、丸い二つの塊に覆われて、甘い声をあげていることしかわからない。

「やめろ！　お前の汚い妄想を垂れ流すな」

　ルドルフの声が響き、メルテンシアは息をのんだ。

（お兄様にもこの声や映像が流れているの？　もしかしてエドワード様も？）

　メルテンシアは確認したくても二人の姿は視界に入っておらず、唇をぎりっと噛みしめた。

「さあ、始まるわよ。準備はいいかしら？」

　ビアンカはニタニタと笑いながら、天井近くにふわりと浮いた。それと同時にエドワードとルドルフも天井近くに触手に引っ張り上げられた。

　三人に見下ろされたメルテンシアは、ルドルフとエドワードの目が見開かれているのに気付いた。

「ふふ、これからメルテンシアの儀式を始めるわ。お父様の身体を使って大魔法使いルーカス様が、彼女の中に入るの。そして結合が終わると、大理石の下にある本来の肉体が使えるようになって、メルテンシアは命を授かるまでルーカス様と一体になるのよ」

　ビアンカの説明によると、メルテンシアが横になっている大理石の下には悪魔の本体があるということになる。ルドルフとエドワードが驚いている様子から、おそらく悪魔の本体が見えているのだろう。

「愚かなビアンカ、あなたが信じている大魔法使いは悪魔だってことにまだ気付かないのね」

　メルテンシアは冷たく言い放った。

「メルテンシア、強がっていられるのも今のうち。さあ、皇子様……メルテンシアが愉しむところを見ながら、私と愉しみましょうか」

　ビアンカがひゅっと風のように早く動くと、エドワードの首に腕を巻き付ける。

「この唇でメルテンシアを惑わせたの？　それともメルテンシアに惑わされてくちづけを何度もしたのかしら？」

　にたりにたりと笑いながら、ビアンカの太い指がエドワードの唇に押し当てられた。

「やめろ！」

　エドワードは身動きもできず、魔法も使えないようだ。この城に閉じ込められた瞬間、メルテンシアも自分の魔法が一度も発動できずにいる。

　男爵の身体がのっそりと祭壇の大理石へと上ってきた。メルテンシアの足を手で触れながら、上に覆い被さってくる。

「い、いやっ……来ないで」

　逃げたくてもメルテンシアは顔を背けることもできなかった。行動のすべてが触手によって抑え込まれてしまう。

　その時だった。

　ドカーンッと凄まじい音を立てて、城の入り口が吹き飛ばされた。真っ白な光が暗闇を切り裂くように入って来た瞬間、触手の力が弱まった。その隙にメルテンシアは魔法で風を起こし、ルドルフは雷の魔法を使ってビアンカを床に落とした。

　エドワードは男爵のすぐ後ろに降り立つと、彼を祭壇から投げ飛ばした。

「メルテンシア、大丈夫か？」

　エドワードがすぐにメルテンシアを抱き起してくれて、逞しい彼の腕の中に閉じ込められる。すぐに大理石から降りようとしたメルテンシアは、息をのんだ。メルテンシアが横になっていた天面はガラスになっていて、中の様子が見える。

　城の入り口を破壊し、入ってきたのは皇帝陛下とメルテンシアの両親だ。

「どういうこと？　どうして叔父様と叔母様が？」

　ビアンカは驚いたようだったが、その理由を説明されることなく、ルドルフの炎の魔法をぶつけられてそのまま気を失ってしまった。

　男爵も祭壇の下で意識を失うと、彼の口から大きな黒いトカゲが這い出てきた。黒い大きなトカゲが隠れようとして光の届かないところへと動き始めた。

　そのトカゲは金色の鎖で捕獲されると、皇帝陛下と父親が大理石の下を覗き込んで頷き合った。

【ヤメロ……サワルナ……】

　弱々しい声が響くが、父親は金色の鎖で拘束したトカゲを大理石の下へと押し込んだ。そこには真っ黒な人の形をしたものが揺らめいていた。

　大理石の下はまるで棺のようになっていて、また金色の鎖が現れると大理石をぐるぐるに巻いた。

「またしばらく眠ってもらうことになる。できれば、永遠に眠っていてほしいのだがな」

　陛下はそう言った。

【永遠？　バカなことを言うな。すぐに目を覚まして、今度こそこの世界すべてを破壊してやる！】

　トカゲは必死に悪態をつくが、皇帝陛下は何も言い返さない。

「ルドルフ、エドワード、そこの三人とメルテンシアを連れて、すぐに皇宮に向かいなさい」

　陛下の言葉にメルテンシアは嫌な予感がした。それでもルドルフとエドワードはその命令に従うようだった。

「待って、お兄様、エドワード様」

「待てないよ、メル。俺にもわかっている」

　ルドルフの声もわずかに震えていた。

「メルテンシア、ルドルフ、お前たちは私たちの誇りだ。立派に育ってくれてありがとう」

　父の声が響き、メルテンシアはエドワードの腕から逃れようとした。

「二人ともずっとずっと会いたかったわ。最後に会えて、本当によかった。幸せになってね」

　母の言葉にメルテンシアは涙が溢れ、言葉にならなかった。どうにかして二人の元に行かなければと思ったが、その願いも虚しくエドワードの瞬間移動で皇宮に戻ってきてしまった。

「いや、戻して……せっかく会えたのに！　やっぱり生きていたのに！」

　泣きじゃくり、エドワードの腕の中で暴れるメルテンシアだったが次の瞬間絶望と共に座り込んだ。

　メルテンシアを支えるエドワードと、すぐ近くでこぶしを握りしめて涙をこらえるルドルフとともに上を見上げると、空に浮かんでいた島は雲の上まで上がっていき、見えなくなった。そして空気がビリビリと振動を始めると、大きな爆発音がした。

「嘘、嘘よ……」

　ドサッと音がした方向を見ると、皇帝陛下が悔しそうに倒れていた。

　皇帝陛下一人しか姿がないのを確認したメルテンシアは、すべてを悟ったような気がしてショックのあまり意識を失ってしまった。

　その後、ルドルフは丸二日間、メルテンシアは丸四日間眠っていたようだ。エドワードは丸一日休んだ後で、毎日ルドルフとメルテンシアの部屋を訪れていたという。

「メル、ようやく目覚めたか」

　メルテンシアが目を覚ました時には、ルドルフとエドワードがホッとしていた。

「お兄様、エドワード様」

「メルテンシア、どこか痛みはないか？」

　エドワードの言葉にメルテンシアは首を横に振った。

「メル、皇帝陛下がすべてを説明してくれるって、明日……一緒に皇宮に行こう」

「お兄様、お父様とお母様はやはり、戻られていないんですね」

「……どういうことなのか、陛下にすべてを聞くつもりだ」

「ビアンカたちはどうなったんです？」

「それも明日、ゆっくり話そう。メルテンシア、まずは食事にしようか」

　エドワードがそう言いながら、優しく微笑んでくれた。その微笑みに何か隠されているような気がして、メルテンシアは落ち着かなかった。

　翌日、ルドルフと一緒にメルテンシアは皇宮に向かった。

（こんな短い期間に何度も皇宮を訪れる女性はいないと思うわ）

　メルテンシアは皮肉交じりにそんなことを思った。

　皇宮の謁見の間ではなく、陛下の執務室に通されたメルテンシアは両親の姿を目で探してしまう。やはり二人の姿はなく、泣かないように奥歯を強く噛んだ。

「帝国の太陽……」

　ルドルフがそう言葉を掛けると、陛下が手で制した。

「挨拶はよい。二人とも座りなさい。じきにエドワードもやってくるだろう」

　陛下も憔悴しきった顔をしていて、メルテンシアは自分だけが辛かったのではないと気付いた。よく見れば、ルドルフの顔も疲弊している。少し遅れてやってきたエドワードの顔も疲れの色が隠せていなかった。

「では話すとしようか。これは今後、悪魔が降臨した時に必要な知識だと思いなさい」

　陛下はそう前置きをすると、ゆっくりと話し始めた。

「まずは伝承から話さねばならない。この帝国が創建されて間もない頃、まだラムド辺境領はどこの国にも属さない地域だった。というのも、どの国もあの山脈を含めた地域を欲していたのだが、人が入って統治できる状態ではなかった。霧のように立ち込める、一息でも吸ってしまえば即死というほどの禍々しい瘴気に覆われていたと。そこで帝国や近隣の国々はある条件を出したのだ。あの地域を治めた者が属する国にその地域を明け渡す。手付かずの山脈には珍しい鉱石や宝石が眠っていると信じられていたのもあり、どの国も躍起になって人を送っていた。その中で、ラムドの一派が一人の女性を連れて、その地域に足を踏み入れた。当時のラムドは魔法剣士と呼ばれる地位を持ち、女性は神殿の女神と呼ばれていた。神殿の女神が祈りを捧げ、土地を浄化しながら足を進めると、そこには禍々しい生物が生息していた」

　陛下はゆっくりと息を吐き、それからまた言葉を続けた。

「見たこともない生物と、人のかたちをした化け物が住んでいたのだ。それがのちに悪魔とか魔物とか呼ばれるようになるのだが、魔法剣士ラムドの剣は魔法を剣先に溜め、そしてその土地に一撃を食らわせた。魔物と悪魔はその強烈な一撃に恐れをなして高い山脈の頂上付近まで逃げたとされる」

「陛下、それはどの文献に載っているのですか？　建国の歴史書にも載っていないかと思うのですが」

　ルドルフが難しい顔をして陛下に質問した。

「これは皇室で受け継がれる建国の話だ。このようなことがあり、犠牲になったものがいるという皇室だけが語り継げる。ラムドにも同じような伝承がある。今となってはラムド側の伝承は受け継ぐものがいなくなってしまったが……」

「それは語り継がれるだけで、文献にはないということですか？」

　エドワードの言葉に陛下は頷いた。

「そうだ。文書にして残してはいけないとされている」

「それで山脈に逃げた魔物たちはどうなったのですか？」

　ルドルフが身を乗り出して、陛下に続きを求める。

「それからしばらく数十年……悪魔も魔物も山の頂上で大人しくしていた。様子を見ていたのだろう。女神が祈る際に使っていた塔がラムド家の土地にある祈りの塔、彼女が祈れば土地は浄化されて豊作が約束された。そんな彼女を称えて作られたのが女神の像だ。それ以降、ラムド家には魔法剣士と呼ばれる魔法と剣の達人が生まれるようになり、神殿でも浄化魔法の得意な巫女をラムド家に嫁がせるというしきたりが生まれた。今で言えば七色の魔法使いと呼ばれるルドルフも剣の使い手だし、メルテンシアのような聖女の力を持つ女性がラムド辺境伯領を守ってきたということだ」

「それでも悪魔は数年に一度、降臨するのはなぜですか？」

「数年、数十年に一度、悪魔は力試しのように山脈から下りてきたようだ。ラムドの土地が欲しいと言うよりはこの全世界を手に入れたくて、自分たちの力を目覚めさせようとする。だがそれもすべてラムドの魔法と聖女の力で妨げられていた」

　陛下の話に三人は耳を傾け、固唾をのんで続きを待っていた。

「下級悪魔は何度か征服をもくろんでみたが、叶わないことに気付いたのだろう。自分たちよりもより強い悪魔を目覚めさせ、世界を混沌とさせようと画策を始めた。もちろん我々も常に戦ってきて、ついには大悪魔ルーカスを呼び覚ましてしまうのだが。ルーカスはただ目覚めただけでは力がない。覚醒させるために試行錯誤していたのだが、その覚醒に必要なのが聖女だった。聖女を穢し、悪魔の子を宿すことでルーカスはその子供に転移する。そして覚醒させるということを思いついたが、一度も成功したことがない。聖女を穢す前に聖女の力によってルーカスが封印されてしまうからだ」

　陛下は一度言葉を区切ると、メルテンシアを見つめた。

「メルテンシアが生まれた時、希代の聖女だと二人の両親から報告が上がった。その時からルーカスの覚醒が近いのではないかと、準備はしてきたつもりだった。メルテンシアの聖女の力を抑え込み、ルーカスに気付かせないようにするために守ってきたつもりだった。ラムド夫妻は二人の子供たちが類稀な力を持っていることに気付いていて、相談に来ていたのだ。そして二人を守るために、二人は命を懸けて修練する必要があった。十数年、そなたらに会えないことを選び、二人は血のにじむような努力を怠らず、この日に備えてくれたのだ。本当ならもう少し早く再会して、親子の時間を過ごさせてやりたかったのだが。二人もその時間を心から願っていただろう」

　そう言った後で、陛下はゆっくりと息を吐いた。

「どちらにせよ、犠牲をだしてしまったこと、幼い時に辛い想いをさせた二人にまた辛い想いをさせてしまったこと、皇帝としても儂個人からしても申し訳なかったとしか言えない。ルドルフ、メルテンシア、二人が望むのであれば、この老いぼれの命を捧げても構わない。もともとあの日、儂もラムド夫妻と一緒に悪魔の封印に向かうつもりだったのだ」

　陛下は悔しそうにそう言い、ルドルフが口を開いた。

「いくつか質問させていただいてもよろしいでしょうか、陛下」

「ああ、構わぬ。知っていることはすべて、教えるつもりだ」

「ありがとうございます。両親は悪魔をどこに封印したのですか？　浮島を破壊した理由も知りたいのですが」

「封印の地はラムド辺境領とセレンティア王国の境にある山脈の中でも一番高い山だ。もともと大悪魔ルーカスの封印の地で、マグマの近くで封印された。浮島は我々が破壊したのではなく、ルーカスの力が封印されたと同時に力を失って勝手に崩れ落ちたというべきだろう。その破片が地上に落ちないように消滅させたのは、ラムド夫妻の力だと思うが」

　陛下の答えに今度はエドワードが質問した。

「悪魔は次にいつ、目覚めるのですか？」

「それはわからない。悪魔にも種類がある。どの程度の力を持った悪魔がいつ目覚めるのか、我々には調べようもない」

　陛下はそう答え、エドワードは拳をぎゅっと握った。

「悪魔の契約者は命と引き換えにと聞いたことがあります。ビアンカは……その、彼女は生きていますか？」

　メルテンシアはおそるおそる言葉にした。

「ビアンカは生きてはいる……そうだな。ラムド男爵一家について話しておこう。ラムド男爵は昏睡状態だ。男爵は悪魔の力の反動が来たのだと思っている。男爵夫人は、ルーカスの力に抗おうとしたのだろう。もともとは聖女の力を持つ女性だ。悪魔の力が無理矢理、男爵夫人に入り込もうとしたところ反発したが、抗えるほどの体力はなく眠らされてしまったようだ。ルーカスにとって邪魔をするくらいなら、眠らせておいた方がいいと考えたのだろう。後に何らかの形で利用できると考えたのかもしれない。今は夫人の目が覚め、昏睡状態の男爵の様子を見てもらっているところだ。ジョルジュにはわずかではあるが聖なる力が流れており、悪魔に完全支配されなかったようだ。心を入れ替えて勉学に励んでいる。そして……ビアンカだが」

　陛下は一度、言葉をとめてからゆっくりと話し出した。

「ビアンカは、悪魔に操られたすべての記憶と憎しみを失っている。憎しみに関しては幼少期からの嫉妬心も失い、明るい女性になっているよ。見違えてしまったくらいにね」

「陛下はビアンカに会ったのですか？」

　メルテンシアの質問に陛下は頷いた。

「一昨日、呼び出した。夫人とジョルジュ、ビアンカの三人に会い、夫人とは二人で情報を交換して、お互いに状況を把握した。数日中にルドルフとメルテンシアにも会いに行くと思う。まずは会って話を聞いてやってくれ」

　ルドルフとメルテンシアは頷き、そしてエドワードが言葉にした。

「陛下もラムド夫妻と一緒に悪魔の封印に向かうつもりだったと、仰っていましたが……それはつまり」

　エドワードが言い淀むと、陛下は頷いた。

「これで二度目なのだ。数十年前の悪魔降臨の時は手も足も出ずに、ラムド家の者たちが封印してくれた。今度こそは力になろうと思っていたのだが、二人に言われてしまった。二人の代わりにルドルフとメルテンシアの幸せを見守ってほしいと。そして帝国の未来を明るいものにしてほしいとな。儂はその約束と引き換えに生きながらえてしまった」

　沈黙が流れ、メルテンシアは訊ねたいことが思いつかなかった。

　長い沈黙を破り、陛下は座り直し、厳かな声を出した。

「ラムド辺境伯、そしてその妹君メルテンシア嬢、エドワード第三皇子、お前たちに褒美をとらせる。ラムド辺境伯にはこの魔法石だ。瞬間移動の魔法石を与える。そして妹のメルテンシア嬢、そなたにはこのブローチを……そなたの母親が聖女の力を秘めた石を作りはめ込んだものだ。エドワード第三皇子にはサファイア宮を与える」

　陛下はそう言い、メルテンシアはブローチを手にすると涙が溢れた。

「十数年前とは違うんですね。もう……本当に、お父様も、お母様も……いない、なんて」

　以前は遺体が見つからないこともあったが、なんとなく生きている気配を感じていた。今回は遺体もないが、二人の命と引き換えに悪魔が封印されたことを嫌でも感じ取ってしまう。ブローチに母親の優しさや愛が込められているのを感じ、メルテンシアは涙が止まらなかった。そんなメルテンシアを抱きしめ、ルドルフは涙を堪えながら言った。

「メルもやっぱり両親が生きている気配を感じていたんだな。だから……十年以上も辺境領で二人の帰りを待っていてくれたんだよな」

　二人は抱き合いながら、両親を失った悲しみをどうにか癒そうとしていた。




　皇室行事の狩り大会は、陛下の体調がすぐれないという理由で二週間遅れて開催された。狩り行事には大切な人に白いハンカチに無事を願い、刺しゅうを施して渡す決まりがあった。メルテンシアはルドルフとエドワードにハンカチを準備し、狩り大会が行われる湖畔近くの野営場に向かった。

「お兄様、あの……妹からのハンカチが恥ずかしかったら使わなくて結構です。それにお兄様に渡したい女性もたくさんいらっしゃると思いますし」

「いや、メルからのハンカチを大切にするよ。必ず、無事に帰ってくるから。もちろん怪我一つなく、総合優勝目指してくる」

　ルドルフはそう言いながら、メルテンシアのこめかみにキスをした。

「エドワード様、こちらを。刺しゅうが苦手で、上手にできなくてごめんなさい」

「いや、メルテンシアの気持ちだけで十分だ。それにとても上手だよ。俺も傷ひとつ作らずに帰ってくる。総合優勝に関してはルドと戦うことになると思うけど」

「気を付けてくださいね」

　メルテンシアは二人を見送り、野営地に作られた皇后のサロンに向かった。

　サロンに出席するのははじめてで、メルテンシアはタウンハウスの侍従と一緒に出席した。

「こちらはエドワード皇子の婚約者、ラムド辺境伯の妹君だ。メルテンシア嬢、よく来てくれたわ」

　皇后自らがメルテンシアを紹介してくれると、すぐにその場にいた令嬢たちが挨拶をしてくれた。おそらく令嬢たちの目にはメルテンシアが皇后のお気に入りだと映ったのだろう。皇后に取り入りたい者も多く、メルテンシアという新参者に対して注意深くまだ様子見という雰囲気が漂っていた。

　皇后を交えていたのもあり、談笑するだけの席ではあったが、メルテンシアは気が抜けなかった。

（見たこともないお菓子や飲み物が並んでいて、どうすればいいのかしら？　それに狩り大会はいつ終わるの？）

　わからないことだらけのメルテンシアは目の前に座る令嬢の真似をするしかなかった。

　夕刻近くなって、狩り大会が終わり、その結果が発表される。ルドルフと一緒に立つメルテンシアは、男性陣の目に止まったようだ。エドワードは皇室の一員として皇帝陛下や皇太子、皇子たちと並んで別の場所にいる。

「ルドルフ、紹介してくれ」

　そのような依頼がルドルフの耳に囁かれていたらしいが、ルドルフは一言で済ませていた。

「エドワード皇子の婚約者だけど」

　その一言は効果的で、その後は誰も何も言わなくなった。それでもちらちらとメルテンシアを見る男性は多く、メルテンシアは自分の何かが変なのだと勘違いしていた。

「ねえ、お兄様」

「どうした？」

「私、エドワード様にはふさわしくないのかもしれないです」

「どうしてそう思ったんだ？」

「いろんな人に見られるんですもの。きっと変なところがあるに違いありません」

　メルテンシアが細い肩をすとんと落とすと、ちょうど総合優勝の発表となった。

「今年は同率で二名だ。ルドルフ・ラムド、それからエドワード第三皇子」

　二人の名前が同時にあがり、メルテンシアは驚いた。

「今年は優勝できると思ったんだけど、エドのやつ……本気を出してきたな」

　ルドルフは悔しそうに壇上に上がると、賞品を貰った。エドワードも同じように賞品を貰うと、二人はメルテンシアの方へと歩いてきた。

「メルテンシア嬢、あなたのハンカチのおかげです。こちらを」

　貰ったばかりの商品をメルテンシアに掲げるエドワードに、メルテンシアは戸惑った。ルドルフが小声で受け取れと言ってくれなかったら、どうすることもできなかった。

　そのままエドワードはメルテンシアの横に立ち、彼女の手をぎゅっと握ってくれていた。

「あの、エドワード様」

「何？」

「戻らなくていいのですか？」

「可愛い婚約者が気になっているので、戻れないんですよ」

「どういう意味ですか？」

「他の男たちがメルテンシアに声をかけたがっているようでね……」

「それは違いますわ。先ほども皇后様のサロンではどうしていいかわからなくて……きっと田舎娘が物珍しいだけだと思います」

　メルテンシアがそう言い、エドワードはふっと口の端を緩めると耳打ちをした。

「メルテンシアは可愛い。そして美しいよ……俺以外の男に目を向ける必要はないから」

　そう言われたメルテンシアの耳は真っ赤に染まった。

　その夜は狩り大会の祝賀パーティーだ。湖畔の野営地から首都に戻る途中にある別宮で行われる。

　一曲、エドワードとダンスをすると、彼に誘われて休憩用の部屋に入った。

「ここは俺専用の休憩室だから、ゆっくりできるよ」

　エドワードはそう言いながら、メルテンシアをソファに座らせる。エドワードが隣に腰を下ろすと同時に、メルテンシアの唇を奪った。彼の舌がメルテンシアの口腔内に入ってくると、背中にあるドレスのリボンがしゅるっと解かれた。

　驚いたメルテンシアはトンッとエドワードの逞しい胸を叩く。

「ごめん、メルテンシア。触れさせてほしい」

　熱い視線で訴えられたメルテンシアは、自分でもわからないうちに頷いてしまった。

「最後まではしないから」

　エドワードはメルテンシアの耳を優しく食みながら、そう言葉にした。するすると肩からドレスを落とされ、コルセットの胸元のリボンを解かれた。

「エドワード様、それ以上は……」

「綺麗だ、メルテンシア」

　首筋を舌で味わいながら、エドワードの大きな手がコルセットからこぼれたメルテンシアの胸を包み込んだ。小さく鎮座する頂をエドワードのしなやかで長い指が円を描きながら押し潰す。

「んっ……あんっ」

　妙な声が出てしまい、メルテンシアは慌てて両手で口を覆った。

（な、なんであんな変な声が出るの？）

「メルテンシア、隠さないで……可愛いから」

「か、可愛いですか？」

「ああ、とても可愛い。口に含んでもいいかな？」

　つんと勃ちあがった頂を指で抓みながら、エドワードの顔が近くに寄せられる。逃れようとしたメルテンシアだが、ソファに仰向けに倒れてしまった。

「あっ……んんっ、エドワード様」

　彼の口が頂を含み、舌でころころと舐めまわされる。もう片方の頂は指で抓まれ、押し込まれ、そしてぐりぐりと擦られてメルテンシアはなぜか下腹部が熱くなるのを感じた。

「すごく可愛い。こっちにおいで」

　メルテンシアを抱き上げたエドワードはベッドに向かった。

「エ、エドワード様、それは……」

「わかっているよ。ただもう少しだけ……いや、ギリギリのところまでメルテンシアを味わいたい」

　唇を奪いながら、エドワードはメルテンシアをベッドにおろした。唇を重ねながら、エドワードの熱い手がドレスの中の太腿を撫でる。そしてドロワーズの中に手が侵入した。

「まだ固いんだね。これからゆっくりと解していくから」

「どういう意味ですか？」

「今、教えてあげる」

　彼の長い指がメルテンシアの花弁をゆっくりと撫でまわす。その間も彼の口は胸の頂を含んで、舌で転がしていた。花弁を広げられると、じんわりと蜜が溢れてきた。

　エドワードの口が胸から離れ、今度は下腹部に向かった。

「いや、いやです！　エドワード様」

「メルテンシア、大丈夫だ」

　ドロワーズをするんと抜かれると、彼の手が両膝を抱えて大きく広げる。その間に彼の頭が入り、花弁を舐めまわされた。

「ここも少し熱くなってきたようだな」

「な、何がですか？」

　戸惑うメルテンシアだが、先ほどから甘い吐息を含んだ声しか出てこない。

「すぐにわかるよ、ほら……ここだ」

　花芯に舌が当たっただけで、ぷるぷると震えてしまう。今まで味わったことのない感覚に、メルテンシアは腰が浮いてしまった。

　少し強く花芯を吸われた瞬間、メルテンシアの身体は大きく跳ねあがり、震えが止まらなくなった。

「イッたんだね。メルテンシア、とても可愛いよ」

　エドワードがそう言って、もう一度メルテンシアの唇に唇を重ねた。キスをしながら、メルテンシアの息が整ってくると、また胸の頂を弄られ、そして下腹部へとエドワードの指が進んでいく。

「もう、やめてください」

　と言いつつもメルテンシアの腰は揺れ、エドワードを誘っているかのようだ。

「もう少しだけ……メルテンシアの可愛い姿を見せて」

　エドワードにそう言われてしまうと、メルテンシアは断れなかった。エドワードの甘い誘い文句よりも、彼の舌や指が与えてくれる快感に断れなかった。

　その夜は日付が変わるまで、メルテンシアは胸の頂を弄られ、そして花芯と花弁を指と舌で弄られて甘い声を響かせていた。

　翌日には首都に戻り、メルテンシアはエドワードと同じ馬車で帰ってきた。

「メルテンシア、結婚のことだけど」

「はい」

　メルテンシアは静かに頷いた。

「一年、待ってもらってもいいか？」

　エドワードの申し出にメルテンシアは頷いた。書類上では十数年前に両親が亡くなっているのだが、実際には両親が亡くなって数週間しか経っていない。

「エドワード様のお気遣いに感謝します」

「いや、メルテンシアの事情だけじゃないんだ。来週、第一騎士団は東側の砦に巡回視察に向かう」

「モルト国の方ですね」

「ああ、国境付近で魔物や盗賊の被害が増えているらしく、その視察を任されたんだ」

「気を付けてください」

「もちろん、こんなに可愛い婚約者がいるんだ。傷ひとつなく戻ってくるつもりだ。だからメルテンシアは、俺のことを信じて待っていて」

「わかりました」

　メルテンシアが微笑み、二人の唇がまた重なった。








　第六章　輝く光の中で









　一ヶ月後、エドワードが率いる第一騎士団が、巡回視察のため東へと向かった。ルドルフの所属している騎士団ではあるが、ルドルフは辺境領の立て直しのため領地に戻っている。

　エドワードが首都を発ってから、一週間ほどが経った頃だ。

「メル、一緒に行こう」

　ルドルフは瞬間移動の魔法石で帰ってくると、二人は神妙な面持ちで男爵のタウンハウスに向かった。

「男爵が目覚めたのでしょうか」

「どうだろうな。とりあえず、男爵たちの近況も知りたいから」

　メルテンシアはルドルフの言葉に頷いた。

　二人の両親の命と引き換えに悪魔を封印した日以来、メルテンシアもルドルフも男爵一家とは接点がなかった。すぐに押しかけてくるだろうと思ったビアンカも、息を潜めていて不思議で仕方なかった。

　二人が男爵のタウンハウスを訪れると、応接室に通された。腰を下ろしてすぐに、男爵夫人とジョルジュがやってきた。

　二人は少し痩せて、きびきびと動いていた。

「お待たせしました。本日はご足労いただき、ありがとうございます」

　男爵夫人がそう伝え、ルドルフは頷きながら言葉を掛けた。

「ご用件をうかがってもいいですか？」

「はい、お忙しい中、申し訳ないのですが……ご相談です。主人の容態は変わらず、いつ目が覚めるのかわからない状態です。そこでジョルジュに男爵家を任せたいと考えているのですが」

「ジョルジュが日々、勉強して男爵家の役割を果たすことが可能だと判断されれば、皇帝陛下もすぐにお許しくださると思います」

　ルドルフはジョルジュの顔を見つめてからそう言い、男爵夫人はホッとしたように頷いた。メルテンシアの目に映るジョルジュは今までと別人である。少し視線を伏せてしまうところは変わらないが、以前よりも背中がしゃきっと伸びていて、何よりも顔色が良くなったように見えた。それにジョルジュの雰囲気も明るくなり、陰気さは感じられない。

「ジョルジュ、席を外してほしいわ」

　男爵夫人がそう言い、ジョルジュが応接室を出ていくと、彼女はソファからおりて頭を下げた。

「今回のことは本当に申し訳ありませんでした。すぐにご挨拶に行くべきところ、お呼び立てしてしまい、本当に申し訳ありません」

「それはもういいです。あの後すぐに挨拶に来られても、私もメルテンシアも気持ちが付いていかなかったと思います。男爵夫人、ジョルジュも記憶がないのですか？」

　ルドルフがそう言うと、男爵夫人は頷いた。

「ジョルジュもビアンカも悪魔に操られていた時間の記憶はまったくありません。主人はおそらく……一生、あのままだろうと思います」

「ビアンカはどうされているのですか？」

　メルテンシアが訊ねると、男爵夫人は執事にビアンカを連れてくるように伝えた。

　礼儀正しく扉を開けて入ってきたビアンカにも驚いたが、メルテンシアもルドルフもそれ以上に彼女の風貌が変わったことに声が出なくなった。

「あら、ルドルフお兄様、メルテンシア、ごきげんよう。お客様って二人のことだったのね」

　メルテンシアと同じくらいの体型になるまで痩せ、そして顔色は明るくなっていて敵意を感じない。

「ごきげんよう、ビアンカ。ビアンカにも意見を聞こうと思ってね」

　ルドルフがどうにか場を繋ぐ。

「意見ですか？」

「ああ、ジョルジュに男爵家は任せられそうか？」

　ルドルフがそう言い、ビアンカは大きく頷いた。

「ええ、もちろん任せられると思うわ。お兄様、すごく勉強されているの。だからこれからもそうやって男爵家を守ってくれると思うの」

　ビアンカはそう言い、それからゆっくりと言葉にした。

「まずはお兄様がしっかりして、お嫁さんを迎えてくれないと困るわよね」

「ビアンカにはそういう打診があったの？」

　メルテンシアが訊ねると、今までならすごい勢いで怒り、噛みついてきたのだが、今のビアンカは違うらしい。

「いいえ、今のところないわ。だから社交活動に力を入れようと思って……メルテンシアは皇子様といつ頃結婚の予定なの？」

「い、一年後よ」

　メルテンシアが答えると、ビアンカは嬉しそうに笑った。

「招待してね！　私も早く良い報告ができるようにするから。これからお茶会に行ってくるわ」

　終始笑顔で話すビアンカに、メルテンシアは驚くだけだった。ビアンカが部屋を出ていくと、メルテンシアは勝手に涙があふれてきた。

「ビアンカは何も覚えていないから……自分がどれほどのことをしたのか、私から何を奪ったのか……それなのにあんなに明るくなって、別人みたいに過ごしていて」

「ごめんなさい、メルテンシア。私が至らないせいなの」

　男爵夫人はそう言いながら、メルテンシアの手を取ってくれた。

「どういうことですか？」

　ルドルフが質問すると、男爵夫人は静かに答えた。

「男爵家に悪魔の気配がするようになったのは、実は二十年ほど前からなの。ただその気配は小さく、すばしっこいため掴まるようなことはなかった。だけど先代の辺境伯夫妻は気付いていらしたの。それでも私は二人を助けることができなかった」

「どうして助けてくれなかったんですか？」

　ルドルフが詰め寄ると、男爵夫人は震えながら答えてくれた。

「怖かったのよ。主人は一度怒り出すと何をするかわからなくて、時には子供や私を殺そうとすることがあるくらいで、逆らえなかった。そのうちにだんだんと洗脳というのかしら。そういうものに侵されていったんだと思うの。今回、悪魔が封印されたことで主人の洗脳みたいなものが解かれ、その時期の負の感情や記憶がないんだと思うのよ」

「ではどうして男爵夫人は記憶があるのですか？」

　メルテンシアがそう尋ね、彼女はわからないと首を横に振るだけだった。

「これからはあなたたち二人の意向に従うわ。遠くに行ってほしいと願うなら、それでも構わない。二度と会いたくないと言われて当然のことをしているのだから。私たちが新たにジョルジュを当主として家の再建、及び再出発すること、それだけを知ってくれて認めてくれれば十分よ」

　男爵夫人からそう言われ、メルテンシアは頷いた。

「できれば私たちのことはそっとしておいてほしいです。ただ何もなかったかのように過ごしている二人を見るのは、辛くて……」

「そうね、メルテンシアの言う通りよ。ジョルジュが男爵家の当主として皇帝陛下に認めてもらえれば、私たちは首都から離れたところに住まいを移したいと申し出るつもりよ」

　男爵夫人の言葉にメルテンシアは何も言えなかった。

　ルドルフと一緒に邸宅に戻ってきたメルテンシアは、何もかもが抜け落ちたかのように呆然としていた。

「メル、あいつらのことは忘れよう」

「お兄様、どうしてもわからないんです」

「わからない？　何が？」

「二十年前から男爵家に蔓延っていた悪魔って……」

「おそらく目覚めが近くなった悪魔の化身だろうな。小さなトカゲ……だろう」

「だとしたら、男爵に憑依していたんですか？」

「いや、そこまでの力はなく、男爵家で募る小さな嫉妬や僻み、恨みなどもあったのかもしれないが、それを餌にゆっくりと力を蓄えていたんだと思う。それで時が来たときに、その負の感情が最も強かったビアンカが選ばれたのだと思う」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは頷いた。

「ビアンカが生きていてくれて嬉しいとはどうしても思えないんです」

　静かにそう呟いたメルテンシアにルドルフは頷いた。

「俺も思ったよ。一瞬だけど、明るく過ごすあいつを殺してやりたいと思った」

　ルドルフはそう言いながら、メルテンシアの頭を撫でた。

「そう思ったんだけどさ、なんでビアンカが生きているんだろうと思った時……俺たちの両親が生かしたんじゃないかなって思ったんだ」

「お父様とお母様が？」

「うん、メルと同じ年のビアンカだから命を奪えなかったんだと思う」

「でも、あの子が……」

「メル、言いたいことはわかる。だけどな、誰が悪魔を呼び寄せたとしても、両親は同じように自分たちの命と引き換えにしただろうと思うんだ」

「そうですね」

　メルテンシアとルドルフはそれ以降、男爵一家の話題は一切しなくなった。

　翌日、二人はマルタを連れて辺境領へと戻った。瞬間移動の魔法石を使うと、マルタは驚いて何度も瞬きを繰り返す。

「本当に立派な魔法使いになられたんですね。お坊ちゃま……いえ、旦那様もお嬢様も」

「俺たちの魔法じゃないよ、マルタ。この魔法石のおかげ。さあ、メルもマルタも新しい人たちがいるから挨拶を済ませて」

　二人は屋敷に入ると、シェーンに迎えられた。

「シェーン、ただいま！」

「お嬢様、マルタさん、お帰りなさいませ。タウンハウスの生活はいかがでしたか？」

「話したいことはいっぱいあるわ。でもまずはみんなにただいまって言わないと」

　メルテンシアがそう言い、使用人全員に挨拶をした。

「荷物を置いたら、行こうか、メル」

　ルドルフに言われて、メルテンシアは頷いた。

　十数年前からあるラムド家の墓地には、両親の墓がある。二人の遺体は今もないが、メルテンシアはあらためて墓参りに来た。

「メル、それは？」

「温室の薔薇です。お母様が好きだったから、ここにも植えてあげようかと思って」

　メルテンシアは墓の近くに薔薇を移し替え、そして祈りを捧げる。

　それから屋敷に戻ったメルテンシアは、シェーンとマルタと一緒に自分の部屋でおしゃべりに花を咲かせていた。

「お嬢様に婚約者ができたのよ、シェーン」

　もう嬉しくてと言わんばかりに涙を流しながら、マルタはそう言った。

「お嬢様、おめでとうございます。ご結婚はいつ頃に？」

「来年にはと言われているけど、正式には決めていないの」

　メルテンシアはそう答え、エドワードを想う。

（エドワード様は今頃、どちらにいらっしゃるのかしら？）

　エドワードに今は会いたくて仕方ない。

　その日の夜、メルテンシアはエドワードと通信用の魔法石で連絡を取った。

「エドワード様、こんばんは」

『こんばんは、メルテンシア。どこにいるんだ？』

「ラムド辺境領です。今日の昼間、お兄様と戻ってきました」

　領地での滞在は一週間程度だ。

『ラムド辺境領か、わかった。ちょっと待っていて』

　通信がプツッと切れ、メルテンシアは急に寂しくなった。

　しかし、数秒後には彼女の部屋にエドワードが瞬間移動で飛んできた。

「エドワード様？　瞬間移動の魔法を使ったんですか？」

「ああ、もちろん。メルテンシアの声を聞いたら、会いたくなった」

　メルテンシアの耳元でそう囁きながら、エドワードは頬にキスをしてくれる。そして部屋を薄暗くすると、メルテンシアを抱えてベッドに座った。

「ルドから聞いた。男爵一家のこと……」

「そうですか」

「メルテンシア、ルドの言う通り、あの一家のこともすべて忘れたほうがいい」

「……忘れられないんです。あの人たちのこと、忘れようとすれば両親のことも忘れてしまいそうで。ビアンカのことも許せない。男爵のことはもっと許せないけど」

「うん、どうすることもできないだろう？」

　エドワードが優しくメルテンシアの髪を撫で、そして唇にキスをしてくれた。

「エドワード様は、何かありましたか？」

「いや、特に何もない。今のところは、というべきだろうけど」

「まだ途中までの移動ですよね？」

「ああ、そうだ。そして今は愛しい婚約者に会おうと、逆方向に瞬間移動してきているけど」

　笑いながらエドワードはそう言い、メルテンシアもつられて笑った。

「メルテンシアの笑顔を見られたから、満足して戻るよ」

「はい、気を付けて。エドワード様、会いに来てくださり、ありがとうございます」

　メルテンシアはお返しとばかりに彼の頬にキスをした。エドワードもメルテンシアの頬にキスをすると、そのまま瞬時にその姿を消した。

　騎士団の遠征中、エドワードは毎日のように瞬間移動の魔法を使ってメルテンシアに会いに来てくれた。二人は語るよりも唇を重ねる時間の方が長くなり、お互いに抱きしめ合う。

「メルテンシア、いっぱい話したい気持ちはあるのだが、君の顔を見ると触れたくて」

「私も話したいことがあったはずなのに、エドワード様に会えると触れていたくて」

　お互いにそう言いながら唇を重ねた。




　メルテンシアとルドルフはタウンハウスに戻り、ラムド男爵家が南東の田舎町に引っ越したと聞いた。執事のデンバーが男爵夫人から言伝を頼まれたようだ。

「どこに行ったかわからないよりは安心だな」

「お兄様、ビアンカは首都で暮らしたいと我儘は言わないのでしょうか」

「わからないが、おとなしく田舎町に一緒に行ったなら、それでいいじゃないか。それよりも首都での暮らしはあと一ヶ月。メル、俺は社交シーズンが終わったら、領地に戻るつもりだが、どうするつもりだ？」

「私も領地に戻ろうと思っていますが」

「領地の立て直しのことや俺のことは気にしなくていい。エドと一緒にいたいのなら、ここに残っていいよ。エドはオフシーズンでもちょっと忙しいけど、メルとデートくらいしてくれると思うから」

　ルドルフの言葉にメルテンシアは悩んでいた。

「そんなに悩むことではないよ。メル、まずはエドと一緒に過ごして、お互いに時間ができたら二人で領地に来てほしい。メルもみんなにエドのことを紹介したいだろう？」

「はい、それはもちろん」

「結婚式についてもそろそろ考え始めて、準備に入ってもいいんじゃないか」

　ルドルフにそう言われたメルテンシアだが、迷いがないわけではない。

「お兄様、私だけがこんなに自由にしていていいのでしょうか」

「自由ではないよ。メル、結婚する相手はエドだ。彼のパートナーとして、覚えなければならないことはたくさんあるだろう。そのことも考えると、メルはタウンハウスにいたほうが学べる機会が増えると思っている」

「そこまで考えが至っていなくて……申し訳ありません」

「メル、結婚後はオフシーズンも首都暮らしをすることになる。友人を作る方がいいと思うし、社交活動は今後増えていくはずだ」

「わかりました。あの、お兄様」

「どうした？」

「明日の晩餐会には一緒に行っていただけますか？」

「ああ、もちろん。一緒に行くよ」

　メルテンシアはホッとしたが、残りの一ヶ月間はティーパーティーや晩餐会の予定で、埋っている。ほかにも公爵夫人のサロンに誘われていて、戸惑いがないわけではない。

　日々の予定をこなしながら、メルテンシアはルドルフの手伝いもするようになった。

「これが領地で眠っていた魔石の一部だ。採掘されたものの魔法石に変わることなく、保管されていたもの。メルはこの魔石をこのリストに沿って魔法石に変えていってほしい」

「わかりました」

「販売相手は昔からの取引先と話がついている」

　ルドルフはそう言い、メルテンシアは頷いた。

「魔石は毎月、この量を運ぶ予定だ。リストを付けておくから、メルはその通りに魔法石にすること。売れた金額の一部はメルテンシアの給金として渡すことにしている」

「給金ですか？　いただけるのですか？」

　メルテンシアは驚いた。というのも、首都に住む貴族の女性は、給金を貰うことがない。貴族令嬢が働くような場所はなく、皇后や皇太子妃、身分の高い女性の侍女を務めることはあるが、給金はすべてその家に支払われる。

「もちろん、働いた分の対価は払うよ。その金は自由に使っていい」

　ルドルフはそう言い、メルテンシアは頷くだけだった。

　社交シーズン最後のパーティーが開かれ、メルテンシアはエドワードにエスコートされて、皇宮に入った。

「デビュタントからわずか半年しか経っていないのに」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは首を傾げた。

「メルテンシアはダンスも上手になったし、俺の隣で笑ってくれる余裕もできて少し驚いたよ」

「エドワード様、からかわないでください」

「からかってなんかいないよ。しばらくエスコートすることもできなかったから、少しだけ嫉妬しているんだ」

「嫉妬ですか？」

「ああ、ルドにね」

「お兄様がどうして出てくるのです？」

「メルテンシアが俺以外に踊るのは、ルドしかいないと思っているから」

　エドワードの言う通りだが、メルテンシアには彼の言いたいことがよくわからなかった。

　オフシーズンに入ると、メルテンシアは皇后のサロンに呼ばれることが増えた。というのも、皇室の結婚式について教えてもらわなければならないことが山ほどあった。

　エドワードも時間が空けば、一緒に皇后から教えてもらうことになっていて、二人の結婚式は少しずつ準備が進んでいた。

「メルテンシア、ドレスのことだけど……このデザイナーに頼むことになっているの。それからアクセサリーはこちらで用意するから心配しなくていいわ。エドワード、サファイア宮は準備ができているの？」

　エドワードが頷き、メルテンシアはドレスの採寸が始まる。

「メルテンシア嬢、今日はこれから騎士団の訓練に行く。また明日」

「はい」

　二人はキスをして別れる。毎日会っていても物足りなくて、別れ際には寂しさを募らせてしまう。

（きっと邸宅に戻ってもお兄様がいないからだわ）

　邸宅で過ごす時間は長く、メルテンシアは夕食後に魔法石を作ることにしていた。そして疲れて眠る。

　結婚式の準備は大変だったが、そのおかげで目まぐるしく時間が流れていく。メルテンシアは余計なことを考える暇もなく、自分がすべきことをして過ごしていた。

　それは新年を迎える少し前のことだった。エドワードがメルテンシアにあらたまって言葉にした。

「メルテンシア、明日から年末まで一緒にラムド領に行かないか？」

「行きたいです」

「年内にどうしても挨拶を済ませておきたいと思って」

「結婚のことですか？」

「ああ、領地の執事やメルテンシアが世話になってきたメイドもいるだろう。それから、ご両親のお墓にも」

「わかりました。お兄様に連絡を入れておきます」

「いや、もう連絡は入れたから大丈夫だよ。それに結婚式の日取りも正式に決まったから」

「そうですね」

　メルテンシアはエドワードに凭れかかって笑っていた。

「メルテンシア、どうして笑っているんだ？」

「エドワード様って怖い人なんですよね？　領地でも家庭教師がそう言っていて」

「メルテンシアはどう思った？」

「私には優しい方だと思っています。だから領地にエドワード様を連れていったら、みんな怯えるのかなと思ったら……」

「酷いな……メルテンシアは。新年のパーティーは一緒に行こう」

「はい」

　エドワードがメルテンシアの肩を抱き、そっと唇を重ねる。ドレスの上から胸の膨らみを確かめるように触れ、そして重なった唇から舌を滑らせる。

　二人の甘い時間は短く、そしてすぐに二人は離れなければならなかった。

「じゃ、また明日」

「はい」

　エドワードが邸宅を訪れることはなく、二人は皇宮内のエドワードの執務室で会う。毎日会えるわけではなく、結婚式の打ち合わせがあるときだけだった。

　エドワードは忙しそうにしていて、メルテンシアもやることが多いからだ。

　翌日、二人は領地に向かった。移動手段はエドワードの瞬間移動の魔法だ。

「やあ、二人ともよく来たな。元気そうでよかった」

　移動先の目の前にはルドルフがいて、すぐに声を掛けられたメルテンシアは少しだけ驚いた。

「お兄様もお元気そうですね」

　メルテンシアは平静を装うつもりだったが、声が裏返ってしまった。

「ごめん、メル。驚かせるつもりはなかったんだけど。来るのがわかったから待ち伏せてみたんだ」

「そんなことがわかるのか？　ルド」

「ああ、空気の振動が変わるから、わかるよ」

　エドワードも驚き、ルドルフはただ笑っているだけだ。

「お兄様、魔力が高まっていますよね？」

　今までとは少し違うルドルフの魔力にメルテンシアはそう言葉にした。

「ああ、この領地にいて魔法を使うたびに、マナも強化されて……なんていうか魔力が常にみなぎっている状態なんだ。メルはどう？」

　ルドルフにそう言われたメルテンシアは、自分の魔力も強くなっていることに気付いた。

「ラムドの血はラムドの地でという言い伝え通りなんだな」

　エドワードが感心したようにそう言い、ルドルフは頷いていた。

　数日を一緒に過ごし、メルテンシアはシェーンやジョンソンにエドワードを紹介した。それから両親の墓を案内し、メルテンシアは温室にもエドワードを連れて行った。

「これが女神の像？　思っていたよりも小さくて驚いた」

「はい、いつもここに祈りを捧げていました」

　メルテンシアはそう言いながら、女神の前に水を捧げて祈り始める。エドワードも同じように祈ってくれたのが嬉しかった。




　禍々しい悪魔の降臨から一年と二ヶ月が経った頃、首都の空は澄みきった青空だった。

「こんなに美しい花嫁はいないですわ、お嬢様」

　マルタは泣きながらそう言い、メルテンシアは笑いながら言葉にした。

「マルタ、今までありがとう。私がちゃんと生きてこられたのは、あなたとシェーンのおかげ」

「もったいないお言葉ですわ、お嬢様」

　ぼろぼろと涙を流すマルタをそっと抱きしめたメルテンシアは、彼女の背が思っていたよりも低く、そしてとても温かいことに気付いた。

「シェーンも首都まで来てくれてありがとう」

「お嬢様の晴れ姿を見せていただきたくて、押しかけただけですわ。本当に綺麗で……お嬢様、幸せになってくださいね」

「ありがとう」

　メルテンシアは育ての親と姉のような存在の二人に見送られて、迎えに来たルドルフの腕に腕を絡めた。

「お兄様、何か言ってください」

「……何も言えないんだよ。感無量というか。メル、俺たちはいつでも会える。お前が嫁に行っても俺は兄だし、家族だから」

「はい、わかっています。次はお兄様の結婚ですね」

「当分、あり得ないよ」

　ルドルフはそう言い、メルテンシアの結婚式が始まった。

　結婚式は皇宮内の神殿で厳かに行われ、エドワードはシルバーのフロックコートを着用している。その姿に見惚れてしまいそうになりながら、儀式はつつがなく終わった。二人の誓いのキス、そして真っ白な馬がひく二頭立ての黄金の馬車に乗って、新居へと移動していく。

「メルテンシア、ここがサファイア宮だよ。どう？」

「素敵なところですね。こんな素敵な場所で、これから過ごすなんて」

「緊張しなくていいよ。ここはもうメルテンシアのために用意された場所だ」

　エドワードはそう言い、馬車を降りたメルテンシアを抱き上げた。

「エドワード様？」

「この日を待っていた……待ちきれなくて焦がれて。本当なら食事をして、この宮で働く人を紹介すべきなのはわかっている。でも、我慢ができなくて」

「何を我慢されているのです？」

　メルテンシアの言葉にエドワードははにかんだように笑い、耳に囁いた。

「早く、メルテンシアが欲しいってこと」

　その言葉の意味がわかり、メルテンシアは真っ赤になった。

「でも、エドワード様……まだ昼間です！」

「部屋に入ったら関係ないと思わないか？」

「でも」

「メルテンシアは俺のこと、欲しくない？」

　エドワードに問われ、メルテンシアは瞳が勝手に潤んだ。

「ずるいです」

「うん、ごめん。どうしても欲しいんだ、君のこと」

　足早に寝室に向かったエドワードは、大きなベッドにメルテンシアをそっと下ろした。メルテンシアのハイヒールを脱がすと、レースの靴下の上から足にキスをした。

「メルテンシア、この日を待っていた」

「私もです」

　メルテンシアはエドワードにそう言い、エドワードの唇が今度は額に落とされた。額から瞼、鼻の頭にちょんちょんと唇が触れていく。そしてようやく唇が重なると、すぐに舌が入ってきて、メルテンシアの舌を捕えた。絡めとられ、舌先を吸われる。そして上顎の裏を突かれたかと思えば、歯列を舐められる。彼の舌が動くたびにメルテンシアは、その舌の動きに合わせようとしていた。

「メルテンシア、キス……慣れてきたね」

「エドワード様としかしたことがないので、慣れてきたのか……わかりません」

「俺はすごく気持ちいい」

　エドワードの舌が伸ばされ、メルテンシアの唇を舐めると、また口腔内へと入ってくる。

「んんっ……あっ、あぁっ……」

　吐息が甘くなっていき、そしてメルテンシアのドレスをエドワードが脱がしていく。背中のボタンを一つ一つ片手で外されていき、コルセットが露わになった。

　エドワードは自分の上着とネクタイを外すと、床に放り出した。そしてコルセットのリボンを口に加えると、しゅるんと解いていく。

「あ、あのっ……」

「恥ずかしがらなくていい。全部見せてほしいから」

「でも」

　メルテンシアははだけた胸を腕で隠そうとするが、逆効果だった。エドワードが片手でメルテンシアの両手首を掴むと、そのまま頭の上に持っていき、ベッドに縫い付ける。

　コルセットが外され、ぽろりと零れた乳房を大きな手が撫でながら、強弱をつけて揉まれる。

「あっ、あんっ……」

「ここを弄ってあげる」

　大人しく鎮座している頂にエドワードの舌が伸ばされ、ぴちゃぴちゃと音を立てて舐められると、びりびりと電流が走ったような感覚がメルテンシアを襲った。

「やっ、あっ……あんっ……」

「ダメだよ、メルテンシア。そんなに胸を揺らしたら……俺がもっと欲しくなるだけ」

　もう片方の頂を指で弄りながら、エドワードの舌は頂を弾くように舐める。

「ドレスが邪魔だな」

　メルテンシアの腕を離し、エドワードはドレスとコルセットをベッドの下に落とした。ドロワーズとレースの靴下だけになったメルテンシアははずかしくて目をぎゅっと閉じてしまう。

　するするとドロワーズとレースの靴下が脱がされると、両膝を立てて広げられた。

「ひゃぁっ……エドワード様っ！」

　花芯を指でぐいっと押し込まれ、ぐりぐりと擦られたメルテンシアは腰が浮いてしまった。その腰の動きに合わせるようにエドワードの指が、花芯を擦りあげる。とろりと蜜が溢れる感覚がして、足を閉じようとしたがそれは無駄な抵抗だった。

「少し濡れてきたね、メルテンシア」

　嬉しそうなエドワードの声が聞こえ、メルテンシアはぎゅっと目を閉じるしかなかった。抗えない快感に襲われ、声が勝手に洩れてしまう。

　花弁に指があたり、広げるようにして中に何かが入ってきた。ゆっくりとそれは動き始め、花芯は舌で舐められる。

「あっ……ダメッ……やっ、変に、へんにっ……なっちゃぅ」

「大丈夫、受け入れて。指を動かすよ」

　エドワードの指が隘路を掻き混ぜるように動き、そして天井の秘玉を見つけたようだ。

「そこっ……あぁぁっ、ダメッ」

　秘玉を少し擦られただけで、メルテンシアはびくびくと腰を震わせて達してしまった。それでも隘路の中の指はゆっくりと動き続け、そして花芯は舌で弄られて吸われる。

　それを繰り返されると、またすぐにあの妙な感覚がやってくる。

「あぁぁぁっ、エドワード様っ」

　びくんと腰が大きく震えた瞬間、エドワードの指がゆっくりと抜け出た。そのかわり、指よりも質量の大きいものが押し当てられた。

　メルテンシアの唇がエドワードの唇と重なり、彼の舌が入ってきた。と同時に隘路に彼自身がゆっくりと入ってきた。

（んんっ、痛い……あ、舌、噛んじゃう……）

　メルテンシアはそう思ったが、入り口に入った彼自身はそのままで口腔内を彼の舌が動き回ると、その気持ちよさに力が抜けていく。その隙にゆっくりと彼自身が突き進んできた。

「メルテンシア、大丈夫？」

「は、はい……ちょっと苦しいだけです」

「ん、ほら、奥まで入った。俺のこと、感じる？」

　メルテンシアは頷きながら、そっと目を開けた。エドワードが心配そうに見下ろしていて、そんな彼が愛しくてメルテンシアは彼の首に腕を回すと唇を重ねる。

　エドワードの大きな手が胸を触りながら、少しずつ腰を動かし始めた。

「まだ、引っ掛かるかな」

「大丈夫です……」

「うん、ゆっくり動くよ。辛かったら言って」

　エドワードはそう言ってくれて、メルテンシアは小さく頷いた。

（ここで我慢できないって言ったら、またあの痛みを味わうなんて無理）

　メルテンシアはそう思っていたが、ゆっくりと動かれているうちに指や舌とは違う快感が襲ってきた。

「ああ、熱い。メルテンシアの中は熱くて……ああ、ダメだよ、そんなに締め付けちゃ」

　そう言われてもメルテンシアは意識しているわけではない。

「あ、あんっ、あぁぁっ……もぅ、ダメッ、変になっちゃぅ」

「俺も……」

　エドワードの腰がゆっくりと早くなっていき、そのリズムに合わせるようにメルテンシアの腰は自然に揺れ動いた。

　下腹部に勝手に力が入ると、蜜がどろりと流れる。そしてその時はやってきた。メルテンシアは大きな快感の波に身を委ね、そして同時にエドワードの腰も震えた。

　しばらく二人は繋がっていたが、エドワード自身が小さくなっていくのを感じた。

「無理させてすまない」

　エドワードはそう言いながら、メルテンシアを抱きしめる。そして彼女の肌を隠すようにガウンを着せてくれた。

「メルテンシア、水を飲んで」

　エドワードから受け取った水を飲み、メルテンシアは呼吸を整える。

「愛しているよ、メルテンシア」

「私も愛しています、エドワード様」

　エドワードが優しく抱きしめてくれると、メルテンシアのお腹がきゅるっと鳴いた。

「す、すみません」

「構わないよ。メルテンシアは朝から準備で忙しかったんだよな？」

「ええ」

「食事にしよう。今、用意させるから、それまで横になっていて」

　メルテンシアに布団をかけると、エドワードはガウンを羽織って出ていってしまった。

　横になったメルテンシアは目を閉じると、うとうとと眠り始めてしまった。

「メルテンシア、起きれる？」

「あ、ご、ごめんなさい。寝てしまったようで」

「いいよ。食事を持ってきたから、一緒に食べよう」

「ありがとうございます」

　ベッドから下りようとしたメルテンシアの手を取り、エドワードが抱き上げてくれた。

「歩けますよ」

「俺が甘やかしたいんだよ」

　エドワードの言葉にメルテンシアは恥ずかしくて言葉にならなかった。

「メルテンシア、君の好きな食べ物がわからなくて、これからは君の好きな料理を教えてくれる？」

「はい、エドワード様も教えてくださいね」

「……好きとかわからないな。残せないというルールしかなくて」

　エドワードがそう言い、メルテンシアは少し驚いたが、皇室のルールなのだろう。

「私も残さないようにします」

「いや、メルテンシアは嫌いなものを伝えてくれていいよ。料理長もそう言っているから」

　エドワードが笑いながらそう言ってくれて、メルテンシアは頷くだけだった。

　食事を終わらせると、エドワードがまたメルテンシアをベッドに連れて行った。

「エ、エドワード様」

「触るだけ……」

　エドワードはそう言い、メルテンシアのガウンの中に手を入れた。背後からメルテンシアを抱きしめながら、大きな乳房を両手でやさしく揉みこむ。頂には触れず、メルテンシアはむずむずともどかしさを感じた。

「どうした？　メルテンシア、腰が揺れているけど」

「だ、だって」

「ん、わかった」

　エドワードの指がようやく頂に触れた。尖らされたり、押し込まれたり、ぐりぐりと擦られると、堪らなくなってメルテンシアは喘いでしまう。

　そのままの体制で、エドワードが後ろから入ってきた時には大量の蜜が溢れていたせいでするりと痛みもなく奥まで到達した。

　メルテンシアをうつ伏せにして腰を引き上げられると、さっきよりも早い腰の動きで奥を突かれる。

　胸が揺れる度に頂がシーツで擦られ、花芯はエドワードの指で擦られる。メルテンシアはすべての快感に襲われると、すぐに達してしまった。

　エドワードは先ほどと違い、まだ硬さを保ったまま、一定のリズムで腰を打ち付けてくる。メルテンシアは達したばかりなのにまた疼き始めると、快感を貪り始める。

「あああっ、あんっ……」

　その日は、夜遅くまでメルテンシアの喘ぎ声が響いた。

　二度目の行為は長い時間、二人を繋ぎ、そしてエドワードが達した頃にはメルテンシアの意識は朦朧としていた。

「おいで、メルテンシア」

　メルテンシアはエドワードの腕に抱かれて眠った。

　翌朝、メルテンシアはエドワードの逞しい胸に抱かれて眠っていたことに恥ずかしさを覚えた。だが、それと同時にふにゃっと微笑んでしまうほどの幸せを感じた。

「おはよう、メルテンシア」

「おはようございます、エドワード様」

「身体は大丈夫？」

「無理させたのはエドワード様ですよ」

「うん、わかっているけど。そんなことを言えるほど元気だとは思わなかった」

　エドワードはそう言い、メルテンシアを彼の上に跨がせた。

「エ、エドワード様？」

「朝からメルテンシアの胸が俺を誘うからだよ」

　頂に舌を伸ばされ、メルテンシアの腰の下には少しずつ鎌首を持ち上げる彼自身が潜んでいた。

　結局、メルテンシアは抗う術を知らずに朝からエドワードの激しい愛に溺れてしまう。

　少し遅くなった朝食は、二人とも着替えてダイニングルームで摂った。

「今日の予定は、まずは奉公人を紹介しよう。それから宮の案内をするつもりだよ」

「はい」

「メルテンシアの好きなように使っていいから」

「ありがとうございます」

　食事の後に奉公人の紹介をしてもらい、メルテンシアには専属のメイドが三人つくことになった。

　それから宮を案内された。

「この薔薇園は、メルテンシアのために増設したんだ」

「私のためですか？」

「ああ、ルドルフからメルテンシアは薔薇が好きだと聞いてね」

「母が好きだったんです。私はその影響で……」

「そうか。メルテンシアが気に入ってくれるといいんだけど」

　薔薇のアーチをくぐって、奥へと誘われたメルテンシアは薔薇の芳醇な香りに癒されていた。

　その隙をついて、エドワードがキスをしてきて二人は手を繋いで笑いあう。

　サファイア宮での生活はメルテンシアが思っていたよりも、堅苦しくなく過ごしやすかった。

　少しずつだったが、メルテンシアは宮の中のことを任せてもらえるようになった。

「メルテンシア、ただいま」

「お帰りなさいませ、エドワード様」

　エドワードは騎士団の訓練や護衛の仕事もあり、毎日朝から夕方まで宮にはいない。その間、メルテンシアは魔石を魔法石にかえる仕事をして、宮の執務を覚える。それ以外の時間は書庫で読書を楽しんでいた。

　エドワードが帰ってくると夕食だ。そして寝室でその日のことを話しているはずなのだが、いつのまにかメルテンシアは裸にされて、彼のキスを全身に浴びている。

「んんっ、エドワード様っ、今夜は、シないって」

「無理。メルテンシアがかわいいから。ほら、もうビショビショ……ダメって言いながら、可愛く誘っているじゃないか。腰を振っているし」

「そ、そんなことはありませんっ！　あぁぁんっ、指じゃ……いやっ」

「ほらね、メルテンシアもこれが欲しいって」

「あ、ああっ……エドワード様、熱い」

「メルテンシアが熱いせいだよ」

　奥深く貫かれる毎晩だった。

　二人はお互いに触れあいながら、そしてメルテンシアはエドワードの深い愛情を感じる。




　二週間ほど経って、エドワードがルドルフを連れて帰ってきた。

「お兄様、お久しぶりです」

「メル、元気そうでよかった。ここでの生活には慣れてきた？」

「いえ、まだです。至らないところが多く、日々学んでいますわ」

　メルテンシアはそう言いながら、ルドルフと話し込んでいた。その姿を勘違いしたメイドがいることも知らずに。そのメイドはメルテンシアが浮気をしているとほかのメイドに話しているのを聞きつけたのはエドワードだった。

「まったくくだらないな。あの二人が兄妹だとどうして思わないんだ？　あんなにそっくりなのに。そんなくだらない噂話を宮内でするような者は、必要ない」

　そう言ってすぐに暇を出してしまったのだ。

　ルドルフとメルテンシアが積もる話をしている間に入るのは気が引けたのだろうが、エドワードは二人を夕食に誘ってから口を開いた。

「ルド、メルテンシアは相変わらず、仲が良すぎるんだから。社交界で変な噂にならないように気を付けてほしい」

　メルテンシアはまさかそんな噂になるはずはないと言いたかったが、ルドルフが神妙な顔をして頷いているのを見ると何も言えなくなった。

「俺が言いたいのは一つだけ。メルもエドも気を付けてほしい。というのもやはり皇族だからね、誰かしら揚げ足を取りたい人もいるだろうし……今までは関係ないと思っていた派閥の争いなんかもあるだろうから」

「ありがとうございます。お兄様、領地はどうですか？」

「ああ、少しずつ活気が戻ってきているよ」

　メルテンシアはその言葉を聞き、ホッとしていた。

　ゆっくりと時が流れる中、メルテンシアもルドルフもそれぞれの生きる道を見つけている。

「エド、メルを頼むよ」

「ルド、泊まっていかないのか？」

　エドワードの誘いに、ルドルフは首を横に振った。

「ああ、また今度遊びに来るよ」

　ルドルフが帰ると、メルテンシアは寂しくなった。まるでホームシックのような悲しさがあり、エドワードが抱きしめてくれてもなかなか埋められない。

「メルテンシアには話しておかなくてはならないことがある」

「はい」

「一部の貴族は知っていることだが、皇太子と俺は皇后の子供だ。第二皇子は、第二夫人の子供で、第一王女も第二夫人の子供」

「腹違いの兄妹だったんですか？」

「ああ、夫人は三人いるが、全員……もともとは皇后の侍女だ」

「それって何が言いたいんです？」

　エドワードは小さく頷いた。

「皇太子に近付く侍女もいれば、ここにメルテンシアの侍女として入ってきた女が俺を狙う可能性もあるということだ」

「でも」

「もちろん、俺はそんな気がないし、メルテンシアだけで十分だけどね」

「皇族として、他に女性が必要ですか？」

「それとも違う。メルテンシアは俺がほかの女性と何かあると心配しなくていいよって言いたいだけ」

「本当に？」

「ああ、それからもし侍女が来て、気に入らなかったら俺に言って。すぐに追い出すから」

「そんなことをしたら」

「その侍女の家は勘ぐられるだろうけど、一人くらい当てつけではないが、そういう女性を出したほうがこの先、メルテンシアが統治しやすいと思っている」

「相談に乗ってくださいますか？」

「もちろん」

　エドワードはそう言って笑ってくれた。

　だからこそ、メルテンシアは大丈夫だと思ってしまった。




　それからしばらくして、メルテンシアの耳に妙な噂が流れ込んできた。

『そうなの。すごく仲が良くて……エドワード皇子様よりも仲が良いと思うわ』

『新婚なのに？』

『兄妹らしいけど、あんなに仲の良い兄妹なんてありえないと思うのよ』

　あろうことかメルテンシアとルドルフの仲を勘ぐる者が出てきた。

（なんでそんなことを言われないといけないのかしらね？　家族の形はそれぞれ違うのに。そんなくだらないことで想像力を働かせるほど、暇なのね。あーあ、暇があって羨ましい）

　メルテンシアはそんな悪態を心の中でつくだけだった。

　数日が経つと、その噂はぱたりと消えた。

　おそらく、エドワードの耳に入り、何かしらの処罰が与えられたのだとメルテンシアは思っていた。

「メルテンシア、明日は湖畔の別宮に行かないか」

「船に乗るんですか？」

「天気もいいらしいし、たまには一緒に外出したいから」

　エドワードから誘われたメルテンシアは、翌日彼の馬に乗せてもらって別宮に向かった。

　別宮の奉公人たちは二人を温かく迎えてくれて、メルテンシアは少し安心していた。

（やっぱり田舎娘が、皇子様の嫁なんて無理があるのよね。みんなが狙っている場所だもの。やっかまれて当然）

　そう言い聞かせるのだが、心は擦り切れそうになっていた。

「メルテンシア、言いたいことはない？」

「どうしてですか？」

「宮で少し無理をしていると思ってね。俺には何を言ってもいいんだよ。だってメルテンシアの一番の味方はルドだけど、俺も同じくらいメルテンシアを大切に想っているんだから」

　エドワードの言葉にメルテンシアは涙をこぼした。

「ごめんなさい。頼っていないわけじゃないんです……ただ、仕方のないことだと思いたくて」

「うん、わかっているよ。さあ、気分転換に船に乗ろうか」

　エドワードと一緒に湖で船に乗って楽しむことにした。手漕ぎの船には船頭が一人乗っていて、メルテンシアとエドワードは船首に座った。

　彼の足の間に座らされたメルテンシアは、後ろから抱きしめられている。

「エドワード様、その手は何ですか？」

「柔らかいなぁと思って」

　メルテンシアの胸に手を触れながら、船頭に気付かれないようにキスをする。そして対岸で降ろしてもらうと、二人は木陰に並んで座った。

　エドワードがメルテンシアを抱き寄せると、背中のリボンを外していく。

「エドワード様、外……ですよ」

　メルテンシアの文句はエドワードのキスによって塞がれてしまい、ドレスは肩から抜け落ちた。コルセットを緩められると、エドワードの膝の上に乗せられて頂をねっとりと舌で嬲られる。

　こんなことをされてしまうと、敏感になったメルテンシアの身体はひとたまりもない。すぐに蜜を溢れさせて、エドワードを求めてしまう。エドワードの上に跨ってメルテンシアは大きく腰を振っていた。

　その夜、湖畔の別宮に二人は泊ることになっていた。

「メルテンシア、おいで」

　エドワードが誘い、メルテンシアはそっと湯に入った。この別宮には大きな湯殿があり、温泉がわき出ている。一緒に入ろうと言われたが、湯殿用の薄いワンピースを着せられて、メルテンシアは温泉を楽しむことになった。

　湯殿に行ったら、エドワードが先に入っているとは思わずに……。

「メルテンシアの白い肌は、俺が抱いても色付くけど……温泉でもピンク色に染まるんだな」

「エドワード様、ダメです」

「こんなに乳首を硬くしているのに？」

「そ、それはエドワード様が触るから」

　メルテンシアは驚き、恥ずかしさで言葉が出てこない。




　メルテンシアは半年も経つと、サファイア宮の女主人として務めを果たせるようになり、侍女の扱い方も上手になったと思われる。

「メルテンシア様、そろそろティーパーティーを開いてはいかがでしょうか」

　侍女に勧められたメルテンシアは、エドワードに相談してガーデンパーティーを開くことにした。少しずつ自分から社交活動を始め、メルテンシアにも友達ができるようになったが、今度はエドワードが女友達に嫉妬するほどだ。

「エドワード様、なんでもかんでも嫉妬しないでください！」

「メルテンシア、だって俺が独占したいって気持ちをわかってくれないか？」

「私だって……エドワード様のことは独占したいです。でも、騎士団の団長でもある方に遠征に行かないでくださいとは言えないです！」

　メルテンシアが怒ると、エドワードは嬉しそうに笑う。

　二人はゆっくりと時を刻みながら、この先に待ち受けている試練にも立ち向かっていくことだろう。けっしてその歩みを止めないように。








不遇な辺境伯令嬢は冷徹な騎士団長に求婚される
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